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イケメン弁護士の求愛宣言！










偶然の出会い




「で？　由ゆ依い子こちゃんて、彼氏いない歴何年目？」

　むせ返る煙草の臭い。そして、鼻につく安物の香水の香りは、色っぽいというより、キツすぎて気分が悪くなりそう。

　チャラチャラとした締まりのない顔のこの男性……なんて名前だったっけ？

　この二時間、全然側にいなかったのに、終わり間近になって隣にやってこられても、まるで印象に残っていない。

　だけど相手は、私の名前を分かってるみたいだ……。

　コンパが始まってすぐに自己紹介をしたはずなのに、こちらは完全に忘れてしまっていた。

「えっと……四年かな？」

　できれば、この話はしたくない。思い出させないで、そっとしておいてほしいのに。

　そう思っているからか、引きつった笑顔を向けるので精いっぱいだ。

「えー？　じゃあ、ずいぶん長い間フリーなんだ？　寂しくない？」

「ううん、全然。転職したばかりだから、それどころじゃないし」

　とは言ったものの、本当は彼氏がいたらいいなと思うこともある。だけど、好きになれる人がいないのと、及び腰になってしまうのとで、恋愛ができないでいた。

「でも、コンパには来てるじゃん？　やっぱ、彼氏作ろうと思ってるんでしょ？」

　氷が溶けて薄まったおいしくないカクテルを飲みかけて、思わず吹き出しそうになった。

「違う、違う。今日は、頭数合わせで来たのよ。本当は来るはずだった女の子が、用事ができたから……」

　そう言い訳をした途端、彼はムスッとして「あっ、そう。じゃあ、ひとりで飲んでたほうがいいね」と言って、席を移動してしまった。かわいくて男受けがしそうな女の子に声をかけている。

　どうやら『頭数合わせ』が気に障ったらしい。あの言葉を口にした瞬間、彼の表情がみるみる険しくなったから。

　こんな私でも、少しは興味を持ってくれていたのかな……。

　気配りのない言い方をしてしまって、ちょっと悪かったかも、と反省したものの、今日のメンバーで彼氏を作る気にはなれない。

　だいたい、頭数合わせで来たのは本当のことだし……。

　このコンパの幹事であり、大学時代の同期生の夏か帆ほは、座敷の奥でご機嫌よく盛り上がっていた。

　学生時代から派手な服装を好み、社交的な性格の夏帆は、28歳になった今も、その雰囲気は健在。彼女の周りの友達も、同じように身なりが派手で、誰とでもすぐに仲良くなれる人が多い。

　そんな中でも、私はファッションも地味なうえ、性格も引っ込み思案なせいで、自分にこれといった自信がない。

　服のベースカラーはベージュか黒、たまに白が定番。ヘアスタイルも、黒髪のセミロングストレートにパッツン前髪で、ついたあだ名が〝日本人形〟だ。

　そんな私が、夏帆と同じゼミだったというだけで、こうして友達になっているのだから、自分でも不思議に思う。

　それにしても、今日のコンパは男性陣もみな三十に届きそうな年頃なのに、もれなく浮ついた雰囲気なのが残念だ。サラリーマンだと言っているけど、茶髪のロン毛やら、耳にピアスやらで仕事ぶりだって怪しい。

　学生時代だったら抵抗がなかっただろうけど、正直アラサーで知り合うには将来性が心配になる。そんな彼らを恋愛対象として見るほうが無理だ。

　もともと乗り気でなかった私は、話しかけられれば返す程度で、みんなの輪からぽつんと外れた場所でひとり酒をしていた。だけど、そのお酒も進まず、生ぬるさが増してきたとき、夏帆の「お開き！」の声が聞こえてきて、グラスをテーブルに置いた。

　ようやく、この場から離れられると思うとホッとする。安いが売りのチェーン店の居酒屋だから、とにかく騒がしくて落ち着かなかった。

　あらかじめ飲み代は徴ちょう収しゅうされていたので、そのままバッグを手に取り、誰よりも早く店を出る。

　きっとこの後は二次会だろうけど、私はここで退散しよう。

　みんながぞろぞろと店の外へ出てきたところで、夏帆に耳打ちをした。

「私はもう帰るね」

　盛り上がっている雰囲気に水を差すのも悪いし、ノリについていけていない。

　そんな居心地の悪さを感じて、こっそり抜けようと思っていたのに、夏帆はみんなに聞こえる大きな声で言ったのだった。

「ええ!?　由依子ってば、帰っちゃうの？　これから二次会だし、一緒に行こうよ」

　みんなが一斉にこっちを見て、私は気まずいやら恥ずかしいやらで、夏帆に必死に言い訳をしていた。

「明日も仕事だし、早く帰らないといけないのよ。だから、私は抜けるね。今日はありがとう」

　夏帆は大事な友達だけど、空気を読んでくれないときは、正直……勘弁してと思ってしまう。勇ゆう一いちと別れてから、コンパ、とりわけ今夜のような派手めな男性と会うことは、私が苦手にしていると分かっているはずなのに。

　頭数合わせで誘われても頑なに断り続けていたのを、泣きついてきた夏帆が放っておけなくて、渋々参加した気持ちを悟ってほしい。

　心の不満を抑えて、愛想笑いを彼女へ向ける。

「じゃあね、夏帆。また」

「うん。分かった。残念だけどまたね」

　がっかりした様子で小さく手を振る夏帆に、私も手を振り、身をひるがえす。

　私が帰ると聞いて、残念そうにしたのは夏帆だけだ。

　その様子から、場の雰囲気に乗り切れなかった自分に自己嫌悪を感じる。だけど、これ以上輪の中には入れそうにないから割り切ろう。

　足早にその場を去ろうとしたとき、私に話しかけてきたあの彼の声が聞こえてきた。

「あれじゃあ、彼氏もできないよな。彼氏作る気もないなら、来なければいいじゃん」

　それはまさに、グサッと胸に突き刺さる言葉だった。

　確かに、乗り気でないなら来るべきじゃなかった。みんなは出会いを求めて来ているのだろうから、『頭数合わせ』なんて口にしてはいけなかったんだ……。

　自然とため息をもらしながら、繁華街を抜けていく。週末ではないから、人もそれほど多くなく、落ち込みながら歩くにはちょうどよかった。

「飲み直そうかな……」

　いつもの私なら思わないことだけど、それだけコンパの時間が辛かった。本当に早く帰りたいわけじゃなく、あの場を抜けたいだけだった私は、自己嫌悪のうさ晴らしに、飲みたい気分になっていた。

　といっても、ひとりで飲むことなんて普段はないから、どんな店に入ればいいのか分からなくて、周りを見回しながら入りやすそうな店をチェックする。この辺りは、会社の飲み会で何度か通ったことがあるから、なんとなくどこにお酒を飲むお店があるのかは分かる。

　メイン通りから一本入った路地を歩いていると、今まで気付かなかったバーを見つけて足が止まった。

「新しくできたお店かな？　半月前にはなかったはずだけど」

　看板が青色の電球で飾られたそのバーは、石造りの壁にアンティークなウッドドアで重厚感がある。それほど派手な感じはなく、落ち着いた店みたいだ。飾りはその電球だけで、音もれもしていない。

「とりあえず、入ってみようかな」

　内開きのドアを開けると、そこは足元がおぼつかなくなるほどの薄暗さだった。オレンジ色の暖かい光がカウンターを照らしていて、そこだけははっきり分かるほど明るかった。

「いらっしゃいませ」

　カウンターの奥から、三十前後のバーテンダーのお兄さんが、愛想のいい笑顔を向けてくれる。声をかけられて一瞬ひるんだものの、軽く会釈をして、とりあえずカウンターへ向かおうと一歩進んだとき……。

「キャッ！」

「危ない！」

　段差に気付かずよろめいた私の体を、近くに座っていた男性が支えてくれた。

「すみません。段差に気がつかなくて。ありがとうございました」

　少し恥ずかしさを感じながら顔を上げて、思わず目が釘付けになる。私を支えてくれたその人は、知的な雰囲気のイケメンさんで、思わず息をのんでしまった。

　薄暗くてはっきりとは分からないけど、ダークグレーと思われるスーツに、深い赤色のネクタイ。一見するとビジネスマンに思えるものの、その人が弁護士だということがすぐに分かった。ジャケットの襟に、きらりと光る弁護士バッジがあったからだ。金色のひまわりの中央に、銀色の天秤が彫られているから間違いない。

「本当に大丈夫？　ケガしてない？」

「は、はい。大丈夫です……。ありがとうございます」

　彼は私から手を離すと、優しい笑みを浮かべてカウンターの椅子に座り直した。

　私はバーテンダーのお兄さんに促されるまま、彼からひとつ席を空けて座る。

「なにを作りましょうか？」

「えっ??　そうですね。えっと……」

　アクシデントに遭ったこと、そしてイケメン弁護士さんに助けてもらったことの動揺が冷めきらず、うろたえてしまう。それに、バーをひとりで訪れるのは初めてで、今になって大胆なことをしてしまったと緊張してきた。

　そんなこともあり、『なにを作りましょうか？』と聞かれても、答えられずにいた。

「甘いのは好き？」

　注文に困っている私に助け船を出してくれたのは、さっきの弁護士さんだ。顔を向けると、彼の前にはグラスが置かれていて、ウィスキーのロックのようだった。

「はい、どちらかというと甘いほうが好きです」

　つい聞かれるまま素直に答えてしまった。

　バーテンダーのお兄さんは黙ったままで、会話に割り込むことはしてこない。

「じゃあ、カクテルを作ってもらったらいいんじゃないかな？　ここのカクテルはおいしいらしいから」

「そうなんですか……？　じゃあ、お願いします」

　最後はバーテンダーさんに顔を向けると、ニコリと微笑んで頷かれた。

　それにしても、あの弁護士さんは、私がここへ来たのが初めてだと分かっているようだ。『カクテルはおいしいらしい』だなんて、私がこのお店を知らないことを前提にしたセリフだもの。さすがは弁護士だけあって、観察力が抜群なんだろうな。きっとこの人も、優秀に違いない。

　私は勤め先が弁護士事務所なだけに、弁護士を見るとつい気になってしまう。とはいえ、それを話題に彼に話しかけるつもりはなかった。

　私が事務職で勤めている『内うち野の弁べん護ご士し事じ務む所しょ』は、五人の弁護士を抱える事務所で、とにかく業界では有名なやり手が集まっている。三十・四十代の比較的若手の弁護士集団で、それを率いる内野先生は今まで企業の難しい案件などをいくつも勝訴に導いた有能な方だ。企業の顧問弁護士などもしているだけに、報酬だってケタ違い。だから、同じ業界の人なら内野弁護士事務所をライバル視していてもおかしくない。

　もしこの弁護士さんが、実はあまり仕事をもらえていない人だったら、仕事の話もただの嫌みになってしまう。優秀そうには見えるけど、実のところは分からないのだし、余計なことは言わないでおこう。

　それにしても、見れば見るほど整った顔立ちをしていて、気持ちとは裏腹につい目が向いてしまっていた。

　キレイな二重の目に、まっすぐに上がった眉。それに横顔だから余計に分かるのだけど、鼻筋が通っていて高い。ラフに流した黒髪が、弁護士という堅い職業の割には親近感を醸し出していた。

「なにか、オレの顔についてる？」

　苦笑いをしながら、弁護士さんが私に顔を向ける。どうやら視線を感じたらしく、こちらも少し気まずい。

「あの……そんなことないです。すみません。ジーッと見ちゃって」

　目をそらしながら、なんとか弁解しているうちに、カクテルが目の前に置かれた。薄いピンクと赤の二層のグラデーションがキレイなロングカクテルだ。

「ご自身で混ぜて飲んでみてください」

「はい……」

　バーテンダーさんに言われるがまま、マドラーでゆっくり混ぜると、二色が入り交じって、濃いピンク色に変化していった。

　ひとくち飲むと、甘いラズベリーの味が口の中に広がっていく。

「甘くておいしい！」

　つい口に出すと、弁護士さんのクックと笑う声が聞こえてきた。

「よかったね。おいしくて」

　見ると、弁護士さんが目を細めている。

　子供っぽかったかもと気恥ずかしさを感じつつ、私も彼に苦笑いを向けた。

　こんなしっとりとしたバーで、『甘くておいしい』を大きな声で言うのは浮いていたかもしれない。

「君、ひとりなの？」

　弁護士さんは笑いを止めると、優しい笑顔でそう聞いてきた。

「はい。実は、コンパ帰りなんですけど、雰囲気に馴染めないまま終わったので、飲み直してるんです」

　ハハハと苦笑いをした後、余計なことをしゃべってしまったと反省する。

　きっと、そこまで聞いていない。アルコールが適度に回っているせいか、自覚する以上にテンションが上がっているようだ。

　だけど、弁護士さんは意外と話に乗ってきて、体ごと私に向けている。

「そうだったんだ。だから、女の子らしいかわいい服を着てるんだな。そんな子がひとりなのは、変だなと思ってたんだけど」

　確かに今日は、気の乗らないコンパだったとはいえ、心のどこかで出会いを期待していた部分はあったと思う。コンパで声をかけてきた彼に、今は彼氏はいらないと口にしたけど、やっぱり寂しい気持ちがあったのかもしれない。

　服装に気を遣ったのが、会ってすぐの弁護士さんでも分かるのだから……。モスグリーンの七分袖ニットに白色のシフォンスカートという服装でコンパに来たら、誰だって彼氏を作る気で来たと思うはず。そう思うと、つくづく今日の自分の態度に反省だ。

「私、どこかで重ねて見ていたのかなぁ……」

　自然と言葉がこぼれると、弁護士さんが声をかけてきた。

「隣に行ってもいい？」

　突然の思いがけない誘いに驚いて、すぐには返事ができない。ひとりでバーに来ると、こういう思いがけない出会いがあるんだと、今さら実感している。

　でも、この弁護士さん、軽そうには見えないし、ひとりだから純粋に話相手が欲しいのかも。私が余計なことを口走ったから興味を持ったのかもしれないし……。

「はい、どうぞ」

　だから、戸惑いながらもそう頷いて返事をしていた。

　弁護士さんはグラスを片手に隣の席に座ると、ニコリと笑顔を見せた。

「オレは真まさ斗とっていうんだけど、君は？」

「私は由依子です。真斗さんも、おひとりなんですか？」

　初対面の男性を下の名前で呼ぶのは、けっこう恥ずかしいものがある。平然とした振りをしているけれど、内心はドキドキしていた。

「ああ、オレもひとり。実は、二週間前に帰国したばかりでさ」

「帰国？　っていうことは、真斗さんて海外に行ってらしたんですか？」

「そう。ちょっとね」

　旅行なのか仕事なのか分からなかったけど、言葉を濁されたので、それ以上は聞かなかった。

　そういえば、内野法律事務所の跡取り息子さんもアメリカに留学中で、そろそろ帰国すると聞いている。私が転職したときにはすでに留学していたから、どういう人なのかはまったく知らないけど、他の先生いわく〝超イケメン〟らしい。

　弁護士が海外に留学することは珍しくないし、真斗さんも同じかもしれない……と想像してみたものの、正直なところ彼らがどういう事情で海外に行っていたかなんて、それほど興味はない。

　弁護士なんて私には雲の上の人すぎて、身の丈に合っていないから、そもそも恋愛対象外だ。だけど、こんなイケメンさんと話す機会もめったにないから、この場くらいは楽しもう。

　そんなことを考えながらカクテルを飲んでいると、真斗さんが話しかけてきた。

「さっき、『重ねて見てたのかな』って言ってたけど、なにかあったの？」

　初対面の人に話すようなことではないかもしれないけど、アルコールとうさ晴らしと、そして寂しさもあって、それほどためらわず口を開いていた。

「あれは、学生の頃に付き合ってた彼氏のことなんです。三年間付き合っていて、就職をきっかけに遠距離になったんですけど、四カ月で振られたんですよ」

「振られた……？」

　心配そうな表情をした真斗さんに、私は苦笑いをした。

「はい、浮気されちゃいました」

「そうだったのか。ごめん、余計なことを聞いた」

　気まずそうにグラスに視線を落とした彼に、私は慌ててフォローをいれる。

「いいえ、気にしないでください。そもそも、余計な独り言をつぶやいたのは私ですから。あれから四年経ったんですけど、ちょっとトラウマになってて……」

　すると、真斗さんはゆっくり私に顔を向けた。

「それはトラウマだよな。だけど、コンパに行くくらいなんだから、彼氏を作ろうと思ってるんだろ？」

　それを指摘されると痛くて、ゆっくり首を横に振った。

「今日は、頭数合わせで呼ばれて……。もしかしたら、期待はしていたのかもしれないんですけど、乗り切れませんでした」

　気持ちをごまかすように笑うと、真斗さんがためらいがちに問いかけた。

「やっぱり、元カレを思い出すから？」

「いえ、彼自身を思い出すわけじゃないんです。未練なんて、とっくになくなったので。ただ、今日のコンパの相手は、ちょっとチャラい雰囲気が、彼とそっくりだったから……。振られたときを思い出しました」

　知的に見える真斗さんには分かりにくいかもしれないけど、勇一は本当にチャラかった。就職をしてからは、さすがに見た目こそ変わったものの、性格は社交的が度を超えて誰でも受け入れるタイプ。それが、大学生の頃は〝友達の多い楽しい人〟に思えたけれど、遠距離になって初めて分かった、彼の欠点だった。

　言い寄ってくる女性に簡単に落ちた勇一は、電話で私に別れ話をしてきたとき、浮気の理由をこう言った。

『だって、由依子がいないのが寂しかったから。他に好きだって言ってくれる子が側にできたから、その子と付き合いたい』

　結局、彼にとっての私の存在は軽いもので、遠距離になった途端に終わる程度だったというわけだ。

　そんな勇一と重なる雰囲気を持った今日のコンパ相手に、私は完全に萎い縮しゅくしてしまっていた。だから、うっかり『頭数合わせ』と口を滑らせたのだし、結果的には幹事である夏帆の顔にも泥を塗ったかもしれない。

　今さらそれに気付いて反省しても遅く、自己嫌悪でいっぱいだった。

　すると、真斗さんは小さく頷いた後、こう言った。

「オレから言わせてもらえば、元カレはもったいないことをしたと思う」

「もったいない？」

　どういう意味だろうと不思議に思うと、真斗さんは微笑みながら続けた。

「だって由依子ちゃんて、かわいいうえにいい子じゃないか」

「私がですか??　そんなことは……」

　ないと思う。そもそも真斗さんは、この短い間で私のどこをそう捉えたのか。

　照れくさいやら戸惑うやらで言葉を失っていると、彼はフッと表情を緩めた。

「キレイな目だよね。由依子ちゃんて、二重がはっきりしてるんだ？」

「そう言われたら、確かに二重ですね……」

　だけどそれなら、真斗さんだって同じだ。

「それから、ちょっと厚めの唇に小さな鼻。そして、艶つやのある黒髪」

「あの……このヘアスタイルって日本人形みたいじゃないですか？」

　一番自信のない部分と言っても過言じゃないからか、『艶のある』をどうしても素直に受け取れなかった。

　すると真斗さんは「え？」と一瞬拍子抜けした後、堪えるように笑ったのだった。

「おもしろいことを言うんだな。それって、かわいくないって言いたい？　だとしたら、間違ってるよ。むしろかわいい。和風美人だ」

「ほ、本当ですか？　かわいいなんて自信ないですし、そもそも日本人形って暗いというか、怖いイメージがありませんか？」

　おずおず聞くと、真斗さんは否定するように首を振った。

「全然。オレは、かわいいと思うよ。それに、友達に悪いと思ったんだろ？　明日にでも、その友達に謝ればいいんじゃないかな？」

「はい。そうします。私に話しかけくれた彼にも、失礼なことをしましたし……」

　あの彼に会うことはもうないだろうから、夏帆に気持ちだけでも伝えられたら……。

　真斗さんの言葉に小さく頷き、残りのカクテルを飲み干した。

「自分の態度を反省できたんだ。由依子ちゃんは、優しい子だと思うよ」

　優しく微笑む彼に、私もはにかんだ笑顔を向ける。初対面の男性に『いい子』と言われるのは照れくさいけど、少し気持ちが和らいだ気がした。




　真斗さんと過ごした時間は一時間半程度だったけど、あっという間に過ぎていった。「そろそろ帰ろうか？」という彼の言葉に、自然と腰を上げてついていく。

「真斗さん、私の分まで払っていただくわけにはいきません」

　会計でカードを差し出す彼は「彼女とふたり分」と言っていて、慌てて財布を取り出す。

「いや、今夜のお礼。一緒に飲んでくれて楽しかったから」

　真斗さんは小さく微笑むと、かまわず会計を済ませた。その彼に続いて店を出ながら、遠慮がちに尋ねてみる。

「真斗さん、本当にご馳走になっていいんですか？」

　立ち止まり振り向いた彼は、苦笑いをした。

「いいよ。気にしないで」

　これ以上、しつこく言うのも失礼な気がして、お言葉に甘えることにした。

「ありがとうございます。私のほうこそ、愚痴を聞いていただいて、気持ちがすっきりしました」

　すると、真斗さんは胸ポケットから小さなメモ用紙とペンを取り出し、なにかを書くと私に渡してくれた。

「オレのメアドと番号。もう一度会ってもいいと思ってくれたら、連絡ちょうだい」

「え？」

　思いがけない行動に戸惑いつつも、視線はそのメモに釘付けになっていた。キレイな字で、こんなところにも真斗さんの知性を感じてしまう。

「オレも、半年前に彼女に振られたばかりなんだ。だから今夜は本当に楽しかった。ありがとう」

「え、そうなんですか？」

　ルックスもステイタスも持ち合わせている真斗さんを、振ってしまう人がいることに驚きだ。私には雲の上の人に思えても、そうではない人もいるのか……。

「そう。だから、付き合ってくれて本当に気分転換になった。ありがとう」

「いえ……」

　ぎこちない笑顔を返したその後は、彼がタクシー乗り場まで一緒に来て見送ってくれた。

　後部座席に乗って、連絡先が書かれたメモをそっとカバンにおさめる。

　なんだか夢を見ていた気分だったけど、きっともう真斗さんに会うことはないと思う。一晩眠って目覚めたとき、彼はきっと私なんて忘れてる……。










彼は跡取り息子




　私が勤める内野法律事務所は、街の中心部から少し外れた閑静な場所に独立した事務所を構えている。近くには有名女子高や病院などがあり、穏やかな雰囲気だ。レンガ色の外壁と、日当たりのいい大きな窓が特徴的な平屋建てで、駐車場には弁護士先生たちの高級車がズラリと並んでいる。

「おはようございます」

　いつものように出勤すると、事務所内が珍しくざわついていた。

　先生たちは、通常はそれぞれの案件を抱えていて、みんなで雑談をする余裕はなく、黙々と仕事をしている。それなのに今朝は輪になって、なにか話をしているようだった。

「耶や恵えさん、なにかあったんですか？　みなさんで集まっている割には、内野先生がいらっしゃらないし」

　一年先輩の同じ事務員の耶恵さんに尋ねると、デスクの椅子を寄せてきた。

　耶恵さんも転職組で、今年三十歳になる気さくな女性。小柄で目鼻立ちも小さめな彼女は、一見するとおとなしく見えるけど、実は芯が通ったしっかり者だ。

　ついでに言えば、外資系証券会社に勤める彼氏がいて、かなりうらやましい。

　そんな彼女が、しかめっ面をして私に言ってきた。

「もう！　由依子ちゃんてば忘れてるの？　今日は、内野先生の跡取り息子さんが戻ってくる日じゃない。先生たちは、その話でもちきりなのよ」

「え？　跡取り息子……？」

　言われてみれば、確かにそう聞いていた気がするけれど、戻ってくる日なんてすっかり忘れていた。

　私がデスクで呆然としていると、耶恵さんは呆れたようにため息をついた。

「由依子ちゃんてば、のんきなんだから。実はここの先生たちの中で、内野先生の息子さんを直接知っているのは、来くる島しま先生だけなのよ。だから、みんな緊張してるの」

「そうなんですか。でも、なんで先生方がそんな緊張を……？」

　普段は自信満々の弁護士先生たちを、ここまで動揺させる息子さんて、いったい何者なんだろう。

　不思議に思って首をかしげると、耶恵さんが急に声をひそめて言った

「だって、いずれは大先生の跡を継ぐわけだし、かなり優秀な弁護士らしいから。来島先生だけは息子さんと司法修習時代からの友人で、まるで緊張していないみたいだけどね」

「へえ……。そういうことですか」

　加えてイケメンらしいし、昨夜会った真斗さんみたいな人が、ここにもいるようだ。

　弁護士という仕事は、人脈や営業力が必要になる場合もあるため、力のある事務所に入りたがる人が多いという。それなら、この事務所はピカイチだから、先生たちはみんなここに居続けたいと思っているはずだ。

「そう考えたら、その息子さんの帰国も、他の先生方にはプレッシャーかもしれないですね。息子さんが、未来の大先生なんですから」

　そう言った私の背後から、押し殺すように笑う声が聞こえてきた。振り向くと、笑いの主は来島先生で、目を細めている。

　余計なことを言ったかもしれないと思った私は、会話を聞かれた気まずさを感じながらも立ち上がり、挨拶をして先生を見上げた。

　来島秀しゅう一いち先生は、三十歳のエリート弁護士。国立大学法学部を卒業し、司法試験をストレートでパスしている。加えて、スラッとした一八〇cmの身長と、涼しげな目元に薄い唇のインテリ系イケメン。サラサラとした黒髪は清潔感たっぷりに短く切られていて、黒ぶち眼鏡がトレードマークだ。普段は温和な性格だけど、裁判になるとかなり熱くなるタイプだと最近知った。

「あいつが帰ってくれば、いい刺激になるんじゃないか？　ここの先生たちはやり手ではあるけど、事務所に所属してからは一年かそこらだし」

「そうですね……。私もそう思います」

　この事務所は、もともとは内野大先生と息子さん、そして来島先生の三人しかいなかったと聞いている。その息子さんが海外へ留学した後、大先生はいい機会だからと事務所を大きくするために、フリーの弁護士先生を四人引っ張ってきた。すでにやり手弁護士として有名だった内野先生の事務所だから、先生たちは張り切って来たらしい。そのときに耶恵さんも事務員として入ってきた。だから息子さんのことは誰も知らないのだ。

「だろ？　きっと、今よりももっとみんなの向上心が増すだろうし、真斗が帰ってきてよかったって思うよ」

「え、真斗？　息子さんて、真斗さんていうんですか？」

　思わず食いつく私に、来島先生は一瞬戸惑った表情をした。

「そうだけど、どうかした？」

　昨夜の〝真斗さん〟も弁護士で、しかも帰国してきたばかりと言っていたっけ……。まさか、あの人が内野先生の息子さん？

　そんな考えが頭をよぎるけど、作り話のような偶然があるわけない。

「いえ、なんでもないです。ところで、その息子さんは……」

『いつ頃来られるんですか？』と聞こうとしたとき、ドアの開く音と先生たちのざわつく声に、会話は途切れてしまった。

「あっ、真斗！　久しぶり」

　振り向いた来島先生がドアのほうへ駆け寄り、他の先生たちも挨拶へ向かった。でも、私のいるところからはちょうど死角になって見えない。

「ねえ、由依子ちゃん。私たちも挨拶に行ったほうがよくない？」

　耶恵さんに耳打ちされ、小さく頷いた。

　いったい、どんな人なんだろうと、とにかく気になってしまうのは、昨夜の真斗さんと重なるからだ。彼のはずはない、そう言い聞かせる自分が間違っていないと確かめるためにも早く見てみたかった。

　耶恵さんとふたりで、ゆっくり輪に近づくと、その人の声が聞こえて足が止まった。

「本当に久しぶりだな、秀一。実は、二週間前に帰国してたんだ。連絡もできずに悪かったよ」

　それは、まさしく昨夜会った真斗さんの声だったからだ。

「そうか。まだ疲れも残ってるだろう。新しい事務員の女の子を紹介するよ」

　来島先生が私たちに気付いてそう言うと、他の先生たちが輪を崩す。その中心にいた人は、間違いなく昨夜会った真斗さんで、私は息をのんでただ呆然とした。

　昨夜は気がつく余裕がなかったけど、真斗さんは来島先生と同じくらいに背が高い。

　私は、言葉を出せないまま彼を見上げていた。

「あれ？　もしかして、由依子ちゃん？」

　さすがに彼も気付いたようで、驚いたように目を見開いている。

　先生たちや耶恵さんが、私に視線を向ける中で「はい……」と消え入る声で返事をするのがやっとだった。

　まさか、本当に真斗さんだったなんて……。

　想像もしていなかった偶然に戸惑いを隠せなかった。

　どんな態度で接すればいいのか、昨夜会ったことを口に出してもいいのか迷っていると、彼が優しい口調で声をかけてきた。

「お互いの自己紹介は後にして、まずは由依子ちゃんにはコーヒーをいれてもらおうかな」

「あ、はい。分かりました」

　もしかしたら、私が困っているのを察して助け舟を出してくれたのかもしれない。

　真斗さんから視線をそらすように身をひるがえすと、急いで事務所の奥にある給湯室へ向かった。

　ドアを閉めると、一度深く深呼吸をする。

　ここにはシンクと小さな食器棚、そしてひとり暮らし用程度の冷蔵庫がある。

「まさか、本当に真斗さんだったなんて驚いた……」

　まだ鼓動が速いままの胸を押さえて気持ちを落ち着けていると、ドアの開く音がして体が跳ね上がりそうになった。振り向くと、真斗さんがドアを閉めた後で、私に優しい笑みを浮かべている。

「コーヒーをいれてって頼んだけど、カップがなかったよな？　だから、ちょっと来てみたんだけど」

「あ、そうですよね。確かに、真斗さんのはないので……」

　てっきり自分のカップを持ってきてくれたのかと思ったけど、彼の手にはなにもない。みんなマイカップがあるから、真斗さんには来客用を使うしかないなと、動揺を隠して棚へ手を伸ばしたときだった。

「いいよ。本当に飲みたかったわけじゃないから」

　後ろから手首を掴まれ、息が止まるほどにビックリする。私に触れた真斗さんの手は、温かくて無駄に肉のついていない、少しゴツゴツしたものだった。

「どういうことですか？　真斗さん……」

　ここには今、ふたりきり。でも、誰でも使う給湯室だから、いつ他の人が入ってきてもおかしくない。そんな場所で、手首を掴まれたままの私は、緊張が最高潮に達していた。

「ただの口実だよ。こうでもしないと、由依子ちゃんとふたりきりで話をするのは難しそうだろ？　だけど、すごい偶然だな。まさか、ここで働いていたなんて」

　どうやら真斗さんは、私との再会を嫌だとは思っていないみたいだ。驚いた表情を見せたのも最初だけで、今は余裕を取り戻している。

「私も驚きました……。真斗さんが、内野先生の息子さんだったなんて。昨夜は、弁護士の先生だってことは、気付いていたんですけど……」

　思いがけない再会と、こうして密室にふたりきりでいることに戸惑って、表情も硬くなる。

　だけど真斗さんは、笑みを崩さなかった。

「そうだったのか。なあ、由依子ちゃん。オレに、また会いたいと思ってくれた？　それとも、思わなかった？」

　突然の言葉に、ますます心が動揺する。

　その質問をまともに受けていいのか、さらりと流すべきなのか。ここで真面目に答えてしまうのも、どこか恥ずかしい気がする。そもそも軽い気持ちで言っているのかもしれないのに……。

　だけど、勇一の話もしてしまって、私の過去を少しでも知られている人なだけに、軽々しく答えてはいけないことは分かる。だから、すぐには言葉が出てこなかった。

　すると、真斗さんは私の手首を掴んでいた手をスッと離し、真面目な顔つきに変わった。

「オレは、もう一度会いたいと思ってた。だから、由依子ちゃんに再会できて嬉しいよ」

「あの……、私は……」

　どこまで本気で言われているのか分からないから、答えに困ってしまう。

「迷惑？　こうやって再会してしまったことは」

　真斗さんの言葉に、私は思いきり首を横に振っていた。

「違います。そんなんじゃないんです。昨夜は本当に楽しかったです。だけど……」

「だけど？」

　ほんの少し会っただけなので、それほど本気で再会について考えていなかったのが正直な気持ちだ。

　言いづらさを感じながら、彼を見据えて一呼吸ついた。

「真斗さんのことは素敵な人だと思いました。でも、ほとんど初対面なので、一度会っただけでは分かりません……」

「じゃあ、オレが弁護士ってことで興味は湧かなかった？」

　それは真斗さんのステイタスのことを言っているのか……。真意がいまいちよく分からないけれど、ゆっくり首を横に振った。

「それはありません。弁護士の先生だからといって、その職業そのもので、また会いたいとかそういうのはないですし……」

　気を悪くしたかなと思いながら真斗さんを見ていると、彼はフッと笑みをこぼした。

「由依子ちゃんが、そういうタイプでホッとした。だけど、今日からは毎日顔を合わせるんだし、少しずつでも距離を縮められたらいいなって思ってる」

「は、はい……」

　真斗さんがどこまで本気で言っているのか疑わしいけど、とりあえず返事をするしかない。

　まさか、こんなエリート弁護士先生が、私みたいな取り柄のない一女子を、恋愛対象に見るはずがない……。

「じゃあ、改めてこれからよろしく由依子ちゃん。そろそろ出ないと、怪しまれそうだ」

「そうですね。こちらこそ、よろしくお願いします」

　昨夜だけの出会いだと思っていた真斗さんと、これから毎日一緒に働くのかと想像すると、変に緊張してしまう。

　給湯室を出ようと、ドアノブに手をかけた真斗さんが、ふと振り向いて肩越しに私を見た。そんな些細なことさえも、一瞬ドキッとしてしまう。

「昨夜会ったことは、秘密にしておいたほうがいい？」

「えっ？　あ、そうですね。真斗さんがそのほうがいいと思われるなら、そうします」

　なにかと思えば、それが聞きたかったのかと、少し拍子抜けだ。でも、そういう気遣いに胸がときめいてしまった。

　すると少しの間、真斗さんは考えるように宙を見上げて言った。

「じゃあ、聞かれたら話してもいいかな？　堂々と、由依子ちゃんに声をかけたいからさ」

「はい、もちろんです」

　そう答えると、彼はホッとしたように表情を緩めた。

「よかった。とりあえず、それだけは聞いておきたかったから。由依子ちゃんが、昨夜のことを知られたくないと思っていたらいけないもんな」

　そう言って出ていく真斗さんの後ろ姿を見ながら、もしかして彼がここへ来たのは、私への気遣いだったのかもしれないと思い当たった。

　さっきの挨拶で、真斗さんと私が顔見知りだと分かった先生たちは、どうしてか聞いてくるはずだ。だから、ちゃんと私の気持ちを確かめようと、わざとここへ誘導してくれたのだろう。その気持ちを考えると、胸が熱くなってくる。

　こんなに素敵な人でも、彼女に振られてしまうのだから不思議だ。その人は、いったいどんな人だったんだろう。

　でも、それは私には関係のないこと。

　これから真斗さんとは毎日顔を合わせるけど、あまり深入りしないようにしよう。

　弁護士の先生なんて私には雲の上の人。まともに相手にされるわけがない。

　最初から、好きになっちゃいけない相手だ……。




　案の定、給湯室から戻ると、耶恵さんをはじめ、先生たちが私と真斗さんの関係を聞いてきた。説明は真斗さんからしてくれたけど、みんな偶然の出会いに驚いていて、私は気恥ずかしさを隠せずにただ黙っていた。

　一通り話が終わって、ようやく業務に戻り、先生たちの交通費精算をしていたときだった。

「由依ちゃん、ちょっといい？」

　裁判所に書類を提出して戻ってきた大先生が、私を手招きした。

　ここではみんな私や耶恵さんを好きに呼んでいる。私は先生によって『由依子ちゃん』『蒼あお井いちゃん』といろいろだ。

　大先生にいたっては、最初から親しげに『由依ちゃん』と呼んでいて、距離を早く縮めてくる雰囲気は、真斗さんもそっくりだと思った。

「はい、なんでしょうか？」

　先生たちのデスクを見渡せる位置に大先生のデスクがあり、そこへ行くと先生が私を見上げた。

　こうやって改めて見ると、目元や鼻筋は真斗さんとそっくりだ。だけど、大先生のほうがふくよかな体型をしているからか、親子だと意識して見ないと分からないかもしれない。

「聞いたよ、由依ちゃん。昨夜、真斗に会ったんだって？　すごい偶然だなぁ」

「は、はぁ……。もうご存じなんですね」

　情報の速さに驚いて、間の抜けた返事をしてしまった。

「うん、事務所の前で、ちょうど出ていく田た中なか先生から聞いたよ。本当に驚いたけどね。それもあって、由依ちゃんにお願いがあるんだが、真斗のアシスタントをやってもらえないか？」

「えっ??　私がですか？」

　ここでは、先生のアシスタントを耶恵さんと完全分業でやっている。私はまだ経験が浅いので、来島先生と田中先生のふたりだけで、先輩である耶恵さんは大先生を含む他の先生を担当している。

「うん。真斗が由依ちゃんと顔見知りになってるんなら、それもいいかなって思ったんだけどね。それに、今度は田中先生がアメリカへ行くことになったから、由依ちゃんの仕事が減ってしまうだろ？」

「田中先生までアメリカへ行くんですか??」

　そんな話は初耳で唖あ然ぜんとしていると、大先生は「言ってなかったっけ？」と、のんきに答えている。

「ウチは、向上心の強い先生揃いだからねぇ。まあ、そういうわけだから、由依ちゃんよろしくお願いするよ」

　笑われながら半ば強引に決められ、大先生はクライアントのアポがあるからと、また早々に外出していった。

　呆然としながら自分のデスクに戻って座っていると、来島先生が笑いを堪えながら近づいてきた。

「さすが、内野先生だな。残念だけど由依子ちゃんの負け。真斗のことはオレもフォローするから、困ったことがあったらなんでも言って」

「あ、ありがとうございます……。でも、来島先生もお忙しいのに、お手をわずらわせるわけにはいきませんから」

　ここへ入社したときから、来島先生はいつも私を気にかけ、助けてくれていたけれど、さすがに最近はそれを申し訳なく思っていた。

「そんな水くさいことを言わないでほしいな。由依子ちゃんのおかげで、オレも仕事がスムーズにできるんだから」

　口角を上げて優しく微笑む先生は、大人っぽく落ち着いた雰囲気を醸し出している。そんな姿が、いつも私に仕事での安心感を与えてくれていた。

「ありがとうございます。そう言っていただけると、自信がつきます。法学部出身ということで、ここへ転職したんですけど、はっきり言って法律の詳しいことまではほとんど知らないので」

　少し小さくなる私に、来島先生は思い出したかのように大きく頷いた。

「そういや、そうだったよな。メーカーの営業事務をしてたんだっけ？　新卒じゃ法律系の仕事がなくて、でも未練があってここを見つけたっていう」

「そうです！　法律が好きで専攻したから、やっぱりそれを活かしたいと思って……。さすが来島先生。記憶力がすごいですね」

　自然と笑みがこぼれて、先生との会話を楽しむ自分に気付いた。

　さりげない気遣いで、空気を和ませてくれる来島先生に、私はいつも感謝の気持ちを持っている。この事務所で、ここまで楽しく話せるのは耶恵さん以外には、来島先生しかいないから、こんななにげない会話も、居心地よく感じていた。

　すると、ふいに背後から真斗さんの声が聞こえて背筋が伸びた。

「オレにも、由依子ちゃんのこと教えてよ」

　ゆっくり振り向くと、Ａ４サイズの分厚い書類を片手に、真斗さんが小さな笑顔を浮かべて立っている。

　いつからいたのか分からないけど、私のことを教えてと言っていたくらいだから、『法律が好きで』という会話も聞かれていたのかもしれない。そう思うと、なぜだかとても恥ずかしかくて、真斗さんの言葉に返事ができなかった。

「そうやって、由依子ちゃんを困らせるなよな、真斗。昨夜偶然会っただけの男と、こんな場所で再会したんだから、気まずいに決まってるだろ？　それより、由依子ちゃん。明日の裁判の書類を確認したいから、ちょっといい？」

　私が困っている雰囲気を察したらしい来島先生は、事務所の端にある小部屋を親指で指差す。そこはクライアントと話をする応接間とは別の、先生たちが打ち合わせなどで使う部屋だった。

「はい。でも、真斗さん……じゃなくて内野先生は、なにかご用事だったのでは？」

　真斗さんが持っている分厚い書類が気になって声をかけると、彼は笑顔を保ったまま、小さく首を横に振った。

「いや、大丈夫。由依子ちゃんに声をかけたかっただけだから。それと、呼び方は〝真斗〟でいいよ。〝内野先生〟だと、親父とかぶってややこしいだろ？」

　そう言った真斗さんは、早々にデスクに戻って六法全書をパラパラめくる。

　本当は書類作りをするつもりで、私にフォローを頼みにきたんじゃないかと思うと、彼のことが気になり始めた。

　それは、部屋を移動して来島先生から説明を受けている間も続いていて、頭をチラチラと真斗さんがかすめる。

「真斗さん、大丈夫ですかね……？」

　ポツリとつぶやくと、向かいで書類を確認していた来島先生の手が止まった。

　六畳ほどの小部屋は、ふたり掛けの黒色の革張りソファが向き合う形で置かれていて、その間にガラスのローテーブルがある。

「どういうこと？　真斗が大丈夫かって？」

　書類をテーブルに置いた先生が、訝しげに見ている。そんな彼に、私はおずおずと答えた。

「さっき、真斗さんが声をかけられたのって、私に用事があったんじゃないかなって思ったんですけど……。六法全書を見られていたし。資料作成かなって、気になってしまって」

　やっぱり、あのとき真斗さんに聞くべきだったかも。来島先生の用事が終わってからでも手伝うことはできたから。

　後悔が押し寄せていると、先生は深いため息をついた。

「大丈夫だよ。子供じゃないんだし。それに真斗は学生の頃から、ひとりでなんでもテキパキこなすタイプだったから」

「えっ？　先生たちは、同じ大学だったんですか？　てっきり、司法修習が同じなだけだと思っていました」

　すると、来島先生は小さく首を横に振った。

「あれ？　言ってなかったか。オレたちは、大学も一緒だったんだよ。といっても、別に友達というほど仲がよかったわけじゃないんだけど」

「そうだったんですか……」

　じゃあ、真斗さんも正真正銘のエリートというわけだ。弁護士という職業柄、有名大学出身でも全然不自然ではないけど、私にはどうひっくり返っても入れる学校ではないから、ため息が出るほど感心してしまう。

「だから、あいつをそんなに気にしなくて大丈夫だよ。だいたい由依子ちゃんは、オレたちの秘書じゃないんだし、手が空いていたら手伝ってくれたらいいんだ。経理の仕事だったり電話応対だったり、出張の手配だったりと忙しいんだからさ」

「はい。ありがとうございます」

　弁護士の先生に気を遣ってもらうのは申し訳ないけど、先生の優しさは素直に受け取ろう。

「じゃあ、こっちの仕事に集中。オレは、由依子ちゃんを頼りにしてるんだからさ」

「はい」

　真斗さんのことは気になりつつも、今は来島先生のアシストに集中しようと気持ちを切り替えた。










急接近




　来島先生のアシストから通常業務に戻り、すべての仕事が終わったのは十九時だった。

　弁護士の先生たちは、クライアントの訪問や裁判資料の作成などで終わる時間はまちまち。来島先生はあれから裁判所へ行って直帰の予定で、真斗さんも外出中だ。

　事務所にはふたりの先生が残っているだけで、その先生たちに挨拶をすると、耶恵さんと事務所を出た。

「お疲れ様でした、耶恵さん」

「お疲れ様、由依子ちゃん。真斗先生のアシスタント、がんばってね」

　帰る方向が反対の耶恵さんとは、出てすぐにお別れする。これから恋人の家へ行く彼女は、足取りが軽やかでうらやましい。

　七月初めの十九時は、まだ空に明るさが残っている。このまま帰るのが物足りなく感じて、つい足取りもゆっくりになる。

「それにしても、真斗さん本当に大丈夫だったかなぁ……」

　どうしても昼間の姿が気になってしまい、気もそぞろで歩き始めると、真斗さんの声が背後から聞こえてきた。

「なにか、心配してくれてるの？」

「真斗さん!?」

　驚いて振り向くと、ちょっとからかうような含みのある笑顔を浮かべる彼がいた。

「聞こえたんだよ。由依子ちゃんの独り言って、意外と大きいんだよな。こんなに近づいても、全然気がつかないし」

　そう言われて、恥ずかしさで肩をすくめる。

「そうですか……？　自覚してなかったです。真斗さんは今から事務所に戻られるんですか？」

　照れくさいから、話をそらしてしまおう。

「いや、今日はもう終わりにしようと思って。明日は、裁判資料の作成に集中する予定にしてるから、骨休め」

　苦笑いの真斗さんが歩き出したのにつられて、私も隣を歩く。帰る方向は違うはずだから、どこかで別れるだろうと思っていたら、彼は駐車場に入っていった。

「あ、真斗さんは車なんですね。じゃあ、ここで失礼します。それと……昼間に真斗さんが声をかけられたとき、もしかして、なにか用事があったんじゃないかなって、気になっていたんですけど……」

　明日、資料作成の量が多いなら、今度こそは手伝いたい。

　そう思って聞くと、真斗さんは嬉しそうに表情を緩めた。

「気にしてくれて、ありがとう。昼間は、本当にただ声をかけただけ。それより由依子ちゃん、もし用事がないなら、これから一緒にご飯でも食べに行かないか？」

「え？　ご飯ですか？」

「そう。車で来てるから、どこでも行ける。どうかな？」

　そう言って真斗さんは、一台の高級車の側まで歩いて立ち止まった。それは、有名な国内メーカーのもので、白いスポーツカータイプだ。

「由依子ちゃん、用事ある？」

　車の横に立つ真斗さんは、もう一度そう聞いた。

　少し積極的な誘いに戸惑いつつも、返事をせざるを得ない。

「いえ、特に用事はないですが……。私とふたりでってことですよね？」

　確認するように問いかけると、真斗さんは小さく笑った。

「当たり前。迷惑なら、諦めるけど」

　適当に用事があると言って、断ることだってできるはずなのに、昨夜のそれなりに楽しかった時間を思い出し、小さく首を横に振っていた。

「いえ、誘っていただいて嬉しいです。真斗さんとは、これからお仕事でお世話になるので……」

　ただ、なぜだかとても緊張するのは、今日が昨日のような偶然じゃなくて、真斗さんが望んで一緒にいようとしているからだと思う。

　ご飯を食べに行くことを受け入れたのはいいけど、立ちすくんだままの私に彼は手招きをした。

「よかった。じゃあ、車に乗って。どこへでも、連れて行くから」

「はい……」

　緊張しながら、ゆっくりと真斗さんの車へ向かう。

「どうぞ」

　すると、助手席のドアを開けた彼が、優しく私の背を押した。エスコートされることに慣れていない私は、それだけでドキドキする。突然誘われた意味が分からなくて、緊張しているせいもある。

　促されるまま乗り込むと、座席が柔らかくて心地よさを感じた。

　運転席に座った真斗さんは、早々にエンジンをかけている。

　それにしても、さすが高級車だけあって中はゆったりとスペースに余裕があり、この黒色の座席は多分革だと思う。さらに、品のある甘くもどこかスパイシーな香りが車内に漂っていて、真斗さんの大人の色気を感じていた。

「由依子ちゃん、なにか食べたいものある？」

「えっ??　そ、そうですね。なんでもいいんですが……」

　こういうとき、スマートに答えられたらいいのに、勇一といたときも友達といるときも、決めてもらう側なのが情けない。

　そわそわと落ち着かなくて車内を見回していると、その様子が伝わったのか、真斗さんはクスクスと笑いながら、オーディオの下にあるタッチパネルのようなものを押した。すると突然、女性の声が聞こえてきて、真斗さんと会話を始めた。

　なに!?　どこから、誰の声が聞こえるの!?

　そもそも、なんで人の声が聞こえるのか驚きで唖然としていると、やりとりから真斗さんがお店を聞いているのが分かった。数分して話し終えた彼が私のほうを向き、ニコリと笑う。

「オレのお勧めのフレンチの店に案内するよ。予約ができたから」

　そう言ってアクセルを踏むと、軽快に車を走らせ始めた。

「あの……。今なにをされていたんですか？」

『予約ができたから』なんてあっさり言っていたけど、車のタッチパネルで……？

　まるでついていけていない私にチラッと目を向けた真斗さんが、楽しそうに答えてくれた。

「車にこういうサービスがついてるんだよ。由依子ちゃんは気にしなくていいから、楽しみにしてて。おいしいフレンチなんだ」

「は、はぁ……」

　さすが、エリート弁護士先生の車はなにかが違う。

　すっかり呆気にとられた私は、しばらく放心状態だった。




　それから車で走ること二十分で、フレンチレストランに着いた。

　それは、ヨットハーバーに隣接している南プロヴァンス風の建物で、ウッドデッキからは夜の海が見渡せる。ちょうど、沈み始めのオレンジ色の夕日が広がっていた。

　真斗さんは車を停めると、私に降りるように促す。助手席のドアを開けて降りると、潮の香りと夏の心地よい海風が出迎えてくれた。

「気持ちいい。このお店は知っていたんですけど、来たことはなくて……」

　なにせ、〝超〟がつく高級フレンチレストランとして有名だから。確か、隣のヨットハーバーからは、クルージングにも行けるはず。ロマンチックで夢を見られそうな場所だけど、庶民の私には金銭的にも雰囲気的にも場違いなところだ。

　苦笑いで肩をすくめる私を、真斗さんは優しく背中に手を回し、エスコートしてくれた。

「今夜はオレがご馳走するから。由依子ちゃんと再会した記念」

「えっ？　それは申し訳ないです。ご馳走していただくなんて……」

　確か、一番安いコースでも一万円はすると雑誌で読んだことがある。とても簡単に受け入れるわけにはいかない。

　思わず立ち止まると、彼は穏やかに微笑んだ。

「いいよ。それは気にしなくて。その代わり、今夜も少し付き合って」

「は、はい……。ありがとうございます」

　本当にいいのかな……。

　真斗さんがそわそわと腕時計で時間を気にしている感じだったから、それ以上は遠慮をしなかったけど……。

　申し訳ないと思いつつレストランに向かって歩き出した私の腕を、彼は軽く引っ張った。

「そっちじゃないよ、こっち。せっかくだから、海を見よう」

　肩越しに振り向いた私の手を握った真斗さんは、少し速い歩調で船が停まっているほうへ向かう。てっきり店で食事をすると思っていただけに戸惑いつつ、手を握られてますます緊張してきた。

「真斗さん、予約されていたんじゃないですか？　お店に向かわなくて、大丈夫なんでしょうか……？」

　予約ができたと言っていたはずなのに、海を見ていていいの？　確かに、日が沈みかけた海はキレイだけど……。

　すると、真斗さんはもう片方の手で、船のあるほうを指差した。

「だから、予約したのはクルージングなんだ」

「クルージングですか!?　ダメです！　無理です。こんな格好ですよ……？」

　私はスーツ姿に、ヘアスタイルもいつも通りの日本人形で、クルージングをするような出で立ちではない。フレンチレストランに入るだけでも抵抗があったのに、クルージングなんてもってのほかだ。ただでさえ地味な私が、真斗さんのような華のある男前な人と一緒にいるだけでも萎縮してしまっているというのに……。

「こんな格好って？　別に、おかしい格好はしていないと思うけどな」

　首をかしげる彼は、本当に意味が分かっていないようだったので、私は思い切って言ってみた。

「地味すぎませんか？　いくらなんでも、クルージングって格好じゃないと思うんですけど……」

　真斗さんは、あまり女性の格好を気にしないタイプなのかもしれない。こんな私を連れて、笑われるのは真斗さんのほうなのに……。

　すると、彼は私の頭を優しくポンポンと叩いた。

「昨夜も言ったと思うけど。由依子ちゃんはかわいいって。スーツはきちんとした格好だろ？　おかしくなんかないよ」

　頭に触られただけなのに、意識してしまい顔が熱くなる。

　恥ずかしさをなんとか隠して、真斗さんに手を引かれるまま、ヨットハーバーまで行った。

　そこには、四十代前半らしき爽やかな男性がいて、私たちを感じよく出迎えてくれた。胸にかけてある名札で、その人がクルーザーのスタッフだと分かる。

　真斗さんが名前を告げると、にこやかに案内してくれた。その先には小型のクルーザーがあり、真斗さんは手をつないだまま船内へ連れて行ってくれる。

「中は十人が余裕で使えるくらい広いんだよ。あとで外にも出てみような。貸し切りだから、気兼ねなく過ごせるし」

「はい……」

　勢いのままついてきてしまったけど、真斗さんの慣れた感じに戸惑う自分がいる。今までも、もしかしたら誰かと来たことがあるのかもしれないし、軽い気持ちで誘ってくれているのだと思う。

　だけど私には、この場所も真斗さんもきらびやかすぎて、夢を見てしまいそうになるから、浮かれないように気持ちを抑えていた。

　彼と一緒に数段階段を降りると、シャンデリアが照らす部屋へ着いた。

「すごい……。クルーザーって、こんなに立派なんですね」

　ゆったりとした茶色の柔らかいソファや、テーブルを飾っている花やキャンドルの美しさにため息が出る。

「まだまだ立派な船はあるけどね。これは小さいタイプなんだ」

　真斗さんはそう言いながら、私をソファに座らせた。すると、奥から見計らったように、シェフのような格好をした女性が、前菜とスープを持ってきてくれた。

「奥には簡単なキッチンがあるから、でき立ての料理が出てくるんだ。オレは車だからアルコールが飲めないけど、由依子ちゃんは気にせず飲んで」

　そう言いながら真斗さんは、テーブルに置かれているシャンパンのボトルを取ろうとした。その彼の手を制して、私は首を横に振る。

「私もやめておきます。今夜はシラフで、真斗さんと過ごしたいので」

　苦笑いを向ける私に、真斗さんも小さく笑いながら「そうだな。昨夜しっかり飲んだしな」と言っていたけど、本当はそうじゃない。

　最初は誘われてドキドキしたものの、ここへきて気分は落ち込みに変わった。

　真斗さんって、もしかして手が早いタイプなのかもしれない……。そんなふうに考えてしまって、お酒なんて飲む気分になれない。

　だって、いきなり誘ってきた場所がクルーザーで、しかも慣れているみたいなんだもの。誰にでも同じことをしているのかもしれない。

　今夜、彼が誘ってくれた意味はなんだったのだろうと、考えれば考えるほど、真斗さんという人を疑いそうになっていた。




「ねえ、由依子ちゃん。秀一とは仲がいいの？　けっこう気さくに話してたけど」

　メイン料理の温かいお肉を堪能し終えてデザートが運ばれてきたとき、ふと真斗さんがそう言った。

　それまでは料理の内容や仕事の業務など、とりとめのない会話ばかりだったから、来島先生とのことを突然聞かれて一瞬戸惑う。『仲がいいの？』は、どこまでの意味で聞いているんだろう。

「そうですね……。アシスタントをさせてもらっていて、仕事を教えてくれたのは来島先生ですから。いろいろ話はします」

　だから、仲がいいとは少し違う気もするけど……。この説明で、真斗さんが分かってくれるといい。

「なるほどなぁ……。なあ、ちょっと上に行ってみないか？　夜の海ってのも雰囲気あるから」

「は、はい……」

　脈絡もなく聞いてきた割には、さらりと流されて、ちょっと拍子抜けだ。

　デザートを食べ終わってデッキに出ると、船は海の上をゆっくりと進んでいた。クルーザーには、オレンジ色の電飾が施されていて明るい。沖に目を向けると真っ暗だけど、陸地に向かうほうはネオンの明かりも手伝って、ロマンチックな夜の海が堪能できた。

「本当に海の上は気持ちいいですね。風も涼しい」

　隣に立つ真斗さんに声をかけると、彼はニコリと微笑んだ。

「だろ？　特に春から夏は快適なんだよ。由依子ちゃんが気に入ってくれたみたいでよかった」

　そう言われても素直に喜べないのは、女性を誘い慣れている印象を端々に感じるから。

　適当に笑顔を返しながら、視線を海に戻すと、つぶやくように真斗さんが言った。

「由依子ちゃんのこと、今度はオレにもいろいろ話してくれる？」

「えっ？」

　思わず彼の顔を見ると、真斗さんは真顔で私を見下ろしていた。そんな姿に戸惑いつつ、思いつくまま口に出してみた。

「真斗さんには、昨夜元カレの話をしましたし……。初対面で、けっこう話しちゃったなって思ったんですけど」

　正直に答えると、真斗さんは口を軽くへの字口にして首を横に振った。どうやら、少し不満があるみたいだ。

「もっと、いろんなことを。秀一だけじゃなくて、オレにも少しずつでいいから、心を開いてほしい」

　心を開くだなんて、そんな大げさなものじゃないのに。

　ますます戸惑いを覚えながら、おずおず言葉を返した。

「真斗さん……。嬉しいですけど、どうして私にそこまで言ってくれるんですか？」

　心を開くということは、それだけ距離が近づくということだけど、本当に真斗さんはそれを望んでいるのか分からない。

　その疑問に、彼は真しん摯しに答えてくれた。

「それは、オレが由依子ちゃんをもっと知りたいから。あの夜……」

「あの夜？」

　突然、言葉を詰まらせた真斗さんは、少し恥ずかしそうに唇を噛んでいる。顔も少し赤くなっているし、どうしたんだろう。

　そう思って次の言葉を待っていると、真斗さんがぎこちない笑顔で言った。

「由依子ちゃんに一目惚れしたから……」

「えっ!?」

　一目惚れ？

　確かにそう言っていたけど、聞き間違いじゃないかと耳を疑ってしまう。

　私は驚いて素直に受け取れなかった。

「あの……。とても信じられないんですけど……。真斗さんには、もっと素敵な大人の女性のほうがお似合いな気がします」

　動揺を隠せない私に、真斗さんはムッとしたように眉間にシワを寄せた。

「それはどういう意味だよ。オレが由依子ちゃんを好きになっちゃ、おかしいってことか？」

「いえ、そういうつもりじゃなかったんですけど……。このクルージングだって慣れた感じでしたし、今までも来られたことがあるんですよね？　だから、こういう場所に似合う女性がいいんじゃないかなって思って」

　なんで、私が怒られているんだろうと、不思議な気持ちになりながら、あたふたと言い訳をする。

　だいたい、私なんてとりたてて美人でも才能があるわけでもないのに……。

　真斗さんの一目惚れという言葉を間に受けるほど、自分に自信はない。

　すると、彼はムッとしたまま答えてくれた。

「クルージングは、親父の趣味なんだ。だから、家族で楽しんだことは何度もある。だけど、女性を連れてきたのは、由依子ちゃんが初めてだ」

「そうなんですか？　でも、確か真斗さんは、彼女さんがいらしたはず……。その方とも来なかったんですか？」

「ああ。彼女は、海がそもそも嫌いだったから」

　なるほど……。これだけ露骨に不快感を表すくらいだから、本当に私が初めて誘われた女性なんだとは思う。だけど……。

「私のどこに一目惚れしたんですか……？」

　それが、最大の疑問だ。私のどこが、真斗さんのようなエリート弁護士に好かれたんだろう。

「どこって、由依子ちゃんの癒されるオーラと、女の子らしくて頼りなさそうに見えなくもないのに、ひとりでバーに来るギャップに興味をそそられたんだ」

　恥ずかしそうな真斗さんは、それだけ言うと視線をそらした。

　私から見たら、すべてが完璧に見える人なのに、こんな恥ずかしそうに気持ちを伝えてくれる。

　私のほうこそ真斗さんのギャップに、心を揺さぶられていた。










ダブル告白




　その後は、まるで恥ずかしさをごまかすような真斗さんに連れられて船室に戻った。だけど、ちょっと気まずい雰囲気に、お互い話ができないままクルージングの時間は終わりを迎え、気を遣ってくれた真斗さんが家まで送ってくれた。

　それはありがたいのだけど、築三十年以上経つ私のアパートを見られるのは少し恥ずかしい。真斗さんもひとり暮らしをしているらしいけど、きっと高級マンションだと思うからだ。

　それに比べるとここは、三階建てで計十二戸の部屋があるだけの小さな建物。私はその三階に住んでいる。もちろん、エレベーターはついていないし、鉄扉の重い玄関のドアノブは、丸い形のシャレっけのないものだった。

　アパートに着いて車を降りた私たちは、一階入口の階段付近で立ち止まった。

「今夜は、本当にありがとうございました。改めて、明日からよろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げると、真斗さんは苦笑いをした。

「こちらこそ、よろしく。それと、ごめん。突然一目惚れしたなんて言って、驚いたよな」

「いえ、謝らないでください。確かにビックリしましたが、真斗さんにそう思ってもらえるなんて光栄ですから。それにクルージングなんて初めてでしたから、とっても楽しかったです」

　笑顔がぎこちなくなる私に、真斗さんは困ったように眉を下げた。

「光栄だなんて、他人行儀な言い方はしないでほしい。オレが由依子ちゃんを好きなことには変わりないから、前向きに考えてくれないかな？」

「前向きに……ですか？」

　なにを言おうとしているのか分からずキョトンとする私に、真斗さんは一呼吸おいて言った。

「そう。オレ、由依子ちゃんと付き合いたいって思ってるから。それを頭の片隅にでも、置いておいてほしい」

「私と……？」

　そこまで踏み込んだことを言われるなんて思ってもみなかったから、呆気にとられて言葉が続かない。

　真斗さんは頷いて「おやすみ」と言うと、小さく手を振った。

　私も小さな声で挨拶を返し、階段を駆け上がる。

　ドキドキする気持ちを抑えるのに精いっぱいで、混乱する頭を整理できなかった。




「本当にドキドキした……」

　部屋に入り、玄関のドアを閉めると、思わず胸を押さえる。

　最後に真斗さんに言われた『付き合いたい』の言葉が、頭の中をぐるぐる回っていた。

　靴を脱いで部屋の奥へ入ると、ベッドに座る。

「前向きに考えてほしいって……いつかは返事をしろってこと？」

　胸のドキドキがおさまらない。

　私が住んでいる１Ｋの部屋には、ベッドとベージュの座卓、それにテレビがあるだけ。いつもなら、テレビをつけて冷蔵庫から缶ビールを取り出すところだけど、今夜はそれよりも先にすべきことがあった。

「夏帆に、コンパのことを謝ろうと思っていたのよね……」

　まだ二十二時だし、電話をしても大丈夫なはず。

　動揺はおさまらないけど、ひとまずスマホを取り出して、彼女に電話をした。

《やだ、由依子ってば、そんなこと気にしてたの？　こっちこそ、勇一くんを思い出させることしちゃって、悪かったなって思ってたのに》

　三コールで電話に出た夏帆は、昨夜の態度の悪さを謝った私に、笑いながら言った。彼女は彼女なりに、私を無理やりコンパに誘ったことを申し訳なく思っていたらしい。そんなふうに気を遣わせたことを申し訳なく思いつつ、怒っていなかったことにホッとした。

《そうそう、タケシくんっていたでしょ？　彼ね、由依子が帰る間際に、失礼なこと言ったって後悔してたんだ。由依子にも聞こえた？》

「あ、うん。彼氏なんてできないとかってやつよね……？」

　私に声をかけてきたあの彼は、タケシくんていうのか。やっぱり、名前にまったく記憶がないくらいに、あのコンパには集中できていなかった。

《そう。なんかね、タケシくんて最初から、由依子狙いだったみたいなの。それなのに、さっさと帰っちゃうから、恨みごとを言っちゃったんだって》

　最初から狙ってた？

「ほ、本当なの？　全然信じられないんだけど」

　思いがけない言葉に、動揺で声がうわずる。

　ただでさえ、真斗さんの告白で混乱したままだというのに、あの彼が私を狙っていただなんて驚きに輪がかかる。

《本当、本当。由依子って、妙に安心感があるのよね。誠実そうというか、純粋そうというか。今じゃ少なくなった大和やまと撫なでし子こタイプ？》

　そんなふうに言われると気恥ずかしいけれど、真斗さんも私に癒しを感じると言っていたっけ。自分がそんなオーラを放っているなんて、やっぱり全然分からない。

「大和撫子タイプなんかじゃないって……。それより、タケシくんには悪かったって思う。ただ、やっぱり恋愛対象にはなれなかったと思うな」

《そうよね。かなり勇一くんに似たタイプだものね。彼のことは気にしないで。由依子は悪くないから。それより、弁護士事務所でいい人はいないの？》

　突然話が変わって、思わず「えっ!?」と声を上げた。

　それは、あまりにタイムリーな話題で一瞬言葉に迷ったけれど、真斗さんのことは言えなかった。ただ告白されただけだし、それすらもいまだ受け止めきれていないのだから。

「まさか、弁護士の先生だらけの場所だもん。恋愛なんて、無理無理」

　慌てて否定すると、夏帆の口調が不満げに変わった。

《なんで無理なの？　そんなの分かんないじゃん。それともみんな、ガリ勉タイプでお断りって感じ？》

「そ、それは……。そんなことはないけど……」

　だからって、真斗さんの話をするのはどうしても恥ずかしい。

　夏帆とはめったに会うわけじゃないし、ましてや真斗さんと彼女が会うことだってまずない。だから、話すことに不都合があるわけじゃないけど、彼を思い出すだけで胸がドキドキして調子が狂いそうになる。

　そんな思いから、つい口から出たのは〝来島先生〟。知的でルックスも学歴も抜群、さらに性格も優しいと気がつけばまくし立てていた。

《へぇ。そんな素敵な弁護士さんが側にいるんだ？　フリーなら由依子が狙っちゃえば？》

　からかい気味の夏帆に、私は動揺しながら否定した。

「だから、雲の上の人だから無理よ。弁護士先生と、私が釣り合うと思う？」

《そんなの分からないわよ。由依子にその気がなくても、弁護士さんのほうが好きになるってことあるかもね》

　だんだん楽しそうに調子を上げてきた夏帆は、そんなことを言い出して返事に困ってしまった。

　真斗さんからの告白は、私にはリアルに感じられないものだったけど、あり得ない話じゃないのか……。それを考えさせられて、夏帆の言葉にも「うーん……」と気のない返事をしてしまった。

　夏帆は、来島先生の話が聞けただけでも満足だったのか《また先生のこと教えてね》と嬉しそうに言って電話を切った。

　彼女との電話の後も、真斗さんのことが頭を駆けめぐる。

　私には、手の届かない人だと思っていたのに、そうじゃないってこと？　それなら、付き合いたいと言われたことを、真剣に考えないといけないのかもしれない……。

　告白されたときは、私なんて釣り合わないから絶対に無理だと思ったけど……。

　そう考えるとますます、気持ちが落ち着かなくなってきた。
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　私の出勤時間は九時。いつも通りに事務所へ入ると、真斗さんと来島先生しかいなかった。デスクにいたふたりが同じタイミングで振り向き、真斗さんとバッチリ目が合って、ドキッとしてしまう。

「おはようございます……。あの、耶恵さんは、お休みですか？」

　いつもならもう来ているはずの彼女の姿がない。不思議に思いながら、真斗さんではなく来島先生に声をかけると、彼は書類を整理していた手を止めて私を見上げた。

「朝から、内野先生に同行して裁判所に行ってるんだよ。他の先生たちも、クライアントと約束とかで、出社してるのはオレたち三人だけ」

「三人……ですか？」

　それは、かなり緊張する。せめて来島先生には、ここにいてもらわないと、あんな告白をされた後なだけに、真斗さんと顔を合わせづらい。

　来島先生のデスクの前で一瞬ボーッとしていると、背後から真斗さんの声が聞こえた。

「由依子ちゃん、ちょっと手伝ってくれる？」

「は、はい」

　反射的に振り向くと、真斗さんがデスクの上の資料を指差している。

　そういえば昨日、資料作成をするって言っていたっけ。

　裁判資料は、事務員の私レベルではまるまる作成はできないけど、それに必要な資料を用意したり、指示のある箇所を作ることくらいはできる。

　来島先生は、真斗さんならひとりでもできると言っていたけど、だからって本当になにもしないわけにはいかない。

　真斗さんのデスクへ駆け寄ると、彼は口角を上げて笑顔を向けた。

「手伝ってくれる？　これ、今週中には完成させて、クライアントに送らないといけなくてさ」

「あ、はい。もちろんです。なにか、用意するものはありますか？」

　真斗さんからテキパキと指示をされ、作成用の資料などを用意すると、彼の隣に椅子を並べる。

　ふたりで並んで、さらに本だの資料だのを並べても不都合がないくらい、先生たちのデスクは広い。それでも、隣に真斗さんがいると思うと、昨日の今日だけに緊張してしまう。

　だけど来島先生もいることだし、なにより今は仕事中なんだから、余計なことは考えないでいよう。

　ひとまず、なにをしたらいいか聞こうとしたとき、「由依子ちゃん、オレ昼までクライアント先に出かけてくるから」と来島先生が声をかけてきて、一瞬固まった。

「来島先生、外出されるんですか……？」

　そうなると、真斗さんとふたりきりなってしまう。

　緊張が一気に高まり、不安が顔に出ていることを自覚しながら来島先生を見上げる。すると彼は、フッと笑みをこぼして言った。

「ああ。でも十二時前には帰れるから、その後に一緒にランチでも行かないか？」

「は、はい。ぜひ」

　真斗さんとふたりきり、という状況にいたたまれず、私は二つ返事で応じていた。来島先生が足早に事務所を出ていくと、しんと静まりかえる部屋に、私と真斗さんだけになった。そう思うと、とにかく緊張して仕方ない。

「由依子ちゃん、やっぱり秀一には心を開いてるよな？　なんか、オレにはよそよそしい気がする」

　ふと聞こえた真斗さんの恨み節に、バツが悪く感じながら顔を向けると、彼はふてくされたかのように口をへの字に曲げている。

「そ、そういうわけじゃないんですけど……」

　露骨に避けたと思われたに違いない。

　決して間違っていないだけに、強く否定できないでいると、真斗さんは恨めしそうに私を見ている。

「オレとここでふたりになるより、秀一とふたりのほうがいい？」

「えっ？」

　その質問に、私は言葉が出なかった。

　真斗さんとふたりでいるのが嫌なわけじゃない。ただ、彼の気持ちを知ってしまったから緊張するだけ。

　それに気付いたけど、口にすることが恥ずかしくて視線を書類に向けた。

「なにから、始めたらいいですか？」

　答えをはぐらかすように言うと、真斗さんは眉間のシワを深くした。

「望みがないなら、はっきり言ってほしい。由依子ちゃんは、秀一が好きなの？」

「えっ!?　いえ、違います。そんなんじゃ、ないんです……」

　強い口調にすっかり戸惑ってしまい、しどろもどろで答える。

　来島先生をどうこう思っているわけじゃなくて、真斗さんとふたりでいるのが、恥ずかしくていたたまれないだけなのに……。

　すっかり小さくなった私に、彼は表情を緩めたかと思うと、気まずそうに伏し目がちになった。

「ごめん。困らせるつもりじゃなかったんだ。どうしても性格的に、白黒はっきりつけたくて……。本当、ごめん」

　しょんぼりと肩を落として自信がなさそうなのは真斗さんのほうで、その姿に呆気にとられる。

　出会ってまだ三日目だけど、これまでは大人の余裕しか感じられなかったから、意外な一面を垣間見せられて驚いてしまった。

　だけどそれが私にとっては、彼を少し身近に感じさせるものになった。

「私のほうこそ、すみません……。真斗さんが嫌なわけでも、来島先生を好きなわけでもないんです」

　だからか、ようやく今の気持ちを少しでも、口にすることができた。すると、そんな私に真斗さんは視線を上げた。

「ありがとう。由依子ちゃんに気を遣わせて、本当情けないよな」

　小さく笑う彼は、資料を整えながら気持ちを切り替えているようだった。そして、私を見据えると言った。

「たとえ、由依子ちゃんが誰を好きでも好きじゃなくても、オレは諦めないって決めてるから。まだ、君に対して告白以外なにもしてない」

「真斗さん……」

　そのセリフに、胸が高鳴らないわけがなくて、今こうしてふたりきりでいる時間を意識してしまっていた。

　だけど、そんな私とは違い、すぐに真斗さんは〝仕事モード〟に切り替わって、資料作りに必要な六法全書のコピーを頼んでくる。さらに、外出してきた先生たちが戻ってきて、あっけなくふたりの時間は終わってしまった。

　私は、真斗さんの言葉をずっと意識していたけど、彼のほうはいたって普通で、そこに少し拍子抜けだ。私を見る目も話し方も、すっかり〝業務的な〟あっさりとしたものに変わっていた。




　資料作成は昼前には終わり、真斗さんは「ありがとう、由依子ちゃん。手伝ってくれたおかげで、思っていたより早く終わったよ」と愛想よく言って外出してしまった。

　そして、入れ違いに来島先生が帰ってきて、約束通りにランチへ向かった。

　私たちが行ったのは、事務所から徒歩五分程度の場所にあるカフェで、オムレツやパスタといった洋食のランチプレートが人気だ。店内には二十席ほどのテーブル席があり、周辺にある会社のビジネスマンと、主婦のグループがちらほらいるだけだった。

　通りが見渡せる窓際のテーブルで、向かいに座る来島先生が話しかけてきた。

「由依子ちゃん、なんだか心ここにあらずって感じだね」

「えっ!?　そ、そうですか？」

　我に返って来島先生を見ると、彼は苦笑いをしている。注文したランチを待つ間、ついボーッとしていたことに気付いたけど、バツが悪くてトボけてしまった。

「うん。ずっと、通りばかり眺めているじゃないか。そうやって遠くを見るときって、だいたい違うことを考えてる……と思うんだけどどう？」

　さすが、来島先生も観察力が鋭い。

　ずばり言い当てられてしまい、答えるに答えられなかった。先生の指摘は間違いないのだけど、それを認めてしまうのは失礼だろう。せっかくランチに誘ってくれたのに、結局頭の中は真斗さんでいっぱいになっているなんて……。

　ふたりきりのときと、仕事モードの真斗さんがあまりに違いすぎて、告白も夢を見ていたんじゃないかと勘違いしそうになる。

　といっても、仕事に私情を挟まないのは当たり前なんだけど……。

　相手が弁護士先生という雲の上の人だから、余計にそう思ってしまうのかもしれない。

「もしかして、真斗となにかあった？」

「ええっ!?　な、なんでそんなことを聞くんですか？」

　さっそく核心を突かれて動揺した私は、不自然なくらい言葉に詰まった。

　すると、先生は「やっぱりか……」とつぶやき、深いため息をついている。

「来島先生？」

　肯定したつもりはないのに、先生の中では結論づけられているうえに、ため息までつかれて、私は少し戸惑いを覚えた。

「偶然出会って再会して、それだけの割には、真斗も由依子ちゃんもお互い意識し合ってるもんな。怪しいって、昨日から思ってたんだけど」

「昨日から……ですか？　私たち、そんなに怪しかったですか？」

　さすが、来島先生にはお見通しらしい。

　ごまかしは通用しないと分かっていながらも、真斗さんを意識していると思われるのが恥ずかしくて素直になれなかった。

　だって、告白されるということ自体が、身の丈に合ってない気がするから。

「オレと由依子ちゃんが話してると、あいつが邪魔してくるし、由依子ちゃんは真斗を見て露骨に視線をそらすし。中学生レベルに分かりやすい」

　きっぱりと言い切られてしまい、返す言葉もない。

　すっかり気圧された私を、来島先生はまっすぐ見つめた。

「どうしてそこまで、オレが気がついたか分かる？」

　その質問に私はおずおずと答えた。

「中学生レベルだからですよね……？」

　もしかしたら、仕事に私情を挟むなと叱られるかもしれない。来島先生は人一倍仕事熱心だし、仕事にプライベートを持ち込まれるのが不愉快なのかも。私から見たら真斗さんは気持ちの切り替えが上手だけど、来島先生にはそう映っていないみたい。

　叱られるのが怖いというより、ここまで仕事で支えてくれた来島先生を、がっかりさせたことが情けなかった。

　厳しいことを言われるのを覚悟して待っていると、彼はゆっくり首を横に振った。

「違う。オレが由依子ちゃんを好きだから」

「えっ……？　私を好き……？」

　思いがけない言葉に、しばらく絶句してしまった。

　来島先生までもが、私を好き……？

　昨日から、タケシくんが狙っていただの、真斗さんから一目惚れされただの聞いて、さらに来島先生までもが私を好きって……。

　頭の中は混乱して、整理することができない。今までの人生の中で、こんなに一度に誰かから想われたことなんてなかったからだ。

　すると、来島先生は少し恥ずかしそうに、はにかんだ笑顔を向けた。

「ビックリしたろ？　その様子じゃ、まったく気付いてもないって感じだもんな。オレは、一緒に仕事をするようになってすぐ、由依子ちゃんを好きになったんだけどな」

「そうだったんですか……？　すみません、全然気がつかなくて。でも、どうして私を……？」

　戸惑いながら聞くと、先生は真面目に答えてくれた。

「安心するから……かな。由依子ちゃんて、周りに気を遣えるし、飾らない性格だろ？　弁護士なんて、華やかに見えるかもしれないけど、けっこう神経が擦り減ってるんだ。そんなとき、由依子ちゃんを見ると癒される」

「癒される……？」

　今まで、自分にそんな雰囲気があるなんて思ってもみなかった。

　だって、三年も一緒にいた勇一でさえ言ってくれたことがなかったから……。

　だけど、昨夜夏帆にもそう言われたばかりだったから、来島先生の言葉を少しは素直に受け止められた。もちろん、真斗さんについでエリート弁護士先生に告白されて、戸惑うほうが大きいけど……。

「そうだよ、癒される。真斗も由依子ちゃんと親しくなりたいみたいだし、もしかしたら、もうなにか言われてるのかもしれないけど……。オレと付き合ってくれることを、考えてくれないか？」

　二日連続で告白されたのは自分史上初めてで、この状況をすんなり受け入れるには頭の中が混乱しすぎていて、曖昧に「はい……」と返事をすることしかできなかった。

　だって拒否する理由も見当たらないし、さすがに即答で拒めないから……。

　ただ、真斗さんの告白とまるで〝両天秤〟にかけたみたいで、良心がズキズキ痛む。それは、真斗さんと来島先生のどっちに悪いと思ってるんだろう……。

　そんなことを考え始めてしまって、その後のランチはおいしさなんて分からなかった。










美人検事




　真斗さんと来島先生に『付き合うことを考えてほしい』と言われてから一週間。多忙なふたりとは業務以外では話す機会もなく、やっぱり告白は夢だったのかもしれないと思ってしまっていた。

　真斗さんからは、初めて出会った日に連絡先を聞いていたけど、メールも電話もしていない。気になってはいたものの、いったいなにを話題にしていいのか分からず、なにもできずにいた。彼は、私のメアドも電話番号も知らないのだから、こちらから連絡を取らなければ、プライベートで接する機会なんてない。

　来島先生にいたっては、知っているのは仕事用の携帯番号だけ。もちろん、プライベートでは使わないから、仕事以外で連絡を取ることはなかった。

　ふたりのどちらとも距離が一向に縮まらないままで、告白の返事なんてできるわけがなかった。

　そして金曜日。仕事が終わり、デスクの片付けをしていると、真斗さんが小さな声で話しかけてきた。

「由依子ちゃん、今夜予定がないなら、ふたりで飲みに行かないか？」

「えっ……？」

　突然の誘いに動揺しつつも、ときめきを感じてしまう。

　特に予定のなかった私は、小さく頷いていた。

「じゃあ、駐車場で待ってる」

　手短にそう言うと、真斗さんは早々と事務所を出ていく。その後ろ姿を見ながら、胸がキュンとするのが分かった。

　私たちの事務所では、先生同士が飲みに行くときに、私や耶恵さんが誘われることもあるから、先生と飲むこと自体は珍しくない。でも、相手が真斗さんということと、ふたりきりということで過剰に意識してしまっていた。

　耶恵さんは一足先に帰っていて、今は来島先生と、もうひとり先生がいるだけ。私も急いで帰り支度を終えると、足早にドアへ向かった。

　その途中、来島先生の側を通ったけど、まともに先生を見ることができず、「お疲れ様でした」と挨拶するのが精いっぱい。これから、真斗さんとふたりきりで会うことをどこか後ろめたく思う自分がいた。

　来島先生のことは尊敬しているし、告白も嬉しかったけど、恋愛の〝好き〟とは違う気がしていた。それは真斗さんに対しても同じだと思うのに、どうして真斗さんに会うと思うと、こんなにドキドキしてしまっているんだろう。




「お疲れ、由依子ちゃん」

　先に駐車場に着いていた真斗さんは、私を見つけると笑顔を浮かべて助手席のドアを開けてくれた。

「真斗さん、お疲れ様です。こんなに大胆でいいんですか？　もしかしたら、他の先生に見られるかも……」

　助手席に乗り込みながら、思わず事務所のほうに目をやる。戻ってきた先生と鉢合わせにならないとも限らない。

　すると、運転席に座った真斗さんが、苦笑いをした。

「オレは、別に見られてもいいんだけど。由依子ちゃんは、嫌だった？」

「えっ？　そ、そんなことはないです。ただ、さっき真斗さんってば、かなり小声で話されていたので、周りに知られたくないんじゃないかなって思って……」

　緊張はしているけど、嫌だなんて思っていない。

　誤解されたくなくて慌てて否定すると、真斗さんはエンジンをかけながら、少しいたずらっ子のように言った。

「他の先生に邪魔されたくなかったから。特に秀一には」

「え……？」

　ドキドキする気持ちが加速していくのを感じながら、真斗さんに目が釘付けになる。

　その彼はハンドルを持ち、まっすぐ前を見据えている。でも、その表情が笑顔だということは、口角が上がっているから分かった。

「だってオレ、由依子ちゃんとふたりきりがいいから。秀一も、由依子ちゃんに好意を持っている気がするんだ。だから、邪魔させない」

　その言い方で、来島先生が私に告白をしてきたことは知らないんだと分かった。

　ただ、どこを見てそう感じたのかが謎で、つい聞いてしまっていた。

「どうして、来島先生が私のことを好きかもしれないって思うんですか？」

　当の私は、告白されるまで先生の気持ちにまったく気がつかなかったというのに。

「会話の多さかな？　秀一ってさ、人に興味を持つことのほうが珍しいんだ。由依子ちゃんと業務外の話をしたり、ランチに誘ってる時点で怪しいって思ってる」

「そうなんですか……？　知らなかった。来島先生って、私が事務所に入社したばかりの頃から、気さくだったんですよ……」

　思い返せば、来島先生は初めから他の先生よりも親しみやすかった。でも、それは先生の性格と、私がアシスタントでついているからだと思っていた。

「だから、それが秀一の由依子ちゃんへの精いっぱいのアピールなんだよ。それは分かってるんだけどさ、こればかりは譲れない」

　機嫌よく笑う真斗さんに、私は小さく苦笑いを返すだけだ。

　すると、それまで笑っていた真斗さんが、急に真面目な口調になった。

「それだけ、オレは本気だよ。この一週間、なかなか話す機会もなかったから、今夜は誘おうと思った。由依子ちゃん、本気で考えてくれるだろ？　オレと付き合うこと」

「はい……」

　拒む理由なんてない……って、来島先生のときも思った。だけど、真斗さんに対してはどこか違う。拒めないというより、拒みたくない自分がいた。

　それがなぜかは、よく分からないけど……。




　やっぱり真斗さんといると、来島先生といるときには感じないときめきを感じる。彼独特の柑橘系の香りは車内でも匂っていて、その大人の色気にも緊張する自分がいた。

「ちょっとオレのマンションに寄っていくから」

「真斗さんのマンションですか!?　ど、どうして……？」

　驚きで目を丸くする私に、真斗さんは苦笑いをする。

「車を置いていくだけだから。店はマンションの近くにあるんだ」

「あ、そういうことなんですね……」

　もしかして部屋に誘われるかもと、一瞬でも勘違いした自分が恥ずかしくて、肩をすくめた。

　そんな私に、真斗さんは真面目な口調で言った。

「いつかは由依子ちゃんに、オレの部屋に来てほしいけどな」

「真斗さん……」

　それは、どういうつもりで言ったんだろう。単に遊びに来てほしいっていう意味なのか……って、子供じゃあるまいし、そんなわけないか。

　そう思ったら、返事はできなかった。

　好きなのかどうか、はっきりと気持ちが固まらないけれど、こうやってふたりでいると、真斗さんを意識していることは間違いなかった。




　彼が寄ったマンションは、会社から車で十分ほどの場所だった。

　そこは、新幹線が発着する駅前で、車の往来が激しく、人の行き交う姿も多い。その駅から大通りを挟んだすぐ目の前に、真斗さんの住むマンションはあった。

「ここって、つい三カ月前にできたばかりのタワーマンションですよね？」

　併設する地下駐車場に入り車を停めると、私たちは再び地上へ出た。

　見上げると、最上階は真下からではよく分からないくらいに高い。それもそのはずで、五十階建てのマンションの最上階なんて、ここから眺められるものじゃなかった。

「由依子ちゃん、よく知ってるな」

　思わず立ち止まっていた私の肩を、真斗さんが軽く叩いた。ハッと我に返った私は、自分が夢中で見上げていたことに気付いて苦笑いをする。

「はい。チラシでも見たことありますし、ローカルニュースでも話題になってましたから」

　確か、最上階は中心地の夜景がリビングから百八十度見えると謳うたっていたっけ。バスルームからも夜景が一望できるそうで、イメージ写真で見てため息が出たのを覚えている。

「そうなのか。ここは駅近で便利だったから、一時帰国して購入したんだよ」

　サラッと言った真斗さんは、私の腕を軽く掴み、こっちだよと言うように促す。それにつられて歩き出しながら、私はまたも驚きで彼の横顔を見上げた。

「わざわざ、一時帰国してまで買われたんですか？」

　かなりの高級マンションだから、真斗さんのようなステイタスが高い人にはピッタリだ。

　記憶をたどっていけば、マンション内にフィットネスルームがあったり、コンシェルジュがいたりすると書いてあったような……。自分が住むアパートとは違いすぎてビックリした記憶がある。

　外観はシンプルで、グレーが基調の建物には、余計な飾りは一切ない。それだけに、中がどんな感じなのか妄想が膨らみそうだ。

「仕事上便利だから、駅近にこだわりたくてさ。海外に行く前は賃貸だったし、そろそろ自己所有のマンションを持ってもいいんじゃないかと思ってね」

「そうなんですか……」

　そろそろっていっても真斗さんはまだ三十歳で独身なのに、なんでそう思ったんだろう。マンションができたのは三カ月前だけど、販売はもっと早くからあっただろうし……。

　そうなると、元カノと付き合っていた頃と重なっている。確か真斗さんは、半年前に彼女と別れたって言っていたもの。もしかして、彼女と暮らすことを視野に入れて、マンションを買ったってことも、あり得なくはない。

　そんな想像をしたら、途端に胸がざわつき始めた。

　真斗さんが誰とどんな未来を描いていたとしても、私には関係ない……はずなのに。

「どうかした？　なんだか、足取りが重いけど」

　彼の半歩後ろを歩いていたはずが、気がついたら二、三歩後退している。

　不安げに振り向いた真斗さんに、私は慌てて笑顔を作った。

「いえ、なんでもありません。真斗さんのマンションって、すごいんだなって思ったもので」

　とっさに嘘をつくと、真斗さんはホッとしたように表情を緩めた。

「よかった。気が乗らないのかと思って心配したよ。マンションなら、いつでも招待するから」

「はい。ありがとうございます」

　真斗さんのマンションに行きたいと勘違いされたかも……と思うと恥ずかしいけど、それよりも真斗さんの〝元カノ〟が、急に気になり始めていた。




　真斗さんが連れて行ってくれたのは、マンションから徒歩五分程度の場所にある創作料理の店だった。大通り沿いにあり、白が基調のヨーロピアンな外観。小さなシャンデリアがドアを明るく照らしている。

　店内に入ると、全席ソファのゆったりとした雰囲気で、間切用のカーテンは赤地の大きな花柄がかけられていた。ざっと見渡した感じだと、四人掛けのテーブルが三十ほどある。

「素敵なお店ですね。私、初めて来ました……」

　店の存在は知っていたけど、エントランスから高級な雰囲気が漂っているから、敷居の高さを感じて入ったことがなかった。

「そうなんだ？　それならよかった。ここはオレの行きつけの場所でさ。留学前からよく来てたんだ」

「真斗さんの行きつけのお店ですか……」

　その言葉通りに、二十代くらいの若い女性店員さんが、「お久しぶりですね、真斗さん！」と満面の笑みで迎えてくれた。そんな彼女に応えるように、真斗さんも優しい笑みを浮かべた。

「久しぶり、アヤちゃん。この間、帰国してきたばかりでさ。さっそくここが懐かしくなって来たんだよ」

　上機嫌の真斗さんに、私はなぜだかモヤモヤする気持ちを感じていた。

　そこまでお気に入りの店なら、きっと元カノとだって来たことがあるはず……。そんな場所へ私を連れてくるなんて……。

　悶々と考えていると「由依子ちゃん、行こう」と真斗さんに声をかけられた。ハッと我に返り、彼の後を追うようについていく。

　女性店員さんが案内してくれた席は、ちょうど中央付近だ。周りからはビジネスマンやＯＬさんたちの楽しそうな笑い声が聞こえる。

「それじゃあ、ごゆっくりなさってくださいね」

　真斗さんと私に愛想のいい笑顔を向けた彼女は、忙しそうに他のテーブルにオーダーを取りにいった。

　改めて真斗さんと向かい合って座ると、緊張が増してくる。チラッと目を向けるとバッチリ目が合い、思わずそらしてしまった。

　すると、真斗さんのクスクスと笑う声が聞こえてきた。

「そんなに緊張しないでほしいな。リラックスしてほしくて、ここを選んだんだけど」

「えっ？」

　それはどういう意味だろうと疑問に思った瞬間、「真斗じゃない！　偶然ね」という女性の声がして、自然と振り返っていた。

　そこには、スレンダーな背の高い女性が立っている。黒のロングヘアを後ろでひとつに束ねていて、ダークグレーのスーツを知的に着こなしていた。吸い込まれそうなくらいに大きな瞳はキレイな二重まぶたで、通った鼻筋と形のいい唇で、かなりの美人という印象。

　それだけでも圧倒されるのに、さらに息をのんだのが、彼女のスーツに付いているバッジ。それは、旭日に菊の花弁と葉をあしらった検事バッジだった。

　唖然とする私の後ろから、真斗さんの驚く声が聞こえた。

「美み織おり!?　お前、なんでここに？」

　彼に目をやると、絶句したように目を丸くしている。

　すると、その美織さんという人は、颯爽と真斗さんの隣に行き、楽しそうに腰を曲げて彼に顔を近づけた。

「真斗があんなに推していたお店だから、一度来てみようと思ったのよ。奥に友達を待たせてるから、また次の機会にゆっくり話しましょ。それから……」

　そう言って、彼女は私に目を向けた。

　それだけで美織さんが言いたいことが分かったらしく、真斗さんはコホンとひとつ咳払いをすると、いたって冷静に答えた。

「彼女は、蒼井由依子ちゃん。オレの事務所の事務員さんで、アシスタントをやってもらってるんだ。ちなみに、秀一のアシスタントでもあるけど……」

「へぇ。秀一から聞いたことがなかったな。意外と、仕事で一緒になることがないのよね」

　どうやら、来島先生とも知り合いみたいだ。もしかすると、司法修習時代の知り合いかもしれない。弁護士も検事も司法修習は一緒だから、そこで親しくなってもおかしくない。口ぶりからも、かなり距離の近さを感じる。

　私は美織さんに会釈をすると、彼女もニコリと微笑んだ。だけど目は笑っていなくて、鋭い視線に嫌な印象を受ける。

　そんな美織さんは、真斗さんに「じゃあ、またね」と言うと、奥に歩いていった。

「ごめんな、由依子ちゃん。突然で……」

　美織さんが去っていくと、真斗さんは申し訳なさそうに私を見た。

「いえ、全然かまいません。それにしても美織さんて方、すごい美人ですね」

　ため息交じりにそう言うと、真斗さんは困り顔で笑顔を浮かべた。

「美織は、司法修習時代の仲間で検事をやってるんだ。オレや秀一とは同じ年」

「そうだったんですか……。仲がいいんですね。またゆっくり話そうとか、言われてましたし……」

　心がモヤモヤして、つい口に出してしまった。

　元カノのことも気になるのに、そのうえ、あんな美人な〝同級生〟まで出てこられて、完全に気持ちが乱されている。

　真斗さんへの恋愛感情があるのかないのか、正直まだよく分からない。それなのに、どうしてヤキモチを妬いているのか、自分でも戸惑っていた。

「あっ、いや……。美織のことは、あまり気にしないでほしいんだ。誤解をされたら困るけど、オレが好きなのは由依子ちゃんだから」

　まっすぐ見つめる真斗さんの瞳から、私は目をそらせない。

　真斗さんが言ってくれる『好き』という言葉が、少しずつ心に染みていく……。

　運ばれてきた料理は、魚介類の炒め物や春野菜のパスタ、それにカルパッチョのサラダなど、どれをとってもおいしい。初めの緊張も薄れて、料理を次々堪能していると、真斗さんがクスッと笑った。それにすぐさま気付いた私は、意味なく恥ずかしくなる。

「真斗さん、今笑いましたよね？」

　ほどよくお酒も入り、少しテンションが上がったせいか、普段よりラフに彼に話しかけていた。小さく睨むと、またもやクスッと笑われた。

「おいしそうに食べるんだなって思ってさ。由依子ちゃんて、バーで会ったときもおいしそうに飲んでたよな。満面の笑みを浮かべて……」

　そう言いながら、真斗さんは声を押し殺して笑っている。

「それ、子供っぽいっていうことですか？　笑ってるし」

　完全に思い出し笑いをしている真斗さんに、私は頬を膨らませた。

　すると、彼は笑いを抑えるように、でも目は細めたまま私をチラリと見る。

「ごめん、ごめん。由依子ちゃんのそういう飾らないところが好きなんだよ。子供っぽいなんて思ってない」

　そう言った真斗さんは、テーブル越しに腕を伸ばし、私の手を優しく握った。温かくて大きな手は、すっぽり私の手を包んでいる。

「由依子ちゃんの手って小さいよな。片手で十分握れる」

　真斗さんも相当酔っているみたいで、ニコニコ微笑みながら、ギュッと握る力を込めた。さすがにほろ酔い気分の私でも、だんだん恥ずかしさでいたたまれなくなってくる。

「あ、あの真斗さん。少しお手洗いに行ってきます」

　慌てて立ち上がり、手を離した私を、真斗さんは恨めしそうに見上げた。

「それじゃあ、早く帰ってきて」

「は、はい」

　やっぱり絶対に酔ってる。普段の落ち着いた大人の雰囲気の真斗さんとは違って、今夜はどこかくだけた感じだ。そのギャップにドキドキしながら急ぎ足で化粧室に入ると、鏡でメイクのチェックをして気持ちを落ち着けた。

　そろそろ店を出てもいい頃だし、この後はどうするんだろう。もう少し一緒にいたいような、いたくないような……。

　複雑な気持ちで鏡を見つめていると、美織さんが入ってきた。

「あら？　蒼井さん」

　鏡越しで目が合うと、美織さんは一瞬驚いた顔をしたけど、すぐに笑顔を見せた。

「さっきは、お邪魔しちゃってごめんなさい。蒼井さんて、真斗の恋人？」

　さすが検事だけあって、本人は普通に話しているんだろうけど、こっちは威圧感でいっぱいだ。硬いと自覚しつつ、小さく笑顔を作る。

「いえ、違います。今夜は、たまたま誘っていただいただけなんです」

　おずおず答えると、美織さんは「ふぅん……」と言いながら、どこか納得していない。まるで舐めるように、私の全身を眺めている。〝品定め〟をされているようで感じが悪い。

　すると、美織さんはフッと笑って私に言った。

「確かに、真斗の恋人なわけないか。彼の好みとは正反対だもんね」

「えっ？」

　いったい、この美織さんて人、なにが言いたいんだろう。

　さすがにムッとして彼女に険しい視線を向けると、美織さんは持っていたブランドもののポーチを洗面台に置いた。

「私ね、半年前まで真斗と付き合ってたの」

「付き合ってた……？」

　思いがけない衝撃的な言葉に、美織さんから目を離せないまま、彼女に言われたことをそのまま返すことしかできなかった。

　じゃあ、真斗さんに初めて会った日に話してくれた元カノというのは、美織さんのことだったの？

　思った以上にショックを受けている自分に戸惑いながら、彼女を見つめ続ける。

「そうよ。二年間付き合ってたんだけど、半年前に別れたのよね。ちゃんと話し合って決めたことなんだけど、今になって後悔してるの。蒼井さんが彼女じゃなくて安心した。私、真斗とやり直したいと思ってるから」

　美織さんはそれだけ言うと、私にはおかまいなしにメイクを直し始めている。

　きっと彼女は、私に真斗さんを好きになるなと釘をさしたかったに違いない。そうでなければ、『やり直したいと思ってる』なんて、初対面の私に言うはずがないから。

　ふたりがどんな理由で別れたのかは知らないけど、そういえば、真斗さんは元カノに振られたと言っていた。ということは、真斗さんのほうにも未練があるのかな。美織さんの気持ちを知ったら、真斗さんはどうするんだろう。

　こんなキレイで頭がいい女性、私なんて敵うはずもない。

　美織さんに軽く会釈をすると、逃げるように化粧室を後にした。










揺れる気持ち




　ほろ酔い気分はすっかり冷めてしまい、重い足取りで席へ戻ると、真斗さんが心配そうな顔を向けた。

「どうかした、由依子ちゃん？　顔色悪いけど、酔った？」

「えっ？」

　そんなに分かりやすいほど、顔に出ていたのかと自分でもビックリだ。

　心配をさせてしまって申し訳ないけど、まさか美織さんとのやりとりを話せるわけがない。別に嫌がらせをされたわけじゃないし、真斗さんを好きかどうかも分からない私が気にするのはおかしい。

　そう考えたら、ここはごまかすしかなくて首を横に振った。

「いえ、大丈夫です。そろそろ出ませんか？」

　これ以上ここにいたら、美織さんにまた声をかけられそうだ。

　ぎこちない笑顔を浮かべて、真斗さんに声をかけると、彼は渋々頷いた。

「由依子ちゃん、もう帰りたいならそう言ってほしい。気を遣われるのは嬉しくない」

　不機嫌な口調の真斗さんは、サッと立ち上がり先を歩いた。

　怒らせちゃったみたい……。しかも、早く食事を切り上げたいんだと誤解されちゃった……。

　すっかり気落ちして彼の後をついていくと、当たり前にふたり分の会計を済ませている。

「あの、真斗さん。お金……」

　財布を手に取り、声をかけると、店のドアを開けながらぶっきらぼうに言われた。

「お金はいいよ。今夜は由依子ちゃんにご馳走したかったから」

「あ、ありがとうございます……」

　今夜はって、クルージングのときもご馳走になったのに……。きちんとお礼を言わなきゃ、そう思って真斗さんの背中に声をかけようとしたときだった。

「真斗！　帰るの？　それなら一緒に帰らない？」

　美織さんの声が聞こえてきて、口をつぐんだ。

　振り返ると、美織さんは、彼女と同じくらいキレイな女友達ふたりに小さく手を振って別れるところだった。彼女たちは、私たちとは反対方向へ歩いていき、振り向きざまに真斗さんに目を向け、顔を赤らめていた。

　やっぱり、誰から見ても彼は目を引く人みたい。

　そんな人の元カノが美織さんのように、美人で頭がいい人なのは納得だし、逆になんで次は私を好きになったのか、どうしても分からない。

「いや、オレたちは別に……」と真斗さんが言いかけたところで、美織さんが彼の腕に自分の腕を絡ませた。

「次も行くなら、私もご一緒していい？　恋人同士じゃないんだから、お邪魔ってこともないでしょ？　さっき化粧室で、蒼井さんに会ったのよ。ふたりが付き合ってるわけじゃないって、ちゃんと聞いたから」

　機嫌よく腕を絡ませる美織さんを、真斗さんはしかめっ面で離そうとしている。そんなやりとりすら見たくない私は、とっさに口に出していた。

「あの、私はもう帰ります。あとは、おふたりで楽しんでください」

「待って、由依子ちゃん！」

　真斗さんの呼ぶ声が聞こえたけど、私はそれを無視して身をひるがえすと、あのコンパの夜みたいに、逃げるようにその場を去っていった。




　無我夢中で走ったからか、まるで自宅とは正反対の道を進んでいた。

　さすがに歩いて帰るには少し遠いし、今駅に戻ると真斗さんたちと出会う恐れもある。戻るに戻れず、とりあえず立ち止まってみたけれど、ここは駅裏だけあって人気もほとんどなく寂しい場所だった。

「逃げるように来ちゃった……」

　途中、『由依子ちゃん！』と叫ぶ真斗さんの声が聞こえたけど、振り向くことすらできなかったのが心苦しい。

　罪悪感と嫉妬心を持ちながら、改めて辺りを見回す。店も少なく雑居ビルばかりで、ところどころに茶髪の若者がたむろって、大声でバカ騒ぎしていた。

「仕方ないから、さっさと抜けてしまおう」

　足早に進もうと思った瞬間、「ねえ、待ってよ。ひとり？」と突然腕を掴まれた。振り向くと、いかにも軽そうな男の人がふたり、ニヤニヤしながら私を見ている。ふたりとも明るい金髪だけど、ところどころ黒髪が混ざっていて品がない。彼らは、戸惑う私の腕を強引に引っ張り始めた。

「ねえ、週末の夜にひとりなんて退屈だろ？　オレたちとどっか行かね？」

「ええっ!?　けっこうです」

　退屈だなんて余計なお世話だ。だいたい、もしそうだとしても、こんな人たちと一緒になんていたくない。

　思いきり嫌悪感丸出しにしたつもりなのに、彼らはおかまいなしにヘラヘラしている。

「いいじゃん。行こうよ」

「嫌ですってば！」

　抵抗するように、こちらも引っ張り返す。だけど、まったく力が敵わず、無理やり連れて行かれそうになったときだった。

「人の彼女になにしてるんだ？」

　後ろから真斗さんの声が聞こえ、私を掴んでいた腕が持ち上げられた。振り向くと、真斗さんがふたりの腕をひねり上げている。どうやら真斗さんの力は相当強いらしく、私はやっと彼らから離れることができた。

「す、すいませ……ん」

　顔を歪めている彼らに、真斗さんは表情ひとつ変えずに言った。

「じゃあ、とっと帰ってくれるか？」

「はい。帰ります……」

　真斗さんがパッと手を離すと、彼らは一目散に走っていってしまった。

　その姿に呆気にとられていると、真斗さんのため息が聞こえて我に返る。

「由依子ちゃん、夜遅くにこんな人気のない道をひとりで歩いたら危ないだろ？」

「はい……。ありがとうございます。まさか、追いかけてきてくれたんですか？」

　美織さんはいないみたい……。

　真斗さんの背後に視線を伸ばしても、彼女の姿はなかった。

「当たり前だろ。急に逃げるように帰ろうとするんだからさ。焦って追いかけてきたらナンパされてるし」

「すみません……。でも、嬉しかったです。助けてもらって。それにしても、真斗さんって力が強いんですね」

　片手で相手の腕をひねり上げるなんて、かなりビックリだ。

「まあ、多少は。それより由依子ちゃん、なんで急に帰るなんて言うんだよ？　オレはもう少し一緒にいたかったんだけどな」

　真斗さんは、子供のように口を尖らせて不満顔を見せている。

　助けてもらえたことと、追いかけてきてくれたことが素直に嬉しくて、胸がいっぱいになった。

「すみません……。でも、美織さんは大丈夫なんですか？」

　やっぱり〝元カノ〟の存在が気になってしまい、そう口に出していた。すると、真斗さんは少し怪訝な顔をした。

「どうして、美織のことを聞いてくるんだ？」

　自分でも、どうしてこんなに美織さんが気になるのか不思議だ。ただ、分かってきたのは、私を好きだと言ってくれる真斗さんの気持ちが嬉しいということ。積極的に気持ちをぶつけてくれる姿に、少なからず心が揺れていた。

「実は、さっき化粧室で美織さんから聞いちゃったんです。真斗さんの元カノって美織さんなんですよね？」

　遠慮がちにそう言うと、真斗さんは少し動揺した表情を浮かべている。

「その通りだよ。だけど、彼女とはもう終わっているし、未練だってない。だから、変に誤解をしないでほしいんだ。まさか、それで先に帰ろうとしたのか？」

「はい……。美織さんはまだ、真斗さんを好きなんじゃないかと思ったので……」

　さすがに、彼女の気持ちをストレートに話すのはいけないと思って、遠回しに言ってみた。すると、真斗さんは困惑したように私の手を取り握った。

「それは、分からない。彼女とは、きちんと話し合いをして別れているが……。ただ、オレは由依子ちゃんが好きだ。それだけじゃ、君の心には届かないのかな」

　彼の手のぬくもりを感じながら、ドキドキしてくる。

　真斗さんの想いが軽いものなら、きっとこうやって追いかけてはこない……。それに、こんなに真剣に気持ちを伝えようともしないはずだから。

　私は小さく頭を横に振った。

「届いています。真斗さんの気持ちは……。だけど、自分自身の気持ちがまだ分からないんです」

　元カノに嫉妬する気持ちがあるのに、真斗さんを好きと言い切れるほどの自信はない。

　素直に今の感情を伝えると、真斗さんは表情を緩めた。

「それならよかった。由依子ちゃんを振り向かせるためなら、いつまでも待つし、どんなことでもするから。それだけは覚えておいて。……さあ、帰ろうか。家まで送るよ」

　手を握ったままの真斗さんは、指を絡ませ直して歩き出した。その手を振りほどきたいとは全然思わなくて、私も握り返していた。

「家まで送るって……？　でも真斗さん、お酒飲んじゃってますよ？」

　怪訝に思いながら彼を見上げると、さらに口角を上げていた。

「一緒に歩かないか？　疲れたらタクシーを拾えばいいし、オレはもう少し由依子ちゃんといたい」

「そんなふうに言ってもらえて嬉しいです。でも、距離がありますし、そこまでしてもらうのは気が引けます」

　車で送ってもらうだけでも申し訳ないのに、真斗さんを歩かせるなんてとんでもない。

　ここは丁重にお断りしようと思ったのに、真斗さんはかまわず歩いていく。それにつられる形で、私も足が進んでいた。

「気にする必要はないよ。もちろん、由依子ちゃんが迷惑でなければだけど。オレは、一分でも長く由依子ちゃんと一緒にいたいから」

「真斗さん……」

　その言葉に、胸がキュンと高鳴っていく。

　少し前までは、この後も真斗さんと一緒にいたいのか、よく分からなかった。だけど、今は素直に思える……。

「私も、もう少し一緒にいたいです」

　もっとたくさん、真斗さんを知りたいと思ってしまっている。

　恥ずかしさを隠しながらチラリと彼を見上げると、優しく微笑んでくれた。

　ギュッと真斗さんの手を握って歩く夜の街は、こんなにロマンチックだったのかと思うほど、キラキラと輝いて見える。ひとりで歩くと味気ないのに、真斗さんが一緒だとなんだか楽しい。

「だけど、由依子ちゃんをひとりで歩かせるのは心配だな」

「えっ？」

　ふいにそう言われ、返事に困ってしまった。

　ちょうど繁華街を抜けたところで、人の数がかなり減っている。

「だって、さっきナンパされてたじゃないか。あのときなんて、かなり強引に誘われてたもんな」

　ブツブツ思い出しながらボヤく真斗さんに、思わず笑みがこぼれる。

「さっきは、本当にありがとうございました。『人の彼女に』ってセリフ、ドキッとしました」

　真斗さんは今までも、あんなふうに好きな人を助けてきたのかな……。

　そう思ったら、複雑な気持ちになってくる。

　すると、真斗さんは照れくさそうに苦笑いをした。

「ごめん、ちょっと調子に乗った。さすがにムカッとしてさ。あいつらに、由依子ちゃんを触らせたくない」

　そんなストレートな言葉に、自然と顔が緩んでくる。

「私も、真斗さんと手をつなぐのは全然嫌じゃないのに、さっきの人たちは本当に嫌でした」

　不思議なくらいに、真斗さんの手のぬくもりは、ときめきと安心を感じる。素直な気持ちを口にすると、彼は握る手に力を込めた。

　それから三十分ほどしてアパートに着いたけれど、その間会話は全然なくて少し不安になっていた。

　さすがに疲れたんじゃないかな……。途中からタクシーに乗るつもりだったのに、結局最後まで歩いちゃったし。もしかして、私を送ったことを後悔してる……？

「真斗さん、ありがとうございました。疲れてませんか？」

　おそるおそる見上げた瞬間、いきなり真斗さんに抱きしめられた。

「ま、真斗さん!?」

　なにがなんだか分からない私は、抵抗することも忘れている。

「ごめん、強引で。だけど、自分の気持ちをコントロールできなかった……」

「真斗さん……」

　包み込むように抱きしめられながら、まるで嫌な感じはしなかった。むしろ、温かくて大きな胸に体を預け、自然と手を背中に回していた。

「由依子ちゃんの体って、見た目以上に細いんだな。あまり強く抱きしめたら折れそうだ」

　いつもよりずっと近くに聞こえる真斗さんの声に、鼓動はさらに速くなっていく。

「真斗さんって、力が強いから。今でも、ちょっと痛いくらいです」

　冗談まじりに言ったつもりが、真斗さんは本気に受け止めたらしく、慌てて体を離した。そのことに、ふと寂しさを感じる。

「ごめん。夢中で抱きしめてた……」

　苦笑いの真斗さんに、私はつぶやくように言っていた。

「さっきのは冗談です……。もう、おしまいですか？」

　私を見下ろす真斗さんは、驚いた様子で言葉を失っている。

　自分でも、なんてことを言ったんだろうと思う。だけど、今は真斗さんへの想いが溢れていた。

　それはやっぱり〝好き〟だから……？

　きっと、そうなんだと認めてしまったほうが気持ちは楽になる。だけど、ためらってしまうのは、勇一との苦い過去があるから。あんなに信じきっていた人にも、簡単に裏切られてしまった。それなのに、こんな雲の上の人が私を本気で好きになるわけがない。

　そう思っていたけど、元カノよりも私を選んで追いかけてきてくれたり、危ないところを助けてくれたり、優しく手をつないで一緒に歩いてくれたり……。そして抱きしめられて、今までとは違う感情に気付いていた。

「私、どうしてか嫌じゃないんです。真斗さんに触れられることが……。ドキドキしちゃって……」

　鼓動が高まるのを感じながら、ゆっくりそう言うと、真斗さんはもう一度私を抱きしめてきた。










加速する恋心




「さっきもそう言ってたろ？　そんなふうに言われると、オレは勘違いしてしまいそうになる」

「勘違い……？」

　胸に顔を埋め、私も真斗さんを抱きしめる。

「そう。オレのことを好きなのかなって……。なあ由依子ちゃん、正直な気持ちを聞かせてくれないか？」

「気持ち……ですか？」

　核心を突かれて戸惑うけれど、それは真斗さんへの気持ちを分からないなんて、今さら思っているからじゃない。

　分かってる……。本当は彼を好きだと思っているって。だけど、またあんな切ない恋はしたくない。信じきって安心しきって、裏切られたあんな思いは……。

　それを考えると、自分の気持ちを素直に認められなかった。

　なかなか返事ができないでいると、ふと真斗さんの穏やかな声が聞こえてきた。

「初めて会ったとき、話してくれた彼のことが引っかかってる？」

　それはまさに今考えていたことで、思わず顔を上げていた。

「えっ!?　なんで分かるんですか？」

　真斗さんは優しく微笑んで、少し楽しそうに言う。

「職業柄、人の気持ちは汲み取れないと、信頼関係が築けないから」

「そうですよね……。さすが真斗さん」

　美織さんもそんな感じだったし、来島先生も同じ雰囲気がある。心の内を見透かされてるようで、どこか気恥ずかしい。

　苦笑いをする私に、真斗さんは表情を戻して真剣な顔つきに変わった。

「だけど、由依子ちゃんの本当の気持ちまでは分からない。どうしても、客観的に考えられないんだ。オレは君の切ない過去を、一緒に思い出に変えていけたらいいなって思う」

「一緒に……？」

　勇一との恋を、遠距離恋愛をしたことで失ってしまった。そのことをもちろん、何度も後悔したことがある。離れなければ、こんなことにはならなかったのかとか、私に彼の心をつなぎ止めるだけの魅力がなかったのかとか……。その思いはずいぶん浄化されていったけど、今でもふとした瞬間にときどき思い出す。

　だから、『一緒に』と言ってくれた真斗さんの気持ちが、素直に嬉しくて胸が熱くなってきた。

「そう、一緒に。だから、今夜教えて。由依子ちゃんの気持ちを」

　吸い込まれそうなくらいキレイな瞳で私を見つめる真斗さんから、視線をそらせない。

「だけど、どうして私なんですか？　美織さんみたいに、キレイでも賢くもないです。真斗さんがそこまで想ってくれていることが、正直不思議すぎて……」

　真斗さんの気持ちを確認できなければ『好き』が言えないなんて、いつの間に私はこんなに恋愛に受け身になっていたんだろう。

　情けなく思うけど、四年前の失恋が尾を引いていて、あと一歩の勇気が踏み出せない。

　勇一の気持ちを信じて疑っていなかったのに、簡単に心が離れてしまった。それが、自分に対する自信のなさにつながっている。

　すると、真斗さんは私の左頬に優しく触れながら言った。

「由依子ちゃんに初めて会ったとき、純粋にかわいいって思った。素直に感動するところとか、恥ずかしがるところとか。そういう女性、オレの身近には意外といないんだよ」

「そう……なんですか？」

　なんて答えたけど、それは分かる気がする。弁護士先生の周りにいる女性は、きっと私とは違って知的な人ばかりなんだろう。だけど、その分プライドも高そうだから、喜怒哀楽をあまり表に出したりしないんだろうな……。

「美織と付き合って、それに気付いた。オレは、由依子ちゃんを見てるだけで癒されるんだ。だけど、やっぱり欲が出た。由依子ちゃんを自分のものにしたいって、そればかり考えてしまう」

「真斗さん……」

　ストレートな言葉に胸が高鳴って、真斗さんにも伝わっちゃうんじゃないかと思ってしまう。ドキドキする気持ちを感じながら、私は自然と口にしていた。

「私もきっと、真斗さんに恋してます……」

　その瞬間、真斗さんの顔が近づいてきた。それは本当に一瞬で、なにかを考える余裕なんてなく……。気がついたら唇が重なっていた。

「ん……真斗さん……」

　それは息も止まるほどの激しいキスで、引き寄せた私の体を痛いくらいに抱きしめた。かろうじて彼の名前を呼べたけれど、唇はすぐにふさがれてしまう。

　ここはアパートの棟の入口で、いつ誰が通るかも分からない。それなのに、そんなことは気にならないくらいに、私は真斗さんとのキスに夢中で、彼の背中に手を回していた。

「由依子ちゃん……」

　息を切らしながら、唇を離した真斗さんがギュッと抱きしめた。私も呼吸を乱しながら、安心しきったように体を預ける。

　キスを終え、もうすぐ真斗さんと別れるのかと思うと寂しい。

「真斗さん、そろそろサヨナラしなきゃ……」

　とはいえ夜も遅いし、私から引き止めるのは恥ずかしい。

　寂しさを感じつつ帰る素振りを見せながら体を離すと、真斗さんに腕を掴まれた。

「由依子ちゃん、明日会えないかな？　なにか予定ある？」

　少し焦るように引き止めた姿に、嬉しくなって顔が緩んでいく。

　きっと真斗さんも、別れ難く思ってくれたんだって、うぬぼれてもいいよね……？

「大丈夫です。予定はありませんから」

　友達は彼氏持ちばかりだから、だいたい週末は暇で、ひとりでウィンドーショッピングをすることがほとんど。そんな休日ばかりを過ごしていた私にとって、真斗さんからの誘いは本当に嬉しかった。

　すると、彼も表情を明るくして私を控えめに抱き寄せる。

　私はまたドキドキした。

「よかった。明日も由依子ちゃんに会えると思うと、今から落ち着かないな。明日迎えにくるよ。何時がいい？」

「えっと……。真斗さんが大丈夫なら、早いほうがいいです。私も、今から待ち遠しいので」

　本当は、このままずっと一緒にいたいくらい。

　そんな気持ちになっている自分が信じられないけど、一度素直に〝好き〟って思えたら、どんどん気持ちが溢れてきた。

「そんなこと言われたら、離したくなくなるだろ？」

　真斗さんはちょっとだけ笑いながら、「じゃあ十時に来るよ」と言って、もう一度キスをした。

　もっと一緒にいたい、離れたくない、早く会いたいと、どんどん気持ちは溢れながらその夜は別れる。

　ひとりになると、真斗さんとのキスを思い出して、全然眠れなかった。

　朝がとにかく待ち遠しくて……。

　早く会いたいと、そればかり思っていた。




　＊　＊　＊




「まだかなぁ……。真斗さん」

　昨夜は結局、まともに眠れないまま朝を迎え、約束の十時すらもやっときた感じで、アパートの前で彼を待っていた。

　今日も天気はよくて、青空が澄み渡っている。時折、心地いい風が吹いてきて、髪をなびかせていた。

　仕事ではいつも地味なスーツ姿だから、デートでは女子力をアップさせないと。そう思い、クリーム色の薄手の七分袖ニットと、薄いピンクのシフォンスカート、そして足元は白のミュールを合わせてみた。髪は毛先を控えめに巻き、ナチュラルメイクで完璧。

　……それなのに、十時を十分過ぎても真斗さんは来ない。

「どうしたんだろ……。時間に遅れそうな人には思えないけど……」

　まさか、事故に遭ったとか？　それとも、ドタキャンされた!?

　嫌な考えが頭をかすめ始めたとき、車のエンジン音が聞こえてきて、少し速いスピードで私の側で止まった。それは、今では見慣れた真斗さんの高級車で、運転席から飛び出すように彼が出てきた。

「ごめん、由依子ちゃん。道が渋滞してて遅刻した」

　私の前で、真斗さんは申し訳なさそうにうなだれている。

　そこには、いつものスーツでビシッときめた真斗さんじゃなくて、白いシャツに黒のパンツスタイルのラフな彼がいた。シンプルなモノトーンがよく似合っていて、そんな姿にも胸がキュンとする。

　また会えた嬉しさと、ますますかっこいい真斗さんを見て、私は思わず彼に抱きついていた。

「よかった。真斗さんが事故に遭ったんじゃないかとか、余計なことばかり考えてました……」

　真斗さんは勇一とは違うと分かっていても、一瞬でも別れを告げられて絶望を感じたあの日を思い出していた。

「ごめん、由依子ちゃん。心配させるつもりじゃなかったんだ。連絡くらいするべきだったな」

　抱きしめ返してくれた真斗さんに、私は小さく首を横に振る。

「運転していたら、電話はできないですから。それより、こんなふうに急いで来てくれたことが嬉しいです」

　そう、真斗さんが、ドタキャンをするようないい加減な人なわけがない。

　優しく抱きしめられて、少しずつ安心していた。

「行こうか。由依子ちゃんにリクエストがあればそこに行くけど、なにかある？」

「リクエストですか？　えっと……」

　真斗さんに会えることが嬉しくて、特に考えてはいなかったけど、デートといって思いつく場所はひとつ。

「私、フォレストパークに行きたいです……。どうですか？」

「フォレストパーク!?」

　予想外だったのか、大げさなくらいに真斗さんは驚いている。

　フォレストパークは山の奥にある公園だ。アスレチックやキャンプ場もある、自然がいっぱいの場所。ここからは車で一時間半くらいかかる。

　いくら観光地化されているとはいえ、真斗さんには地味な場所だったかもしれない。言った途端に後悔して、慌てて訂正した。

「でも、本当は別にどこでもいいんです！　ショッピングでもなんでも……」

　自然散策をしながら、のんびりデートが私の好み。だけど真斗さんは、違ったかもしれない。

　すると、険しい顔つきになった彼が、厳しい口調で言った。

「由依子ちゃんは、どっちが好きなんだ？　オレは、由依子ちゃんがより楽しんでくれるほうにしたいんだけど」

　さすが、白黒はっきりさせる仕事をしているだけあって、優柔不断な私の態度が気に障ったみたい。

　すっかり怖気づいてしまい、恐々と答えていた。

「フォレストパークです……」

　本当に真斗さんは、私を好きでいてくれるのかな……。私は優柔不断なところがあるから、これからもイライラさせる場面はいくらでもあるはず。そう考えたら、自信がすっかりなくなっていた。

　真斗さんは、小さくなった私に気付いたらしく、優しく手を握った。

「ごめん。傷つけるような言い方だった」

「いえ、いいんです。優柔不断な私がいけないので……。それに、あまり謝らないでください。真斗さん、私といると謝ってばかりじゃありませんか？」

　やっぱり、弁護士の先生と付き合うだなんて無理なのかもしれない。白黒はっきりさせることも、すぐに気持ちを汲み取って謝られることも、そもそもこんなに素敵な人であること自体、私には重荷すぎる。今日は約束だからデートはするけど、もうこれっきりにするほうがお互いのためかも……。

　なんてネガティブな気持ちで悶々とし始めたとき、真斗さんがその手を引き寄せてふわりと抱きしめた。彼の胸を近くで感じると、不思議と気持ちが落ち着いてくる。

「あまり美織の話をしたくないんだけど、彼女と付き合っていたとき、叱られたことがあるんだ」

「叱られた？」

　さすが美織さん。私なら、絶対に真斗さんを叱るなんてできない。

「ああ。どうしてもっと、女心を理解できないんだって。オレは、正直付き合っている女性の気持ちを、そこまでちゃんと見てなかった気がするんだよな」

「え？　そんなことはないですよ。私の気持ち、いつでもお見通しじゃないですか」

　顔を上げると真斗さんは、苦笑いを向けた。

「それは、由依子ちゃんに対しては気をつけてるから。美織に言われたんだよ。もっと人の気持ちを理解して、間違ってたら謝れって。オレはどうやら、プライベートでの人間関係は苦手らしい」

「全然、そんな印象はなかったので驚きました……」

　意外な一面を教えてもらって唖然としていると、真斗さんはさらに苦笑いをした。

「同じ失敗を繰り返すわけにはいかないだろ？　さ、車に乗ろう」

　体を離した真斗さんは、私を車に促した。でも、楽しそうに機嫌を取り戻した彼とは違い、私はまた悶々とする。

『同じ失敗を繰り返すわけにはいかない』って、どういう意味なんだろう。

　助手席に乗り、シートベルトを締めると、真斗さんに疑問をぶつけてみた。

「真斗さんって、本当は美織さんに未練があるとか、そういうことはないんですか？」

　そう聞くと、真斗さんは走りかけた車のブレーキを踏んだ。

　ここがアパートの駐車場でなければ、きっと追突されてたと思う……。

「な、なにを言うんだよ。そんなわけないだろ！」

　焦った表情の真斗さんは、いつもの余裕な彼とはまったく違っていた。だけど私は勇一の件があってから、人の気持ちに疑心暗鬼になっていて、真斗さんの言葉を素直に受け取れない。

「だって、同じ失敗を繰り返すわけにはいかないって……。それって美織さんのときに失敗をして後悔したってことですよね？」

　疑いの眼差しいっぱいで見つめると、真斗さんは困った顔でため息をついた。

「それは誤解だよ。確かに、美織にはそれで嫌われたようなものだけど。オレが言った意味は、由依子ちゃんに嫌われたくない、だから気をつけてるってこと」

「でも、美織さんは真斗さんに未練があるって……」

　それでもしつこく食らいつく私に、真斗さんは眉間にシワを寄せた。

「それは彼女の気持ちだろ？　オレは由依子ちゃんが好きなんだ」

「でも……。さっきはどこに行くかで決められないでいたら、イライラしてたじゃないですか。私、そういう性格なので……」

　一緒にいたら、いつかは呆れられて嫌われるかも……。そんな不安は、なかなか拭いきれない。

　すると、真斗さんは根気強く私に言ってくれた。

「それは、フォレストパークが好きかどうか、どうしても知りたかったんだよ。オレ、そこ好きだから。由依子ちゃんと、共通の好みを見つけたみたいで嬉しかったんだ」

「えっ？　真斗さんも好きなんですか？」

　意外な発見に、私はキョトンとした。

「そうだよ。なんで、そんなに驚くんだよ？」

　気を悪くしたのか、真斗さんはムスッとしたままサイドブレーキを引いて停車した。

「だ、だって、真斗さんなら、もっと高級感のある場所が好きなのかなって思ったので……」

　さすがに、しつこすぎたかもと後悔する。このままご機嫌を損ねて、デート自体が中止になったらどうしよう。

　もはや半泣き状態の私に、真斗さんはボソッと言った。

「美織を誘ったことがあるんだ。そのときには、そんな地味な場所には行きたくないって言われた」

　まるですねた子供のような言い方に、私は気を取り直して耳を傾ける。

「そんなふうに、言われたんですか？」

「そう。そのとき思ったんだよ。彼女のことは美人で賢くて、本気で好きだと思っていたけど、オレが求めている女性とは違うって。オレさ、仕事柄やっぱり神経がすり減るんだよな。側にいてほしいのは、やり手の賢い女性じゃない。癒してくれる人なんだ」

　最後には穏やかな笑みを浮かべた真斗さんは、それまでハンドルに置いていた手を私の頬へ持ってきて、体ごと私のほうへ向き直った。

「私が、真斗さんを癒す存在になれますか？　全然、自信がないですけど……」

「自信がないのは、まだオレとの関係に慣れてないからだよ。オレは、飾らないそのままの由依子ちゃんが好きだ」

　そう言った真斗さんは、ゆっくりと顔を近づけてキスをした。

　彼とのキスは、私の心を温かくしていくには十分すぎて、本当はずっとこうしていたいと思ってしまう。だけど、いつ誰に見られるかも分からないし、それは無理……。

　真斗さんも同じ気持ちだったようで、早々に唇を離すと微笑んだ。

「オレたち、付き合っていると思っていいんだよね？」

　突然なにを言うのかと思えば、突拍子のない質問に一瞬唖然とする。だけどそれももっともで、よく考えたら『付き合おう』とお互い言ったわけじゃない。改めて聞かれると恥ずかしさもあるけど、小さく頷いた。

「それならこれからゆっくり、もっと距離を縮めていこう。そうすれば、由依子ちゃんがオレにとって癒される存在だって、分かってもらえると思う」

　真斗さんのまっすぐな気持ちが、心にスッと入ってきて温かくなる。

　少しは自信を持っていいのかもしれない……。

　過去のトラウマをなかなか解消できずにいたけど、こうやって真斗さんといると、それもきっと思い出に変わる。そう信じてる……。




　フォレストパークは、夏はキャンプ、冬はスキーができる。自然が豊かで、花を眺めたり、木の実を探したり、散策をするだけでも一日もつくらい楽しめる。

　私たちはなにをするでもなく歩いただけなのに、ふたりでいるとなぜだか楽しかった。お昼はパーク内のカフェで済ませ、しばらく季節の花を眺めたりして過ごしていたら、あっという間に夕方になった。車に戻ると、シートベルトを締めながら真斗さんが声をかけてきた。

「由依子ちゃん、時間大丈夫？　明日の予定とかは？」

「いえ、全然予定はないので大丈夫です」

　苦笑いをしながら、日曜ですら予定が入っていない自分が嫌になる。すると真斗さんは、少し控えめに言ってきた。

「じゃあ、ウチへ来ないか？」

「えっ!?　真斗さんのマンションですか……？」

　誘われるとは思っていなくて、戸惑いを隠せない。

　明日の予定を聞いてきたくらいだもの……。もしかして、夜を一緒に過ごそうって考えているのかも。それは、つまり……。

「もちろん、抵抗があるなら断って。どこか店へ食べに行こう」

　重苦しい雰囲気にさせないように、真斗さんはいつも通りの優しい笑顔を向ける。

　そんな彼を見て、心はキュンと締めつけられていた。

　真斗さんの優しさを垣間見るたび、恋心が加速していくみたい。

「いえ。招待してください。私、真斗さんのマンションに行ってみたいです」

　なにがあったっていい、そう思えるくらいに今は真斗さんへの想いでいっぱいだ。

「うん。じゃあ、行こう」

　見た目は冷静な真斗さんも気は急くのか、車のスピードが速い感じがした。










来島先生の宣戦布告




　真斗さんのマンションへ着いた頃には陽も沈んで、すっかり街の明かりはネオンに変わっていた。地下駐車場に車を停めた真斗さんは、私の手を取ると足早にエレベーターへ向かった。

「なんだか、焦ってます？」

　真斗さんの姿がおかしくて、つい笑いが出てしまう。すると、エレベーターに乗り込んだ真斗さんが、行き先階のボタンを押しながらバツが悪そうに見た。

「ごめん。そんなつもりはなかったけど、無意識に焦ってたみたいだ。……というより、早くふたりきりになりたいっていうか……」

　しどろもどろに話す真斗さんを見るのは初めてだ。仕事ではいつもキビキビしていて、動揺するところなんて見たこともないから、こんな彼の姿を見るのは新鮮。

　さらにクスクス笑う私の額に、真斗さんは不満げな顔でキスをした。

「そんなに笑うことはないだろ。由依子ちゃんといると、いろいろ調子が狂うんだ」

　そんなやりとりをしている間に、エレベーターは五十二階へ着いた。

　タワーマンションへ入ったのは初めてで、珍しさからキョロキョロしてしまう。

　エレベーターを降りた先は、大理石を思わせる床に、オレンジ色の明かりが灯され、落ち着いた雰囲気が漂っていた。最上階であるここは、ワンフロアに一部屋しかなく、茶色の重厚感あるドアが目の前に見えた。

「真斗さん、怒っちゃいました……？」

　マンションのことをいろいろ聞きたいのに、真斗さんは黙ったまま口をへの字にしている。すると、真斗さんは少しふてくされた感じで言った。

「開き直ることにしたよ。オレは早く、由依子ちゃんとふたりきりになりたい。だから、焦ることも隠さない」

「真斗さんってば……」

　弁護士の世界では内野法律事務所は有名で、その跡取り息子である真斗さんは、一目置かれる存在だ。もちろん、その肩書きだけでなく、能力もずば抜けているためだ。そんな彼の子供っぽい一面が、逆に親しみやすくて愛おしく感じていた。

　その気持ちをかみしめていると、真斗さんがいきなり私を抱き上げてきた。

「真斗さん!?　こんな場所で……」

　恥ずかしさいっぱいで面食らう私とは反対に、真斗さんは余裕な顔ですましている。

「ここは最上階だから、オレの部屋しかないよ。だから、誰に見られることもない」

　そう言ってキスをした真斗さんは、手早く玄関のドアを開けた。自動で電気がつく仕組みで、玄関先はすぐに明るくなった。

　そして私の靴を脱がせた真斗さんが、真っ先に連れて行ったのは、彼のベッドルーム。玄関からすぐの右手のドアを入ったその部屋は、総ガラス窓から夜の街が一望できた。ダウンライトしかついていないのに、街のネオンで明るく感じる。

「す、すごいですね……」

　呆然とする私を、真斗さんはベッドへ優しく降ろす。キングサイズのベッドらしく、かなり広々と感じた。

　ベッドへ寝かされ、より一層ドキドキする私を見下ろしながら、真斗さんは真剣な眼差しを向けている。

「嫌なら、拒んでくれないか？　でないと、オレはもう歯止めがきかなそうだ」

　そんな彼から、不誠実さは全然感じられなくて、拒む理由なんて見当たらない。高鳴る胸を抑えられなくなってきて、恥ずかしさを感じながらも答えていた。

「いえ……。全然嫌じゃないです。私、真斗さんとなら……」

　そこまで言った瞬間、彼が唇をふさいだ。

「ん……」

　言葉を発せない私に、真斗さんはますます深いキスをする。息もできないくらいのキスを数分交わした後、真斗さんは唇を離し愛おしそうに私を見た。

「由依子……。好きだ」

　初めて名前を呼び捨てにされ、私の理性は飛んでいく。自然と彼の背中に手を回し、力の限り抱きしめると、真斗さんが耳元でささやいた。

「由依子の気持ちも言って。ただし、いつもみたいな敬語はダメだ」

　悔しいくらいに、真斗さんはこの状況に冷静みたいだ。だけど私には、余裕なんてない。溢れる想いに、彼への気持ちを口にしていた。

「真斗さん……。好き。だから、じらさないで……」

　深いキスと優しく体を愛撫する手。少しずつ真斗さんの呼吸も荒くなってきて、私は甘い声をもらすばかりだ。

「あ……、真斗さん」

　どうしてこんなに、私のことを分かってくれるんだろう。そう思うくらいに、真斗さんが触れる場所はすべてが気持ちよくて、体が敏感に反応してしまっていた。

　素肌と素肌を重ねながら、彼を受け入れるだけで精いっぱい。真斗さんの温かくてたくましい胸に抱かれ、その夜私は幸せな夢の中へと落ちていった……。




「由依子……」

　ふと私の名を呼ぶ声が聞こえて目が覚める。どうやら、いつの間にか眠ってしまったみたい。

　視界に入った外の景色は、まだネオンが輝いていた。

「真斗さん……。呼んだ？」

　うつろな意識の中で、真斗さんを見つめる。その彼は、私を抱きしめて優しい笑顔を向けていた。

「ごめん。起こすつもりじゃなかったんだけど、由依子が本当にここにいるんだなって思ったら眠れなくてさ。つい、呼んでた」

「じゃあ、ずっと起きてたの？」

　目の前に真斗さんの顔があって、寝ぼけていた頭は一気に覚めた。

「ああ。おかしいだろ？　由依子の寝顔をずっと見てた」

「やだな……。恥ずかしいよ。変な顔してなかった？」

　真斗さんと過ごした初めての夜の余韻がまだ抜けるわけもなくて、ドキドキが甦る。

　恥ずかしさいっぱいで彼を見上げると、額にキスをされた。

「変なわけないだろ？　かわいい。こうやってずっと見ていても、全然飽きないんだよな」

「真斗さんってば……。お酒飲んでないのに、まるで酔ってるみたい」

　本当に、どこまでシラフで言ってるんだろう。

　ほとんど照れ隠しでへの字口を向けると、真斗さんはクスクスッと笑った。

「確かに酔ってると思うよ。もちろん、由依子に」

「もう、真斗さんってば……」

　そう言った真斗さんは、また私にキスをする。

「明日は日曜日だし、ふたりでゆっくりしよう」

　ギュッと強く抱きしめられて、私たちはもう一度甘い夢の中へ落ちていった……。
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　月曜日の朝。どことなく体が痛くて、思わずひとりで苦笑いをしてしまった。

　昨日は夕飯まで真斗さんと一緒に過ごしてアパートへ帰ったのだけど、寂しさを感じると同時に、ゆっくりと眠れた自分がおかしい。

　結局、真斗さんは土曜の夜は全然寝かせてくれなかった。出勤をしながら、週末を思い出して顔がニヤける。

　本当に、真斗さんと恋人同士になれたんだ……。

　気を緩めると口元が緩みそうになるから、気をつけないといけない。両手で軽く頬を叩くと、一度深呼吸をして事務所のドアを開けた。

「おはようございます！」

　真斗さんに会うのは気恥ずかしいけど、それでも顔を見られるのは嬉しい。

　はやる気持ちを抑えて事務所に入ると、出迎えてくれたのは来島先生だった。

「あ、おはよう。由依子ちゃん」

　分厚い資料を手に持ち、私を見て歩みを止めている。

「お、おはようございます。来島先生……」

　真斗さんとのことですっかり浮かれて頭から抜けていたけど、来島先生からも告白されていたんだ……。きちんと、お断りしないと。お付き合いはできませんって……。

　だけど、私の気持ちを知る由もない先生は、優しい笑顔を向けた。

「おはよう。なんだか今朝は、よそよそしいね。なにかあった？」

「えっ!?　そ、そんなことはないです……」

　さすが、鋭い。

　後ろめたくて、言葉に詰まった様子からなにか察したみたいだ。

　とはいえ、ここで真斗さんとのことを話せるわけがないし、彼からもしばらくは付き合っていることは秘密にしたいと言われている。理由を尋ねたら、単に照れくさいからだと説明されたけれど、本当なのか少し不安……。

「ふぅん。そうかなぁ。ちょっと怪しい気がするけど」

　いつになく来島先生は私に突っかかってきて、こっちもタジタジになってくる。

　先生への罪悪感もあるのに、心の中は真斗さんでいっぱいで、こんなやりとりすら彼に見られていないか気になっていた。

　ごまかす意味も込めて奥へ目をやってみたけれど、真斗さんの姿が見えない。デスクにも、書庫にもいなかった。

「真斗先生はいらっしゃらないんですか？」

　今日は休みだと聞いていないのに、どうしたんだろう。

「真斗は、朝から顧問弁護士をやってる企業に出向いているよ。それより、やっぱりオレのこと避けてるよね？」

　黒ぶち眼鏡から鋭く光る視線に、気圧されてしまう。来島先生も顔立ちが整っているから、見つめられるとドキドキする。だけど、それは恋とは違っていた。

「あの……、来島先生。お時間があるときにお話できませんか？」

　先生に返事をしないまま、真斗さんと付き合うことにした私もやっぱり悪い。先生には早めに私の気持ちを伝えよう。

　すると、先生はどこか無愛想に返事をした。

「分かった。じゃあ、今夜はどうかな？　遅くならないようにするから」

「はい……。お願いします」

　急に機嫌が悪くなったのは、なにか勘付いているからなのかな……。

『遅くならないようにするから』

　そんな先生の気遣いが、今は胸を苦しくさせた。




　その日は、公休の耶恵さんの代わりに、経理業務やら先生たちの出張の切符手配やらで一日中仕事に追われていた。それでも、真斗さんがいてくれれば元気も出るというのに……。

「戻ってこなかった……」

　帰り支度をしながら、深いため息をひとつ。

　まさか、ずっと顧問弁護士を務める企業にいたわけじゃないだろうし、そんなに忙しかったってこと？　だったら、昨夜そう言ってくれたらよかったのに……。

　今日も会える。それを当たり前に思っていただけにショックも大きい。

「由依子ちゃん、支度終わった？　行こうか」

　来島先生に声をかけられて我に返ると、慌ててバッグを手に取った。

「は、はい。行きましょう」

　真斗さんのことばかり、考えているわけにもいかない。来島先生に、きちんとお断りして謝らなきゃ……。

　先生の後ろをついて歩いていると、「由依ちゃん」と大先生に呼び止められた。

「は、はい！」

　すっかり抜けていたけど、大先生は真斗さんのお父さんだ。私たちの関係をまだ話していないだけに、変な緊張を感じる。黙っていることの後ろめたさを、ここでも痛感してしまった。

　その大先生は、にこやかな笑顔で私と来島先生を見比べている。

「ふたりは仲がいいんだな。今からどこか行くんだろう？　仕事の息もピッタリだし、もしかして付き合っているのかな？」

「えっ!?」

　大きな声を上げたのは私で、思わず来島先生に目をやる。すると、先生は少し口角を上げて微笑んだ。

「残念ですが、まだそんな関係じゃないんです。ただ、これから一緒にディナーに行くので、もっと距離を縮められるんじゃないかと期待してます。ね？　由依子ちゃん」

「え？　い、いやぁ……」

　なんて答えればいいのか分からないまま、私は苦笑いを浮かべるだけだった。

「そうか……。それじゃあ、これからごゆっくり。また明日」

　なぜだか残念そうな顔をしている大先生に挨拶を返すと、来島先生と事務所を出る。

「先生。大先生の様子、なんだか変じゃありませんでしたか？　なんで、がっかりしたような顔をしてたんでしょうか？」

　どこか気になって、事務所のほうを振り向いていた。

「さあ。なんでだろうね。それより、真斗に話すんじゃないかな？　オレたちのこと」

「え？　どういう意味ですか？」

　来島先生に視線を戻すと、ニヤッと笑っている。

　立ち止まった先生に合わせて、私も足を止めた。

「大先生は、真斗と親子仲は良好だし、いろいろ話をするみたいだから」

　そうなんだ……。

　さっきの様子だと、大先生は私と来島先生の仲を誤解しているようだった。仲良く一緒に帰ったなんて言われたらどうしよう。

「なんで、そんなに眉間にシワを寄せてるの？」

　考え込んでしまっていた私に、ふと来島先生が声をかけてきた。

「えっ？　そ、それは……」

　やっぱり先生はなにか勘付いているみたいで、まるで心を見透かすように私を見ている。それに耐え切れなくて、思わず視線を外した。

「真斗のことが、そんなに気になる？」

　唐突すぎる質問に、動揺を隠せない。声が震えるのを自覚しながら、先生に聞いていた。

「なんで、そんなことを聞くんですか……？」

　どうして、真斗さんの名前が出てくるんだろう。ただでさえ、内緒の関係に後ろめたい気持ちがあるというのに、そんな質問をされたらドキッとしてしまう。

「由依子ちゃんは真斗が好きなんだろ？　そして、真斗も由依子ちゃんが好き」

「来島先生……？」

　当たり前だろと言わんばかりに、来島先生は続ける。

　先生の意図が読めない私は、ただ呆然とするだけだ。

「言わなくても分かるよ。真斗は事務所にいるとき、よく由依子ちゃんを見てる。由依子ちゃんは出勤早々あいつを探してる。なにかあることくらいはお見通しだ」

　さすがとしか言いようがなくて、言葉に詰まってしまう。

　来島先生の想像通りだけど、私が勝手に話すわけにはいかない。

　答えられないまま立ち尽くしていると、先生が突然腕を引っ張り体を引き寄せてきた。

「図星なんだろ？　なあ、由依子ちゃん。オレじゃダメなのか？　そんなに真斗がいいのか？」

　先生に思いきり抱きしめられて、反射的に体を押し返していた。だけど想像以上に力の強い先生に負けてしまい、その胸に埋もれてしまう。

「先生、やめてください。誰かに見られるかもしれないし……」

　真斗さんと違うぬくもり、匂い。来島先生も十分すぎるくらいに色っぽくて素敵な男性だ。だけど真斗さんじゃないというだけで、ときめく気持ちは全然わかない。

「大丈夫だよ。帰社予定の先生たちはいないから」

「で、でも……」

　来島先生が、こんなに強引なタイプだとは思わなかった。いつだって落ち着いた雰囲気の人なのに、すっかり戸惑いで溢れた私は必死に体を押し返す。

「先生、離してください……」

　ようやく来島先生はゆっくりと離して、私を見下ろすように見た。

「オレの告白の返事は、聞かなくても分かるから言わなくていい。ただ、そんなに簡単には諦められないから。真斗から由依子ちゃんを奪いたい」

「えっ？」

　思いがけない先生の言葉に、しばらく唖然としてしまった。

　奪いたいって、どうしてそんな言い方をするんだろう……。

「付き合ってるんだろ？　真斗と」

「なんで知ってるんですか!?」

　サラッと聞かれて、私は卒倒しそうだった。

　驚きで目を丸くしていると、来島先生も一瞬絶句して、深いため息とともにその場にしゃがみ込んだ。

「く、来島先生……？」

　声をかけると、先生は眉を下げて弱々しい顔で見上げた。

「今の、冗談のつもりだったんだけど。本当だったんだ？」

「えっ？　冗談……？」

　思わず両手で口を覆い、涙目になってくる。

　秘密と言われたのに、あっさりしゃべってしまったことへの後悔と、来島先生に返事をしないまま、真斗さんと付き合うことになったことへの罪悪感が込み上げてきた。

　先生は少しよろけながら立ち上がると、眼鏡をかけ直した。

「ちょっとダメージが大きかったけど、由依子ちゃんと真斗が想い合っているのは責められない。でも、たとえ真斗と付き合っていようと、やっぱり簡単には諦めきれないから、由依子ちゃんを奪う、それは変わらないよ」

　来島先生はそう言った後、コホンとひとつ咳払いをして襟を正した。

「今夜は、ちょっと気持ちを落ち着かせたいから、このまま帰らせてもらっていいかな？　ごめんな、こっちから誘っておいて……」

「いえ……。それはかまいませんけど……」

　大丈夫かな？

　さすがに心配になるくらいに、来島先生は肩を落としている。

「じゃあ、由依子ちゃんまた明日」

　フラフラとした足取りで駐車場へ向かう来島先生を不安げに見送ると、私も自宅へ向かう。先生の『奪う』という言葉が気にかかりつつ、真斗さんにどう言い訳をしようか考えながら、バスへ乗り込み、アパートへ帰ると……。

「由依子。おかえり」

　玄関の前に真斗さんが立っていて、思わず声を上げていた。

「ま、真斗さん!?　なんで、こんなところに？」

　今日は会えないだろうと覚悟していたので嬉しさを感じつつも、来島先生とのやりとりの直後だけに少し複雑だった。

「ごめん、いきなり。今日は全然会えなかったろ？　少しでも顔を見れたらと思ったんだ」
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「真斗さん……。忙しいんじゃないの？　大丈夫？　いつから、待ってたの……？」

　少しでも顔を見たいだなんて、嬉しさで胸が熱くなる。

　来島先生への罪悪感は消えていないけど、今は真斗さんへの恋心でいっぱいだった。

「仕事が終わって来たから大丈夫だよ。それに、待ってたと言っても三十分くらいだから。じゃあ、由依子、また明日」

「えっ!?　待って真斗さん！」

　せっかく会えたのに、このままサヨナラなんて嫌。

　身をひるがえして階段を降りようとする彼の腕を、とっさに掴んでいた。

「もう帰るの？」

　寂しさが一気に込み上げてきて、どうやって引き止めようか、そればかり考えてしまう。すると、真斗さんは振り返って気まずそうに微笑んだ。

「勝手に来たのはオレだし、疲れてるだろ？　由依子の顔を見たかっただけだから、帰るよ」

　そんな……。私は、一日中会えなくて寂しかったのに。こんなにあっさり別れたら、ますます真斗さんを恋しく感じそう。

「真斗さん、会いたかったの。とても……。もうちょっとだけ、一緒にいて？」

　好きだと思う気持ちがどんどん加速していって、溢れる想いを止められない。

　掴んだ手を少し引っ張ると、真斗さんは降りかけた足を戻して来てくれた。そして、優しく微笑んで手を握ってくれる。

「じゃあ、少しだけ部屋にお邪魔していいかな？」

「うん、もちろんよ！」

　よかった、なんとか引き止められたみたい。

　ホッとしながら鍵を開け、真斗さんを招き入れる。

「狭くてごめんね」

　真斗さんのマンションと比べると雲うん泥でいの差があるけど、彼は小さく首を横に振り、部屋へ入ると鍵を閉めてくれた。

「あ、ありがとう。真斗……」

　言い終わる前に、突然抱きしめられてビックリした。

「オレも会いたかった……。一日会わないでいるのなんて、耐えられないな」

　クスッと笑うような口調で、痛いくらいに抱きしめる。

「真斗さん……」

　ああ、やっぱり真斗さんじゃなきゃダメだ……。

　そんなことを考え始めた瞬間、ふいに体を離された。

「真斗さん？　どうかした？」

　もうちょっと抱きしめてほしかったのに。

　不審に思い見上げると、彼は眉間に深いシワを作っている。

「なんで、秀一の匂いがするんだ？」

「え？」

　ほんの一瞬戸惑ったけれど、事務所を出てすぐに先生に抱きしめられたことを思い出す。真斗さんとの仲を話したことばかり頭にあって、すっかり抜けていた。

「そうだよ。この匂い、秀一のだろ？」

　確かに来島先生は少しスパイシーで辛口な香りをさせているけれど、まさか真斗さんが気付くなんて思わなかった。

　どこまで鋭いんだろう。

　その驚きが強くて呆気にとられていると、真斗さんはますます表情を険しくした。

「なんでなんだ？　おかしいだろ」

「そ、それは……」

　どうしよう……。

　真斗さんは本気で怒っているみたいだから、本当のことを話さなきゃいけないとは思うけど、そしたら来島先生が私を好きなことも、私たちの関係をしゃべってしまったことも説明しないといけない。どう伝えればいいのだろう。

「と、とにかく中で話そうよ。ここ玄関だし」

　私より背の高い真斗さんに、怖い顔で見下ろされると威圧感がすごい。

　渋々ながらも、真斗さんは言われるがまま部屋の奥へと進んでいく。

「ソファはないから、そこのベッドに座って」

　笑顔を取り繕う私に、彼は険しい顔を崩さないままベッドに座る。私も隣に座ると、さっそく続きが始まった。

「由依子、話してくれないか？　なにかあったんだろ？」

　確かに、なにかありました……。

　だけど、なにからどう話せばいいか、頭の中で整理しきれていない。こういうとき、真斗さんなら瞬時に頭の中で話も組み立てられるんだろうけど、私にはそれは無理だ。

「えっと……」

　なにをどう話そう……。

　迷いに迷って切り出せないでいると、隣から大きなため息が聞こえてきた。

「そうか。話せないようなことなんだな。由依子は、そんなタイプじゃないと思ってたのに、違ったってことか。がっかりだな」

「ど、どういうこと？」

　突然、突き放されるような言い方をされて戸惑ってしまう。

　すると、真斗さんは冷ややかな視線を向けて言った。

「実は、秀一となにかあるんじゃないのか？　オレは今日一日いなかったし、帰りにふたりでなにかしてたんだろ？」

「なにかって……？」

　本気で言っているの？

　真斗さんらしくない言い方に戸惑ってしまう。それに、まさか来島先生との仲を疑われるなんて思ってもみなくて、だんだん私も表情が堅くなる。

「抱きしめ合うことだよ。実はもっと深いことまでしたんじゃないのか？」

　そこまで言われて、私の中でなにかが切れた。

　気がついたら、涙がひと粒、ふた粒とこぼれ落ちている。

「ひどい、真斗さん。私はそんなことしてない。来島先生が、私を好きだと言って抱きしめてきたのよ。先生には、前から告白されていたの」

　本当にひどい。

　私こそ、真斗さんがこんな冷たい言い方をする人だとは思わなかった。

　唇をかみしめて涙を止めようと気持ちを落ち着かせていると、彼が優しく抱きしめてきた。

「ごめん、泣かせるつもりじゃなかったんだ。言いすぎなのは分かってたんだけど。でもこれで、やっと話してくれたな」

「えっ？　まさか、わざと言ったの？」

　真斗さんの胸に顔を埋めて、やっと我に返る。

　そんな私の髪を優しくなでながら、真斗さんはクスクス笑った。

「そう、わざと。ああでもしないと、由依子が話してくれなさそうだったから」

　そうだったんだ……。

　体の力が抜けるのを感じながら、ため息がもれる。

「それより、本気で妬けるな。秀一のことは」

　真斗さんはゆっくり体を離し、ふてくされたように口を尖らせた。

「ごめんなさい、黙ってて。来島先生から告白されたのは、真斗さんから告白された後だったの。そのときは、きちんと断る理由が見つからなくて……」

　今思えばあのとき、真斗さんに心が傾きかけていたはずなのに、来島先生の気持ちに早く答えを出さなかったのが悪い。結果的に先生を傷つけたし、真斗さんにも不快な思いをさせてしまった。

「いや、謝ることじゃないよ。なかなか言い出せなかったのは分かるし、秀一の気持ちだって、オレがとやかく言えることじゃない。だけど……」

「だけど？」

「分かってても、妬ける。由依子を、誰にも触れさせたくない」

　そう言った真斗さんは、唇を重ねてきた。

「ん……」

　自然とベッドに倒れ込み、胸の鼓動が加速する。

　週末はたくさん一緒に過ごしたのに、日中会えなかっただけで、こんなに恋しいと思うなんて。

　人を好きになるって、こんな感じだったっけ？　なんだか違う気がする。少なくとも勇一とは、もっとあっさりしていたような……と、思い返していて気付いた。

　私に向かってくる想いが、真斗さんのほうがストレートで大きいと。だから、私はこんなにも気持ちが高鳴るんだ……。

　そんなことを考えながら真斗さんとのキスに浸っていると、唇が離れて彼が言った。

「由依子……。ネクタイ外して」

　目を開けると、ちょうどジャケットを脱ぎ捨てているところだった。その首元に手を伸ばし、ネクタイを緩めると、ベッドの外へ落とす。次は彼が手際よくシャツのボタンを外して、それをじれったそうに脱いだ。

「真斗さんの胸板、大好き……。温かくて、たくましいから……」

　服の上からじゃ分からなかったけど、意外と締まった体をしている。

「オレも、由依子の柔らかい体が好きだよ。だから、早く抱かせて」

　服を脱がされ、体中にキスをされる。

「あ……真斗さん……」

　抑えきれない高揚感に包まれて、初めての夜よりずっと我を忘れていた。

「好きだよ、由依子」

　真斗さんが耳元でささやくように言った。

「ん……あれ……？」

　いつの間にか眠っていたみたい。

　確か、真斗さんが会いにきてくれて、そのままベッドに……。

「そうだ、真斗さん！」

　寝ぼけていた頭も一気に覚めて、慌てて起き上がる。

　反射的に隣に目を向けると、真斗さんの寝姿が目に入った。静かに寝息をたてて、なんて気持ちよさそうなんだろう。

　ベッドに落ちていた下着と服を身につけて改めて時間を確認すると、とっくに深夜を回っている。

「かわいそうだけど、起こさなきゃ」

　明日も仕事だし、もしかしたら真斗さんは忙しいかもしれない。それに晩ご飯も食べずに寝てしまって、余計に明日の彼が心配になってきた。

「真斗さん、起きて。もう十二時過ぎちゃった」

　体を少し揺らすと、「うーん」とうなりながら眉をしかめている。

「真斗さんってば、帰らなきゃ」

　今度は強めに揺らすと、真斗さんがいきなり私を抱きしめた。その勢いで彼の胸に倒れ込む。

「由依子？　眠いよ。明日の朝早く帰るから、このまま寝かせて」

　ほとんど寝ぼけたように、真斗さんは言った。

「で、でも……」

　ここじゃ、ゆっくり寝られないんじゃないかな？

　シングルベッドに大人ふたりはかなり限界で、真斗さんは壁際にくっついて寝ている。こんなふうに抱きしめてもらえる私はいいけど、真斗さんが心配だ。

「由依子が迷惑なら帰るよ？　だから、ちゃんと教えて」

　目を閉じたまま、真斗さんはそう言う。かなり眠いみたいで、口調がゆっくりだけど、ちゃんと会話をしてくれるのが嬉しい。

「迷惑なわけないよ。私は、真斗さんが側にいてくれるほうが安心するもの。だけど、ここじゃ寝にくくない？　狭いし……」

「それならよかった。オレも由依子が側にいるほうが安らぐから。広いベッドも、ひとりだと寂しいよ」

　真斗さんはそう言うと、また眠りについた。そして私はというと、彼の言葉に幸せを感じながら隣で眠った。




　＊　＊　＊




　今朝は、いつもよりずっと足取り軽く出勤できた。真斗さんと明け方まで一緒に過ごせて、別れ際に交わしたキスの余韻もまだ残っている。

「おはようございます！」

　ドアを開けると、ちょうど真斗さんが他の先生と話をしているところで、目が合うと小さく微笑んでくれた。そんなやりとりも、やる気の上がる特効薬で、自然とデスクに向かう歩調も速くなる。今朝は来島先生がいないみたいでホッとした。

「おはよ、由依子ちゃん。ちょっとこっち！」

　来て来てと言わんばかりに、耶恵さんが給湯室のドアの隙間から手招きしている。

　なんだろう。かなり怪しい行動だ。

　不審に思いながら給湯室へ入ると、耶恵さんは急いでドアを閉めた。

「ビッグニュースよ！　私ね、昨日見ちゃったの！」

　声をひそめているけれど、興奮している様子は伝わる。

「なにを見たんですか？」

　確か昨日は、久しぶりに休みが合った彼氏とデートだったはず。

　耶恵さんは少しもったいぶってから言った。

「真斗先生の彼女。とってもキレイだったのよ」

「ええ!?」

　思わず声を上げていて、耶恵さんが慌てて「シーッ！」と、人差し指を口元に当てた。

　だって、驚かずにはいられない。真斗さんの彼女は私だし、昨日はアパート以外で彼に会っていない。まさか、耶恵さんがアパートにいたはずがないし……。誰を見たというんだろう。

「すごくキレイな人だったのよ。スラッとして知的そうで……。彼と行ったカフェで見かけたんだけど、仲よさそうな感じだったのよね」

「仲よさそう？」

　知的でスラッとした女性と言われれば、美織さんしか思い浮かばない。彼女は真斗さんに未練があるから、会いたがっても不思議じゃないし、検事という職業柄、真斗さんと顔を合わせる機会もあるはずだ。だけど、『仲よさそう』は聞き捨てならない。

　嫉妬心が湧くのを感じながら、耶恵さんを見つめた。

「そうなの！　外のテーブル席にいたんだけど、隣同士に座っててね、ピッタリくっついてたんだから」

「ピッタリ……？」

　いったい、いつの間にそんな場所へ行っていたんだろう。昨日はずっと仕事をしているんだとばかり思ってたのに。

「うん。女の人がピッタリ寄り添ってた感じ」

　耶恵さんは目を輝かせて、視線を宙に向けている。

　きっと美織さんのほうから真斗さんにくっついたんだろうけど、それを拒まない真斗さんも悪い。すっかりモヤモヤした私に、耶恵さんは追い討ちをかけてきた。

「弁護士の中でも、やり手の真斗さんが好きになる人って、やっぱりキレイな人なのね。ね？　大スクープでしょ？」

　耶恵さんは楽しそうだけど、私はちっともおもしろくない。

　それから、給湯室を出て仕事を始めたけれど悶々とするばかりで、時折目が合う真斗さんからは、思いきり視線をそらしていた。




「由依子ちゃん、真斗とケンカでもした？」

　仕事が終わって、ひとりで会社の近くのカフェでお茶をしていると、来島先生が声をかけてきた。

「先生!?　なんで、ここにいらっしゃるんですか？　それに、ケンカだなんて……」

　まさかの先生の登場に、持っていた紅茶のカップを落としそうになった。

「ちょうど外から見えたんだ。眉間にシワを寄せて、怖い顔してるよ？　オレが今日一日見た限りでは、ずっと」

「は、はぁ……」

　しっかり見られていたのに、全然気がつかなかった自分が情けない。私はどこまでも真斗さんしか頭にないみたい。

「それに、真斗も今日は珍しく上の空が多かったから。ケンカでもしたのかなって思ってたんだ」

「さすがですね……」

　それだけ人の心が見抜けるなら、詳しく話さなくても分かっちゃうんじゃないか、そんな気がした。

「やっぱりケンカしたんだ？　いったい、いつの間に」

　苦笑いの先生は、私の向かいに座った。

「愚痴なら聞くよ？」

　そう言ってもらえるのは嬉しいけど、さすがに来島先生に真斗さんとの悩みを話すわけにはいかない。私を想ってくれる気持ちに甘えているみたいで気が引けるから。

　言葉に困っていると、先生がフッと笑顔を浮かべた。

「気を遣ってる？　それとも本気で迷惑？」

「まさか、迷惑だなんてないです！」

　もちろん、先生の気持ちには応えられない。だけど、こうして声をかけてくれることを嫌だと思うはずがない。

　即否定すると、来島先生は私を優しく見据えた。途中、オーダーにきた店員さんすら目に入らないかのように……。

「だったら、なんでも話して。オレとしては、真斗との仲を取り持とうとしてるんじゃなくて、由衣子ちゃんの気を引いて、隙を突こうとしてるだけだから」

　なんて言っているけど、それが先生の優しさだと分かってる。入社以来アシスタントをしてきて、先生の気遣いは十分感じてきたつもりだ。それでも私は、真斗さんに惹かれている。それを自覚しながら、ポツリと言ってみた。

「実は……。耶恵さんが昨日の夕方、カフェで真斗さんとキレイな女性が仲よさそうに一緒にいたのを見たそうで……。なんか寄り添っていたとか……」

　証拠もないのに美織さんの名前を出すわけにもいかなくて、抽象的に説明してみた。すると、来島先生は迷うことなくきっぱりと言った。

「それは美織だな」

「な、なんでそうだと言い切れるんですか？」

　そこまではっきりと答えられると、動揺してしまう。

　もちろん、違う女性でも大問題だけど、未練のある元カノも十分やっかいだ。

「ん？　由衣子ちゃん、もしかして美織を知ってる？」

　名前を聞いて動揺する私を見て、先生は怪訝な顔をした。

「はい……。実は……」

　ごまかしきれる相手じゃないから、先生にも話してしまおうと、美織さんと会ったことを話した。

「なるほどな。それで美織に戦線布告されたってわけなんだ？」

　一通り話を聞いた来島先生が、顔を歪めてため息をついている。

「はい……。でも、真斗さんは宣戦布告をされたことまでは知らないんです。だから、内緒にしておいてください」

「なるほどな。分かったよ。約束する」

　先生はぶっきらぼうな感じでそう言うと、注文していたコーヒーを飲んだ。

「それにしても、美織もなにを考えてるんだろうな。あいつ、そういうワガママなところがあるから」

「え？　そうなんですか？」

　さすが、司法修習時代から一緒なだけあって、美織さんのことをよく知っているみたいだ。

「どんな方なんですか？」

　真斗さんから聞けないだけに、来島先生から情報を仕入れてみよう。

　そう思って質問してみると、あからさまに不機嫌そうな顔になった。

「由依子ちゃん、オレは君が好きなんだけど？　探りをいれたいなら、直接真斗に聞きなよ」

「はい……」

　ピシャリと言われて、小さくなるしかない。

　勘の鋭い来島先生に聞くべきじゃなかった。

　しょんぼりとしながら残りの紅茶を飲み干すと、先生のクックと笑う声が聞こえた。チラッと視線を上げると、笑いを堪えているみたいだ。

「どうかされましたか？」

　さすがに私のことを笑っているのだろうと気付いて、ちょっとムッとすると、先生は「ごめん、ごめん」と笑った。

「そんなに、なにがおかしいんですか？」

　こっちは、真斗さんと美織さんの密会疑惑でヘコんでいるというのに。

「ホントごめん。でも、バカにしてるんじゃないんだ。由依子ちゃんって、分かりやすいんだなあと思って」

「それ、真斗さんにも言われた気がします」

　私ってそんなに単純かな。

　まだ膨れっ面の私に、来島先生は苦笑いをした。

「怒らないでくれよ。そういう由依子ちゃんが好きなんだ。きっと真斗も同じなんだろうけど」

　そんなに本気で言われると照れくさい。

「すごく嬉しいんですけど、そんなに分かりやすい性格ですか……？」

「うん。オレたちの周りにいる女性は、プライドが高くて打算的で。自分の素なんて、まったく見せないから」

　真斗さんも来島先生も、同じような考え方なんだ。

　とりたてて美人でも頭がいいわけでもない私を、ふたりはこんなにも想ってくれる。よほど、周りの女性は気が抜けないような人たちばかりなのかもしれない。

「じゃあ、美織さんはどうなんですか？　真斗さんが付き合ってた人だから、きっと素敵な人なんですよね？　先ほどワガママだと言われてましたけど……」

　腑に落ちない様子で聞いてみると、来島先生は意地悪そうに口をへの字にした。

「だから、オレは由依子ちゃんが好きなんだけどなぁ。真斗の話をするのは不本意だけど……」

　そう言われて、しまったとばかりに手で口を覆う。すると、先生はすぐに笑みを戻してくれた。

「まあ、いいや。こうやって話ができるから。美織はね、自我が強くてプライドも高いから、付き合っているときは真斗のほうがだいぶ振り回されたようで、最後のほうは真斗も疲れきってたよ」

「そうなんですか？」

　真斗さんを振り回すなんてさすがだ。私なんて、心を見透かされてばかりなのに。

「そう。別れたのは、真斗が留学してる間だったけど、かなり解放された感じはあったかな」

「へぇ……」

　それなら、なんで今さらふたりきりで会ったりするんだろう……。

「というわけで、オレはそろそろ事務所に戻るから。愚痴を言いたくなったら、いつでも電話してきて」

　そう言って先生は小さなメモ用紙を出すと、電話番号とメアドを書いて差し出した。

「え？」

　受け取っていいのか迷っていると、先生は伝票を手に取り、「じゃあ、また明日」と足早に店を出ていった。お礼もそこそこに、メモ用紙はバッグにしのばせる。

「電話してって言われてもね」

　ため息をつきながら、さすがにそれは無理だと思う。でも、先生と話をしたおかげで、気晴らしにはなった。

　そのうち、真斗さんに美織さんのことを聞いてみよう。そんなふうにやっと前向きになれたのもつかの間、次の日から真斗さんの態度が突然冷たくなった。










恋のピンチ




「分からないこと？　そんなのは、秀一にでも聞けばいいんじゃない？」

　いつものように仕事をしていたら、どうしても分からない資料の内容があり、真斗さんに聞きに行くと、素っ気なくあしらわれた。

「真斗先生？」

　呆然とする私を残して、真斗さんは自席で分厚い資料を広げている。

　こんなに冷たい態度の真斗さんを見るのは初めてだった。

　昨夜、来島先生と別れた後、真斗さんに電話をしたけどつながらず、着信に気付いているはずなのにかけ直してもくれなかった。

　そして今日のこの態度。わけが分からなかったけど、仕事場で話しかけるわけにもいかないから、動揺する気持ちを抑えてデスクに戻る。

　すると、耶恵さんが椅子を寄せて心配そうに声をかけてきた。

「どうしたのよ、由依子ちゃん。真斗先生を怒らせることしたの？　かなり機嫌が悪そうだけど」

「いえ、そんなことはないんですけど……」

　昨日は一度も話していなかったから、真斗さんを怒らせる原因が見つからない。

　まさか、昨日の朝出勤したときに、目をそらしたことが気に障った？　いや、それくらいで、あんなにあからさまに態度に出すとは思えないんだけどな……。

　思わず深いため息をついて、仕事の件は来島先生に助けてもらった。




　結局、真斗さんとは仕事の話もできないまま、勤務終了の時刻を迎えた。

「お疲れ様でした……」

　先生たちに挨拶をしても、真斗さんは仕事に夢中で返事をしてくれなかった。

　もしかして無視されちゃったのかな……。まさか、もう嫌われちゃった？

　すっかり暗くなった道を歩いて帰路につくと、マイナス思考が頭をぐるぐる回って、どんどん切なくなってくる。ときたますれ違うカップルを見るとなおさら。私だって、あんなふうに手をつないで真斗さんと歩きたいのに。

　少しずつ賑やかな通りに出ると、アパレルショップやカフェが見えてきて、一軒の本屋に目が留まった。外の棚に並べられた雑誌の表紙に、真斗さんの名前があったからだ。それは法律系の雑誌で、表紙は〝弁護士〟の言葉で溢れているけど、個人名が書いてあるのは真斗さんだけ。自然と雑誌に手が伸びて、パラパラとめくっていた。

　ちょうど半分ほどめくったところで、二ページに渡って、真斗さんのインタビュー記事が紹介されているのを見つけた。顔写真も掲載されて、大見出しには【やり手のエリート弁護士】とあった。

「すごい……。やっぱり真斗さんって、私にとっては雲の上の人なんだわ」

　ざっと目を通すだけでも、真斗さんの華々しい経歴が書いてある。大手企業の顧問弁護士の話や、集団訴訟での勝訴を掴み取った話など、ため息が出るものばかり。真斗さんは、いつも大きな重圧の中で大変な仕事をしているというのに、それを忘れていた気がする。

　雑誌を読みながら、ふと思ってしまった。

「私、恋の相手ってだけでしか、真斗さんを見てなかったのかな……」

　ボソッとつぶやくと、「やっと分かった？」という女性の声が聞こえて振り向いた。

「美織さん!?」

　そこには美織さんが立っていて、私にキツイ視線を向けている。その威圧感に、思わず息をのんでしまった。

「真斗はあなたと付き合ってから、仕事が浮ついてるのよ。本当、いい迷惑」

「え？　美織さん、私たちが付き合ってることを知ってるんですか？　それに、いい迷惑って……」

　雑誌を棚におさめると、美織さんがついてくるように目配せしてきたので、私たちは建物と建物の間の小さな路地に入った。

「彼とは裁判所でときどき会うことがあるのよ。それに、共通の知り合いの検事や弁護士もいる。私や彼らに映る真斗は、今までの真斗じゃないわ」

　腕組みをする美織さんは、悔しいけれど私より数倍キレイで知的で、そんな格好ですらサマになっている。そんな彼女に負けまいと思いながら、握りこぶしを作った。

「今までの真斗さんじゃないって、どういう意味でしょうか？」

「真斗はいつだって仕事に厳しくて向上心の強い人だった。それなのに、あなたと付き合ってから、彼ってば仕事を早く切り上げようとするし、今日だって勉強会に誘ったのに断られたのよ。こんなの初めて」

　美織さんは吐き捨てるように言うと、憎らしげに私を見た。

「私、全然知らなくて……」

　仕事の話をされると、返す言葉もない。早くも意気消沈してしまい、うつむいた。

「浮ついてるのは、あなたも同じみたいね。ねえ蒼井さん、真斗と別れてくれない？」

「えっ？」

　突然、なにを言い出すのかと思ったら、美織さんに言われる筋合いのないことにムッとする。

　あまりに不ぶ躾しつけな言葉に、彼女を睨んだ。

「不満なのは分かるわ。でも、さっき雑誌で見たでしょ？　真斗はエリート弁護士で、業界を引っ張っていく人なの。検事には手強い相手だけど、私の仲間も彼とやりあうのを楽しみにしてるのよ？」

「だからって、なんで美織さんに別れてほしいだなんて言われないといけないんですか？」

　そうよ、私と真斗さんのことで、美織さんに口出しされる筋合いはない。

　どうにか彼女に食いつくと、鼻で笑われた。

「それは、真斗が分かってないからよ。彼にも言ったわ。あなたとの付き合いはよくないって。彼、なにか変わった様子はない？」

「そ、それは……」

　思い当たることがありすぎて、私の勢いは急速にしぼむ。すると、さらに追い討ちをかけるように、美織さんが言った。

「あるんだ？　やっぱりね。真斗、あなたと付き合ったこと、勢いに任せすぎたって後悔してたもの」

「え……？」

　そんなわけがないって反論したいのに、真斗さんの急な態度の変化が脳裏をよぎって言葉を失った。

　だから、美織さんに会っていたってこと？

　真斗さんに昨夜電話を無視されたことを思い出して、美織さんの言葉が心に突き刺さって離れない。

「彼のために、あなたから別れてくれない？　あなたにとっても身の丈に合った恋愛じゃなかったって言えば、真斗も納得するから」

「そんな……。いくらなんでも横暴すぎます」

　どうして、別れろって言われなければいけないの？　それも元カノに……。

　まったく納得できない私は、この場にいることさえバカバカしくなってきた。

「そうかしら？　このままじゃ彼、あなたに足を引っ張られるだけなの。彼だって後悔してるんだから、あなたから別れてあげて」

　美織さんは勝ち誇ったような顔でそう言うと、去り際に「それが本当の愛情じゃないの？」と釘をさしてきた。




　ほとんど放心状態で家に帰ってひとりになると、美織さんとの会話が思い出されて、胸が苦しくなってくる。美織さんの言ったことを信じたくないのに、考えれば考えるほど心当たりは出てくる。

　そもそも、事務所の先生たちに内緒にしたいと言ったのは真斗さんなのに、なぜ美織さんには話したんだろう。それは、彼女から聞いた通り、私と付き合ったことを後悔してるから？　こちらから電話をかけても出てくれないし、なにより仕事場での冷たい態度はおかしすぎる。

「もう関わってほしくないのかな……」

　そう考えると涙が一筋流れてきて、ベッドに顔を伏せた。

　真斗さんの気持ちを聞きたいけど、無視をされるのが怖くて電話をする勇気なんてない。だけど、心変わりするには早すぎると思う。

「また、会いにきてよ……。少しだけ、期待してたのに」

　でも、そうしたら仕事に集中できないのよね。それを美織さんに指摘されたんじゃないのかな。

　勇一に振られてから初めて、本気で好きになれる人に出会えたのに。幸せは、あっという間に逃げていこうとしてる……。




　＊　＊　＊




　翌日から、真斗さんは研修で県外へ行ってしまった。来島先生も含めて、三人の先生が週明けまで戻ってこない。

　先生たちの研修は前もって知らされていたけど、真斗さんは該当していなかったから、直前になって決まったのだろう。本人が志願したのかもしれない。

　私と顔を合わせたくなかったからかなと、そんなマイナス思考に襲われていた。

〝自然消滅〟。

　その言葉が頭をチラつきながら、気の重い日曜日を過ごしていた。

　明日は、いよいよ真斗さんたちが出社する日だ。少し前なら真斗さんに会えるのが嬉しかったけれど、今はむしろ怖い。明日見せる彼の態度で、私への気持ちがはっきり分かるから。

「はぁ……。嫌だな」

　今日が終わらなければいいという気持ちと、やっぱり真斗さんに会いたい気持ちとで葛藤する。

　気分転換しようとショッピングセンターに来たものの、ため息が出てばかりだった。ふと目についたマネキンの前で立ち止まっていると「由依子ちゃん……？」と私を呼ぶ声がして振り向いた。

「タ、タケシくん？」

　そこには、いつかのコンパで会ったタケシくんが立っている。

　白いシャツをラフに着崩し、膝に穴の空いたジーンズを穿いている。茶髪を散らすようにアレンジしていて、いかにもカジュアルな出で立ちだった。

　見れば見るほど、勇一に雰囲気が似ている。

「オレのこと、覚えてくれてたんだ？　よかった……。由依子ちゃんには、ずっと謝りたかったから」

「私に？」

　二度と会うことのない人と思っていただけに、偶然の再会に驚いてしまった。だけど、あまりに彼が普通に私に接してきたから、それを隠してぎこちない笑顔を向けた。

「うん。夏帆から聞いたんだ。由依子ちゃんが、あのコンパのことを謝ってたって」

「あー、あれね……」

　夏帆ってば、本当にタケシくんに言ったんだ……。

　気恥ずかしい気持ちで彼を見据えていると、タケシくんもバツが悪そうに笑顔を浮かべた。

「由依子ちゃんが帰る間際、ヤケになってひどいことを言って、本当に反省したんだ。ごめん」

　もうほとんど忘れていたことだけに、私も苦笑いをするしかない。

「ううん。元はと言えば、私が悪いのよ。だから、もう気にしないで」

　そう言うと、タケシくんは少し表情を緩めた。

　こうやって改めて見ると、タケシくんもいい人そうな感じがする。こんなふうに声をかけて謝ってくれるのだもの。

　あのときは、はなからタケシくんがどんな人かを見る気がなかったけど、真斗さんに振られかけて心が弱っているからか、それとも、真斗さんと付き合えたことで余裕が生まれたのか、タケシくんと少し向き合える自分がいる。

「いや、そんなことはないよ。夏帆から聞いたけど、由依子ちゃんって法律事務所に勤めてるんだろ？」

「うん」

　夏帆ってば、そんなことまで話したのね……。

「毎日弁護士を見てる由依子ちゃんからしたら、オレなんてチャラい奴にしか映ってなかったよなぁって納得したんだ。気乗りしなくて当たり前だよ」

「そ、そんな……」

　確かにそう思ったけど、素直に理解されると反応に困る。

　そんな私にタケシくんは、穏やかな笑みを浮かべた。

「もっと、由依子ちゃんに自分を知ってもらうことから始めるべきだったんだ。実はオレ、ここの三階にあるメンズショップの店長してるんだよ」

「そうなの!?」

　だから、その出で立ちなんだと妙に納得だ。

　驚きで目を丸くした私に、タケシくんはクスッと笑った。

「やっぱり、ただのチャラ男だと思ってたんだ？　ねえ、由依子ちゃん。少し時間ある？　五分くらい」

　今さら言い訳しても無駄みたいだから、肩をすくめて頷いた。

「よかった。オレの店を紹介したくて。ちょうど休憩から戻るところだったから、由依子ちゃんも一緒に行こう」

「う、うん。休憩なのに、こんな場所をウロウロしてたの？」

　彼に連れられながら、エレベーターを降りる。

　ここはレディースのフロアだっただけに、ちょっと違和感を覚えた。

「また怪しい奴って思った？　レディースものの流行りも、チェックしてるんだよ。そのほうが、メンズものも提案しやすくて」

　タケシくんは、お客さんの九割がカップルで、デート服を買いにくるのだと説明してくれた。だから、レディースものにも詳しいほうがスタイリングを提案しやすいし、トークも盛り上がるらしい。そんな彼なりの勉強のために、休憩時間はレディースものを覗いたりするのだとか。

　真面目な口調でそう話す彼からは、コンパのときのような軽い印象はまったくない。一生懸命仕事をがんばる男性、そんなふうに映っていた。

　もしあの日、今みたいな気持ちを持っていたら、ひとりで飲みに行くこともなくて、真斗さんとバーで出会うこともなかったはず。そうしたら、真斗さんと付き合っていなかったかもしれないんだ……。

「こっち。エレベーターを降りてすぐ左にあるんだ。だから、立地はいいと思うんだよな」

　彼に促されるまま歩くと、ストリートファッション系の店に着いた。

　店内のベーシックカラーは黒で、ＢＧＭはダンスミュージックだ。周りにも似たような店が集まっているけど、ここは素人目から見てもセンスがある。色合いや服の組み合わせ方が目を引いた。

「私ね、本当は元カレに振られたトラウマで、恋に臆病になってたの。コンパの日、タケシくんと向き合えなかったのは、元カレと雰囲気が似てたからなんだ。外見だけで判断しちゃってごめんなさい」

　まるで気負いしなくていい人だからか、少し心を開けたように感じて、自然と自分の過去を話していた。

「そんな事情があったんだ……。じゃあ、オレも少しは望みを持っていいのかな？」

　タケシくんは小さく微笑むと、中へ招き入れてくれた。

　期待させるつもりで言ったわけじゃなかったけど、私を好意的に思ってくれているのは、純粋に嬉しい。ただ、タケシくんの気持ちに応えることができないのに、思わせぶりなことを話したんじゃないかと後悔しながら店の中へと一歩進んだところで、思わず足が止まった。

「あれ、内野先生!?　今日もいらしてたんですか？」

　血の気が引くのを感じながら、立ち尽くす私の横を、タケシくんはそう言って通り過ぎていく。

　な、なんで真斗さんがこんな場所にいるの!?

　研修で留守にしているはずの真斗さんは、いつものスーツ姿で、知らない男の人と並んで立っていた。険しい表情で私を見ていたけれど、タケシくんが近づくと、彼に小さな笑みを向けた。

「ああ、オーナーに呼び出されて、ここが最後の視察場所。そろそろ戻ろうと思ってたんだけど……」

　どうやら、一緒にいる人がオーナーらしい。四十代後半くらいの渋い雰囲気の人で、外国人を思わせるような彫の深い顔立ちをしている。

　真斗さんはタケシくんとも顔見知りみたいで、ますます頭は混乱した。

「今、タケシくんが連れてきた女性、僕のアシスタントの由依子ちゃんなんだよ」

　口元はにこやかだけど、目は完全に睨みをきかせた真斗さんがこちらを見る。

　その言葉にタケシくんは驚いた様子で、私のほうを振り向いた。

「由依子ちゃんが勤めてる法律事務所って、内野先生のところだったんだね!?　すごいじゃないか」

　目を輝かせながら彼は、少し興奮気味に声を上げた。

　だけど私は、ここに真斗さんがいたことに動揺してしまい、タケシくんにぎこちない笑みを返すのが精いっぱい。それに、さっきタケシくんに話したことを聞かれていたんじゃないかと心配だった。

「タケシくんは、由依子ちゃんとはどういう関係？　彼女なのか？」

　私がタケシくんの彼女であるはずがないのに、どこまで親しい間柄なのか探りを入れようとして、意地悪な質問をしていることは分かった。

　自分は、私と付き合ったことを後悔してるんでしょ？　それなら、放っておいてくれたらいいじゃない。

　真斗さんと視線を合わせるのがつらくて、避けるようにそらした。

「いえ！　由依子ちゃんとは、一度会ったきりで顔見知りって感じなんです。さっき、たまたま再会して……」

「そうだったのか。じゃあ、遠慮なく彼女を連れて帰っていいかな？　休日だけど、急きょ仕事を手伝ってもらいたくて」

　それにはタケシくんも、二つ返事で了承した。

　今から、本当に仕事を手伝わされるわけがない。きっと、私をいろいろ詰問したいんだわ。

「由依子ちゃん、休みなのに大変だね。もしまた会えるなら、もっと店のこと紹介するから……」

　タケシくんはそう言って、手際よくカウンターから名刺を持ってきた。そこには役職名である〝店長〟が印字されてある。その下の余白部分に、タケシくんがささっと書いたのは、携帯番号とメアドだった。

「余計なものだったら捨てて」

　彼が名刺を私に握らせると、同じタイミングで真斗さんが声をかけてきた。

「行こう」

「はい……。タケシくん、バイバイ」

　小さく手を振ると、優しく振り返してくれた。

　ひとまず名刺をバッグにしまって店を出ると、一歩先を足早に歩く真斗さんに、思い切って声をかけてみた。

「真斗さん、研修はもう終わったの？」

「終わったよ。このビルのオーナーから呼び出されたから、まっすぐこっちへ来たんだ。最後に由依子に会ってビックリだけど」

　真斗さんは淡々と話しながら、振り向きもせずひたすら歩いていく。そのうちにビルを出て、近くのコインパーキングへ入っていった。そこには、ひと際目立つ高級車が停まっていて、それが真斗さんのものだとすぐに分かった。

「乗って」

　無愛想に助手席のドアを開けた真斗さんは、すぐに運転席に乗り込んだ。

　気まずいまま密室でふたりきりになるのは息苦しいけど、話をするのにはいいかもしれない。

「マンションに寄るから」

　ぶっきらぼうに言った真斗さんは、そのまま車を走らせた。

「え？　マンションって、真斗さんのマンションのこと？」

　まだこの後、真斗さんには仕事があると思っていた私は、部屋に誘われるとは思っていなくて、驚いて彼に目を向けた。

「そうだよ。そのほうが、話しやすいだろ？」

「待ってよ。真斗さん、まだ仕事が残ってるんじゃないの？」

　美織さんの言葉を思い出して、焦りを感じ始めた。

　本当に、真斗さんは私との時間を作るために、仕事が二の次になってる……。とにかく真斗さんを引き止めないと。そればかり考えていた。

「別にいいんだよ。少し話をしたいだけだから、仕事はその後すればいい。だいたい、由依子だって車に乗っただろ？　なんで、いきなりそんなことを言うんだよ」

　真斗さんは制限速度ぎりぎりに、車を走らせている。それだけで、彼がイライラしているのが分かった。

　だけど、負けてはいられない。私と付き合って後悔される以上に、仕事の足を引っ張る存在にはなりたくない。あの雑誌や美織さんの言葉で、真斗さんが弁護士業界を引っ張る存在であることは、よく理解できたから。

「私は真斗さんがこの後事務所に行くと思ってたから、車で話をするつもりだったの。真斗さんのマンションなら、私は行かない」

　すると、真斗さんはいきなり脇道にそれて、ハザードランプをつけて停まった。

「なんで？　オレと話したくないのか？」

　険しい顔の真斗さんに、私は首を横に振る。

「そうじゃないよ。ただ、仕事のほうが大事だって言ってるだけ。私、真斗さんには有名なエリート弁護士でいてほしいもの」

　本当に、私と付き合って後悔してるのかどうかは改めて確認すればいい。とにかく、今は真斗さんに仕事に集中してほしかった。

　それなのに、彼はより険しい顔を向けている。

「それ、どういう意味だよ。エリート弁護士でいてほしいって……」

　なんだか、とても怒っているみたいで面食らう。

「え？　だから、真斗さんは業界から期待されているエリート弁護士なのよ。私との時間より仕事を優先しなきゃ」

　なにか、おかしいことを言ってる？

　わけが分からないままでいると、真斗さんが引きつった笑いを浮かべた。

「由依子にとっては、オレがエリート弁護士であることが大事なんだ？」

　投げやりに言うと、真斗さんは不愉快そうに口をつぐんだ。そんな彼の姿を見て、私は慌てて否定した。

「違うって！　私は、ただ仕事を今まで通り優先してほしいって思ってるだけ」

　真斗さんはなにか誤解している気がする。それとも、こんなふうに意見を言われたのが腹立たしかったのかな……。

「仕事はいつだって、きちんとやってる。そのうえで、由依子に会いたいと思ったんだ。それを、そんなふうに言われるなんて不愉快だな」

　真斗さんはイライラしたようにハンドルを指で叩く。

「なんだ……。私が真斗さんに意見したから、気に入らないのね」

「え？」

　真斗さんの『不愉快』という言葉を、そのまま返したい気持ちに駆られた。

「だって、真斗さん全然分かってくれないんだもん。私は真斗さんに、私と付き合ったことを後悔してほしくないから言ってるのに」

「後悔……？」

　怪訝な顔をした真斗さんを見て、『違うの？』と聞こうとしたとき、彼のスマホが鳴り始めた。

「はい、内野です」

　なんてタイミングが悪いんだろう。肝心の真斗さんの気持ちも聞けていなくて、険悪な雰囲気のまま会話が中断されてしまった。

　どうやら仕事の話らしく、「すぐ資料を作りますから」と言って電話を切っている。

「真斗さん、急ぎの仕事が入ったの？　私も手伝うけど……」

　スマホをジャケットの内ポケットに入れて、真斗さんは私に目を向けた。

「いいよ。悪いけど、ここで降りてくれる？」

「え？　うん……。本当に大丈夫？」

　冷たい言い方をされて少し傷ついたけれど、やっぱり真斗さんが気になってしまう。

「大丈夫だよ。だいたい、由依子は今日休みだろ？　言う通り、仕事を優先するよ」

　早く降りろと言わんばかりに、真斗さんは手を伸ばして助手席のドアを開けた。そんな態度に戸惑いつつも、急いで車を降りる。

「じゃあ、また明日ね。真斗さん……」

　声をかけても真斗さんからの返事はなく、車は走り去っていった。

「なにも、無視しなくてもいいじゃない」

　機嫌を損ねると、かなり冷たい性格になるみたい……。

　結局、なにも有意義な話ができないまま、険悪な雰囲気で別れてしまい、モヤモヤした気持ちで家路につく。

　お互いなにか誤解している気がしてもどかしい。きちんと話せば解決できそうなのにできない。それが切なくて、少し腹立たしくて、そしてやっぱり頭の中は真斗さんでいっぱいだった。










恋愛初心者




「まるでオレは、十代の恋愛相談に乗ってるみたいだ」

　月曜日、昼休みに事務所近くのカフェで、来島先生がため息をついた。

　窓から見える空は、雲ひとつないほど晴れ渡っているのに、ここだけ空気がよどんでいるみたい……。

「すみません……。また先生に、真斗さんのこと相談しちゃって……」

　小さくなる私に、先生は静かに首を横に振った。

「元気がないからどうしたんだって、昼メシに誘ったのはオレだから。それにしても、由依子ちゃんも人の話に振り回されすぎだ」

「そ、そうですか？」

　来島先生は呆れたようにコーヒーを口にする。そしてひと息ついて、私をジッと見据えた。

「オレも人のことは言えないけどさ、真斗も恋愛じゃあ、初心者同然なんだよな」

「え？　初心者ですか？」

　思わず、食べていたサンドイッチを落としそうになった。

　だって、真斗さんが恋愛初心者だなんて到底思えないもの。私に対するまっすぐな想いの伝え方もそうだし、キスや体を重ねるときだって、そんな雰囲気は少しも感じられない。

　驚きで目を見開くと、来島先生はちょっと照れくさそうに頷いた。

「オレたち、いわゆる青春時代を勉強に費やしてたから。多分、同年代の男に比べても、かなり恋愛経験は乏しいと思うよ」

「そうなんですか……。でも、妙に納得です」

　弁護士になるためにどれほど勉強しなければいけないか、それくらい私だって分かっている。恋愛どころじゃない学生時代を、真斗さんも来島先生も過ごしていたんだと改めて感じて、尊敬せずにはいられない。

「だから、人の話に簡単に振り回されるんだよ。由依子ちゃんも、美織の話を鵜呑みにしちゃいけない」

　美織さんに本屋で会った話をしたときから、来島先生は険しい顔をしていたけど、今はほとんど呆れている。

「はい……」

　そう小さく返事をするのが精いっぱいだった。

「真斗もだけど、ふたりがきちんと話をすれば、簡単に解決できる問題だろ？　美織に、由依子ちゃんは性格を見透かされてるんだよ」

　来島先生は深いため息をついてから恨めしそうに見た。

「オレ、結局ふたりの恋を応援してるみたいになってるよな」

「あっ……」

　そう言われて弁解の言葉を探していると、来島先生が手で制した。

「いいよ。諦めたから」

　いつもの冷静な雰囲気で言われてしまい、一瞬聞き流しそうになった。

「先生……？」

「オレさ、性格的なものか職業病か、白黒つけないと気が済まないタチなんだよ。ここまで真斗を好きな気持ちを見せつけられたら、由依子ちゃんを奪おうという気持ちも、ただ空回りしているだけだって気付いたんだ。だからもうきっぱり身を引くことにしたよ」

「先生……」

　そういうところ、来島先生らしい。

　私はただ微笑むしかできなくて、目の前のランチを口にする。

　来島先生もしばらく無言で、そしてふと言った。

「だけど、由依子ちゃんを好きなのは変わりないし、だからこそ君の幸せを望んでる。ただ、ちょっと真斗には意地悪したけど」

「えっ？　意地悪……ですか？」

　先生の優しさに心が温かくなりつつ、最後の言葉が気になった。

　すると、先生は穏やかに微笑んだ。

「真斗に直接聞いてみなよ。そして、きちんと話し合うべきだ」

「はい。ありがとうございます。来島先生。そして、本当にすみません」

　チクリと胸が痛むけど、先生は「そういうことを気にしないでほしい」と言ってくれた。

　先生は優しくて素敵な人なのに、その気持ちに応えられなかった。それならせめて、仕事では支えになりたい。

「先生、仕事ではこれからもお手伝いさせてもらえますか？」

　そう言うと、先生はニッコリと笑った。

「もちろん、そこは真斗には譲らないから」

　そんなふうに返してくれた気遣いが嬉しくて、私も表情がほころぶ。

　今日か明日か、それが難しければ次の週末にでも真斗さんと話をしてみよう。

　そう思っていたら、その日の業務終了後に真斗さんからメールがきた。

【今夜会いにいきたい】

　そう書かれていた。




「いつ来るのかな……、真斗さん」

　先にアパートに戻って真斗さんが来るのを待っていた私は、緊張で落ち着かなかった。

　昨日、気まずい別れ方をしただけに、どんな話をされるのか不安がある。

　真斗さんは今日外出続きで顔を合わさなかったから、何時に来るのかが分からない。

「もうすぐ二十三時か……」

　真斗さんは、タケシくんの店が入っているビルの示談交渉に行っている。なんでも、客側とトラブルがあって裁判沙汰になったらしい。私が昨日真斗さんに会ったのはそのためだと今日知った。

　大事な交渉をしているはずだから、仕事が終わるまでメールも電話もしないで待っていよう、そう決めていたのだ。

　それから十分くらいして、チャイムの音がした。緊張が一気に増す。

「ドキドキする……」

　深呼吸をひとつして鍵を開けると、険しい表情の真斗さんが立っていた。

　なんでいきなり怒っているんだろ。

　さっそく気圧され気味になり、ドアを閉めたいくらいだった。

「真斗さん……？　なんか、怒ってる？」

　まさか、昨日のことをまだ引きずってる……？　だとしたら、なかなか真斗さんもややこしい性格だ。

　そんな気持ちを抱いていると、真斗さんは私を促しながら玄関に入り、ドアを閉めた。

「由依子、無防備にドアを開けるな。さっき、確認もせずに開けたろ？　変な奴だったらどうするんだよ」

「だって、真斗さんが来るって分かってたから……。まさか、それで怒ってるの？」

　私がそう言った途端、真斗さんはバツが悪そうに視線をそらしてため息をもらした。

「そういうところが、オレは子供っぽいんだよな。由依子に、嫌な思いをさせたかったわけじゃないんだ」

「真斗さん？」

　なにが言いたいんだろう……。

　玄関先じゃ、ゆっくり話せないから、彼を奥へ促す。

　ソファもないこの部屋では、ベッドに座るのが一番快適。自然とふたりでそこへ座ると、真斗さんが真剣な眼差しを向けてきた。

「オレと付き合って、息苦しさを感じたり、つまらないと思ってないか？」

「え？」

　突然なにを言い出すのかと思ったら、脈略のない言葉に唖然とした。

「なんでそんなことを言うの？　私が一瞬でもそんなことを思うはずないじゃない。真斗さんこそ、後悔してないの？　私と付き合って……」

　すると、真斗さんは大きく首を横に振った。

「それ、昨日も言ってたけど、そんなことを思うはずがない。なんで、そんなふうに思ったんだ？　誤解させたことがあるなら、説明するから教えてほしい」

「えっと……、そういうわけじゃなくて……」

　この際だから、美織さんから聞いたと言ってしまおう。そうでないと、正しく伝わらない気がする。

　そう思って彼女とのやりとり、そして耶恵さんがカフェで目撃した話をした。真斗さんは黙って聞いていて、話が終わると頭を下げた。

　その姿に戸惑った私は、慌てて彼の肩を掴んだ。

「やめて、真斗さん。なにをしてるの？」

　だけど、真斗さんは顔を上げようとしない。

「由依子を傷つけたから。美織と一緒にいたのは事実だけど、意味なくいたわけじゃない。仕事の話で会っていたんだ」

　少し震えている声に、私の胸は締めつけられた。

　仕事をしているときの真斗さんは、とにかく堂々としている。頼もしい姿しか見せない彼が、これほど動揺しているのが意外で、切なくなってきた。

「ごめんね、真斗さん。少し考えれば、真斗さんが無責任にそんなことをするはずないと分かるのに。聞けばよかったのよ、真斗さんに」

　ひとりで悶々と考えても、結局、真斗さんを疑うばかりだった。『人の話に振り回されすぎだ』と言った来島先生の言葉が身にしみる。

「いや、誰だって人づてで聞けば頭の中でいろいろ考える。まして美織は元カノだし、オレが軽率だったんだよ。だけど、信じてほしい。彼女には未練なんてない」

　真剣な口調の真斗さんに、嘘はないと信じられる。

「うん」

　小さく頷くと、真斗さんは少し安心した表情で、そっと抱きしめてくれた。

「オレも、この前裁判所で会ったときに美織に言われたんだよ。由依子はきっと、弁護士のオレが好きなんだって……。それを真に受けて、あんな冷たい態度をとってしまった……」

「そんな……ひどいよ。私は真斗さんの肩書きが目当てで好きになったんじゃない」

　美織さんがそんなことを言ったのは腹が立つけど、真斗さんが鵜呑みにしていたことにも傷ついた。

　さすがに聞き流せず、彼の体を押し返した。

「まさか、美織さんの言ったことを疑いもせず本気にとったの？」

　わざと睨むと、真斗さんは弱々しくうなだれた。

「ごめん……。心底そう思ってたわけじゃなかったんだけど、オレの周りにはそういう女性が多いから……」

　そういう女性というのは、真斗さんの肩書き目当てで近寄ってくる人のことだろう。だから、疑心暗鬼になる気持ちも分かるし、私も遠距離で振られたことで自信をなくしていたから、ネガティブに考えすぎてしまったところもある。

「分かったわよ、真斗さん。私も悪かったから。美織さんの話を鵜呑みにしすぎてた。ごめんなさい」

　美織さんは、さすが検事だけあって、言い方に妙に説得力を感じるというか、有無を言わせないオーラを放っている。そんな彼女のマジックに、真斗さんまでかかるんだから、なんだかもう笑いが出そうだ。

「オレも鵜呑みにしすぎてた。秀一にもダメ出しされたよ」

「えっ？　来島先生？」

　突然出てきた来島先生の名前に、私は一瞬キョトンとした。

　すると、真斗さんはバツが悪そうに苦笑いした。

「研修のときにオレ、秀一に由依子のことは絶対に渡さないって、タンカきったんだ」

「どういうこと？」

　恥ずかしいやら嬉しいやら、気持ちがドキドキしてくる。

「だって、秀一は由依子のことが好きだろ？　付き合っていることは秘密にしてたけど、そんなこと言ってる場合じゃないとも思って……」

「それで来島先生に言ったんだ……？」

　案外、真斗さんって大胆なところがあるんだと驚いた。でも、それは嫌じゃない。

「ああ。だけど、秀一はオレたちのことを知ってたからビックリしたよ。由依子、しゃべったんだろ？」

　軽く睨まれて、今度はこっちが肩をすくめる。

「ごめんなさい……。うっかりしゃべっちゃって」

　すると、真斗さんが小さく笑った。

「別にいいんだよ。照れくさかっただけだから。でもおかげで、あいつと本音で話せたからよかった」

　どんな話だったのか、それを問いかける前に真斗さんは続けた。

「いかに自分が子供っぽいか分かったよ。オレは、由依子が秀一と仲良く話してるだけでおもしろくない。そして、それを表に出す割には言葉足らずだから、由依子を不安にさせる。本当は、由依子に冷たく当たった理由に、秀一へのヤキモチもあったんだ……」

「そんな……。私には真斗さんだけなのに。それに、来島先生と話をして、自分がどれだけ子供っぽいか分かったのは私も同じよ」

　そう言うと、真斗さんは呆れたように笑った。

「オレたち、なにやってるんだろうな。肝心の相手に話をする前に、秀一に話してるんだもんな」

「本当だよね。私、もともと恋愛が上手なタイプじゃないけど、真斗さんと一緒だともっと下手になるみたい」

　笑ってごまかすと、彼がふわりと抱きしめてきた。

「それ、オレも同じ。仕事ならなにも考えずに突き進めるのに、由依子のことになると全然ダメだ。恋愛初心者だって、自覚したよ」

　ため息交じりの口調に、思わずクスッと笑った。

「その割には真斗さん、キスも私を抱くのもとっても上手じゃない」

　半分からかうつもりで言ったのに、真斗さんは抱きしめている腕の力を強くした。

「それは、由依子を好きだから、そうなってるんだよ。気持ちがそれだけあるってことだ」

「真斗さん……」

　こんなふうに抱きしめられると、ドキドキが高まってくる。

　さっきまでとは違って、いつもの余裕たっぷりな真斗さんに戻っていた。

「これからは、なんでもふたりで話し合おう」

　真斗さんの優しい声に、私は小さく頷いていた。

「うん。これからは、ひとりで考えないことにする」

　そっと見上げると、真斗さんは私の顎を引き上げて、そしてキスをした。

「ん……、真斗さん……」

　息も止まるほどのキスに、頭がクラクラする。

　やっぱり私は、こうやって大好きな人と一緒にいて、想いを確かめ合う時間が一番大切だと改めて実感した。




　＊　＊　＊




「おはようございます！」

　昨夜、真斗さんと過ごした余韻が残るからか、朝からテンション高く出勤できた。

「おはよう」

　事務所に入るとすぐに真斗さんと目が合い、挨拶を返してくれる。それだけのことなのに、嬉しくてさらに元気が出てきた。

　真斗さんの側にいた来島先生は、私たちのやりとりを苦笑いで見ている。結局、一番私たちの気持ちを知っているのは先生だ、そう思うと気恥ずかしかった。

　来島先生に、わざと涼しい顔を向けて通り過ぎたとき、「由依ちゃん、真斗ちょっといいか？」と大先生に声をかけられた。

「はい」

　思わず真斗さんに目を向けると小さく頷かれ、ふたりで奥の応接室へ向かう。

　改まって、大先生に呼び出されるなんて珍しい。いったい、なんの話だろうと不思議に思いながら部屋へ入ると、ソファに座るなり、大先生が満面の笑みで言った。

「由依ちゃん、真斗と付き合ってるんだろ？」

「えっ!?」

　私は思わず声を上げた。

　真斗さんがどこまで秘密にしておきたいのか、いまいち曖昧だから、なんて答えていいのか分からない。

　すると、私の隣に座っている真斗さんが、バツが悪そうに口を開いた。

「ごめん、由依子。研修の間に、親父にも話したんだ」

「そ、そうだったの？」

　確か来島先生が、真斗さんはお父さんと仲がいいと言っていたっけ。

　私とのことを話してくれたのは嬉しいけど、交際に反対されるんじゃないかという不安はどこかにあった。だけど大先生の反応を見る限り、それはないようでホッとする。

「いやあ、真斗から聞いたときには驚いたけど、僕はよかったと思ってるんだよ。由依ちゃんは、てっきり来島先生が好きなんだと勘違いしていたからね」

「いえ、そんなことはないんです……」

　そういえば、いつだったか来島先生とのことを誤解している感じだった。

　ぎこちない笑顔を浮かべる私に、大先生は続けた。

「真斗が由依ちゃんを好きなのは、僕から見ても分かっていたから。息子の気持ちが報われて安心したんだよ」

「そうだったんですね……。そう言っていただけると、私も嬉しいです」

　大先生は、相手が私でも喜んでくれるんだ。きっと、美織さんとのことも知ってるはずなのに。

　彼女と比べると、すべてにおいて私のほうが劣っていると思うけれど、こんなに快く受け入れてもらえたことに感動する。気を緩めると涙が出そう……。

　だけど、そんな感動に水を差すように、真斗さんが口を挟んできた。

「あのさ、まったりとした空気を破るようで申し訳ないんだけど、そんなことを言うために、オレたちを呼び出したのかよ？」

　怪訝な顔の真斗さんを見て、私も背筋を正す。

　いけない、いけない。

　勤務中だったことを忘れていて、気を引き締め直した。

　真斗さんの仕事の邪魔にはなりたくない、その気持ちは美織さんの言葉に関係なく思っていること。誤解も解けて安心できたのはいいけど、公私混同は避けなければ。

　すると、大先生が咳払いをして苦笑いした。

「いや、そうじゃないんだ。脱線して悪かった。実は由依ちゃんに、真斗のアシスタント業務を降りてもらいたくて呼んだんだよ」










お互いの想いを再確認




「えっ？」

　真斗さんと同時に声を上げた私は、一気に血の気が引いてくる。

　まさか、笑顔の裏では私たちの交際に反対しているとか……？

「あの、大先生。なんでですか？　やっぱり、私たちが付き合うことに反対されているんでしょうか？」

　もしそうなら、どうしようと焦っていると、大先生が困ったように笑った。

「違うんだよ、由依ちゃん。それに、真斗もそんなに睨むんじゃない」

「じゃあ、なにが理由なんだよ？」

　真斗さんは眉間にシワを寄せて、大先生を見つめている。

「それが、来島先生の提案でなぁ。付き合ってるお前たちが、職場でもあまり近い場所にいるのはどうかっていう……」

　アハハと笑ってごまかす先生を見ていると、来島先生に丸め込まれたのが透けて見えるようだ。

　大先生は仕事ではやり手だけど、それを離れると気のいいオジサマといった雰囲気の方。人の心をあやつるのは、来島先生のほうが一枚も二枚も上手だ。

　だけど、なんで来島先生が、そんなことを言い出したんだろう。私への想いを諦めると言ったときの先生は、大人の男らしい潔さを感じたんだけど……。まさか、私たちの邪魔をしようと思っているはずないし……。

　隣の真斗さんにチラッと目を向けると、どこか考えごとをしているようで目を宙に向けている。

「僕も来島先生が由依ちゃんを好きなんだろうとは気付いていたし、実際そうだったんだろう？　いろいろ私情もあるだろうけど、先生の言い分も一理あるし、ここは我慢してくれないか？」

　ごめんねと言わんばかりに片手を顔の高さまで上げた先生は、「仕事、仕事」とそそくさと出ていった。

　ふたり取り残された部屋で、真斗さんはずっとなにかを考え込んで、心ここにあらずになっている。いろいろ聞いてみたいけれど、あまり長くここにいては他の先生たちに変に思われそうだ。

　そう考えて立ち上がると、真斗さんもつられるように立ち上がった。

「秀一が、親父に自分の気持ちを話してるなんて意外だったな。アシスタントを外れるのは残念だけど、その分、プライベートではたくさん一緒にいよう」

　真斗さんはそう言って小さく笑うと、先に部屋を出ていった。

　途中までは、大先生に噛みつきそうな雰囲気だったのに、やけに物分かりのいい真斗さんはさすがだ。少し寂しさを感じつつも気を取り直してデスクへ戻ると、さっそく耶恵さんに声をかけられた。

「由依子ちゃん、なんのお咎とがめをくらったのよ？　突然、真斗先生のアシスタントを外されるなんて」

「えっ!?　もうご存じなんですか……？」

　すでに耶恵さんの耳に入っていることにも驚きだけど、私の粗相で外されたと思われていることにビックリした。

「たった今、大先生から聞いたのよ。真斗先生、しばらくは顧問企業の裁判で忙しいのに、由依子ちゃんが外されちゃうなんて。衝撃的だわ」

「は、はぁ……」

　今日からは、耶恵さんが真斗さんのアシスタントにつくらしく、忙しそうに資料を集めてきている。本当はなんのお咎めでもないのに、耶恵さんにまで迷惑をかけてしまって申し訳ない。真斗さんと付き合うこと、その意味を今さらながら分かった気がして、少し落ち込んだ。




「まあ、ほとんどオレのせいだから愚痴は聞くけど、プライベートで真斗とは過ごせるんだから、別にいいじゃないか」

　分厚い六法全書を閉じた来島先生は、呆れたように大きなため息をひとつついた。あの後、事務所奥の資料室で先生の資料作成を手伝いながら、ついアシスタントを外されたことを愚痴ってしまっていた。

　作業を終えた私たちは、本やファイル類を片付け始める。私の手が届かない高い棚は、先生がさりげなく助けてくれた。それなのに感謝の言葉もそこそこに、私は来島先生を軽く睨む。

「本当は、どういう意図で真斗さんのアシスタントから外すことを提案されたんですか？」

　かわいげがないと自覚しながらも、恨み節のように言ってしまう。

　もともと、先生たちの中では一番親しみやすかった来島先生だけど、最近はさらになんでも話しやすい、そんな雰囲気を感じ始めて、率直に質問をしていた。

「別に深い意味はないよ。ただ、仕事のときくらい由依子ちゃんを独占してもいいんじゃないかと思ってさ」

　この間は、きっぱり諦めるなんて言っていたのに。まったく、どこまで本気なんだろう……。

　なにも言い返せない私に、来島先生はニヤッと笑った。

「言ったろ？　由依子ちゃんのことは諦めるけど、好きではいるって。真斗の邪魔をするつもりはないけど、オレなりにやりたいことをやらせてもらおうかなって」

「先生って、意外と積極的なんですね」

　半分、嫌みのつもりで言うと、来島先生はおもしろそうに笑った。

「こんなふうに自分を出せるのは、相手が由依子ちゃんだからだよ。それと、オレはふたりを傷つけるつもりはないから」

「分かってますよ。来島先生がそんな人じゃないって」

　先生の少し冗談めかした言い方は、来島先生の気持ちが、私の負担にならないように気遣ってくれているからだと分かっている。だから素直に笑顔を向けると、ちょうどドアが開いて、真斗さんと耶恵さんが入ってきた。

「あ、お疲れ様。由依子ちゃん」

　笑顔で挨拶をする耶恵さんとは対照的に、真斗さんはまるで愛想がなく仏頂面だ。だけど来島先生は気にかける様子もなく、「由依子ちゃん、オレたちはもう出よう」と、私の背中を押して促した。




　結局その日は、真斗さんと接近できたのはそれっきりで、それほど広くない事務所なのに、彼とはほとんどすれ違っていた。

　特に今日は、先生たちの出張が控えているのもあり、新幹線の切符を買いに行ったり、裁判所への書類提出があったりと、私自身も外出が多かった。

「想像以上に真斗さんの顔が見られないものなのね……」

　帰宅し、夕飯もお風呂も終えてベッドでひと息つく。事務所を出るときには真斗さんはいなくて、せめて彼の顔を見てから一日を終えたかった。

「電話、してみようかなあ……」

　スマホを眺めても、真斗さんからの連絡は来ていない。

　顧問弁護士の仕事が忙しいから仕方ないけど、せめて声くらい聞きたい……。

　だけど、ワガママを言ってはいけない。絶対に真斗さんの足を引っ張らない、そう決めたんだから。

「よし！　メールにしよう。それなら迷惑にはならないだろうし」

　シンプルに【お疲れ様。また明日】とだけ送ろう。これなら急いで返事をしなければいけない内容じゃないし、真斗さんに負担をかけないはず。

　そう思ってメールを打ち始めたとき、チャイムの音がした。

「もう、タイミング悪い……」

　二十一時過ぎに来客なんて、宅配くらいしかない。

　私は月に一回、アクセサリーが届く通販を注文している。それがそろそろ届く頃だ。

　真斗さんへのメールを邪魔され、ため息交じりに立ち上がり、玄関へ向かった。

　以前、無防備にドアを開けたと真斗さんに叱られてから、ドアの覗き穴できちんと確認することに決めている。サンダルを履き、覗き穴から外を見てみると、そこには真斗さんが立っていて驚いた。すぐにドアを開けた。

「真斗さん！」

　まさか、来てくれるとは思っていなかったから、本当に嬉しくて気分も高まる。

　きっと、仕事が終わってまっすぐ来てくれたに違いない。疲れているはずなのに会いにきてくれて、顔が緩むのを止められなかった。自然と笑顔がこぼれる私を、真斗さんはギュッと抱きしめた。

「真斗さん……。どうしたの？　いきなり……」

　ドアは自然と閉まり、サンダルにルームウエア姿の私を、真斗さんは黙ったまま抱きしめ続けた。ドキドキする気持ちも感じながら、なにも話さない彼が心配になってくる。

「なにかあったの？　ご飯は？　ずっと仕事だったんでしょ？」

　すると、真斗さんがようやく口を開いてくれた。

「食べてきた。それより、由依子に会いたかったんだ。誰もかれも、由依子が好きなんだな……」

「えっ？　なんのこと？」

　いったい、真斗さんはなにが言いたいんだろう。

　わけの分からないまま、少し混乱気味の私を真斗さんはそっと体を離して見つめた。優しく見下ろすその眼差しに、心がほんわか温かくなる。

「今日も仕事であのビルに行ったら、タケシくんに会ったよ。本当、たまたまだったんだけど、彼、かなり由依子を気にしてた」

「タケシくんが？　そうなんだ……」

　今、真斗さんの一番の仕事はあのビルを経営する会社の弁護だ。頻繁に出入りしているから、タケシくんに会っても不思議じゃない。

「由依子に連絡先を渡したろ？　電話もメールもくれないって落ち込んでた」

　タケシくんがそれほどまでに私を気にかけていたことに驚きだ。普通にモテそうな人だから、とっくに諦めたと思っていたのに。

「だけど、私は連絡をするつもりはないから。タケシくんに、変に期待を持たせるほうが不誠実でしょ？」

　そう答えると、真斗さんは小さく頷いた。

「由依子の言う通りだな。だけど、本当に後悔してない？　彼に、元カレの話をしてたろ？　タケシくんと気が合ったのかなって、実は心配になったんだけど」

　タケシくんのお店で出くわしたときの会話をしっかり聞かれていたらしい。あのとき、真斗さんがいるとは知らなくて、余計なことを話したと思う。

「違うわよ、真斗さん。あれは、タケシくんへの態度の悪さを言い訳していただけなの。気が合ったとかじゃないから……」

　慌てて弁解すると、真斗さんはクスッと笑った。

「ごめん。ちょっと意地悪な言い方をしたよな。由依子にその気がないことくらい、彼に連絡を取っていないんだから分かってる。でも……」

「でも？」

　少し間を空けて、真斗さんは穏やかに言った。

「分かってても、由依子のことになるとコントロールができない。由依子を他の男の目に触れさせないようにして、独り占めしたいって思ってしまう」

　そして彼の顔が近づいてきて、私たちの唇は重なった。優しく抱きしめる真斗さんの手が、私の背中をなでていく。舌を絡ませていくキスに、私の呼吸はあっという間に乱れていった。

「真斗さん……。少し、離して……」

　このままだと、理性が飛んでいきそう。せっかく会いにきてくれたのだから、少しくらいは普通の会話がしたい。

　すると、真斗さんは少し不満げに体を離した。

「なんで？　嫌？」

　こんなときの彼は子供っぽくて、ちょっと笑いがこぼれそうになる。〝エリート弁護士〟という肩書きに違和感を覚えるほど……。

「そうじゃないの。ただ、せっかく真斗さんが来てくれたんだもの。しばらくは世間話とか、仕事の話をしたいかなって……」

　いろいろ、聞けていないこともあるし、甘い夜は少しお預けにしてもらおう。

　その気持ちは真斗さんに伝わったみたいで、小さく微笑んでくれた。

「分かった。オレも由依子を抱きたくて来たわけじゃないから。ただ会いたかった。それだけ」

「真斗さん……。ありがとう。大好き……」

　思わず彼に抱きつくように体に手を回すと、苦笑いをされてしまった。

「そんなことされると、我慢できなくなっちゃいそうだけど」

「えっ!?」

　自分から抱きついたくせに、なんだか急に恥ずかしくなって、パッと手を離した。そんな私に、真斗さんは優しい笑みを向ける。

「お邪魔します」

　部屋の奥へ進む真斗さんの背中を見つめていると、愛おしさが込み上げてくる。

　きちんと手入れをされたスーツは、クリーニングに出しているのだろうけど、それですら多忙な真斗さんにはきっと大変だろうな。そんな想像に駆られてしまい、小さなことでもいいから、彼の支えになりたいと思ってしまった。

「真斗さん、私で力になれることはない？」

　ふと呼びかけると、真斗さんが振り向いた。

「どうしたんだよ、急に。また誰かになにか言われた？」

　穏やかに笑みを浮かべる真斗さんに、私はゆっくり首を横に振った。そして、真斗さんの側へ歩み寄ると、彼を見上げる。

「私ね、元カレとは学生時代から付き合って、そのまま遠距離になったじゃない。だから、彼を支えるというより、一緒に楽しい時間を過ごしたいっていう気持ちのほうが大きかった気がするの」

　ひとつひとつ、丁寧に言葉にすると、真斗さんは真剣な表情で聞いてくれた。

　そんな彼の反応に少し安心した私は、さらに続ける。

「だからなのかな……。浮気されちゃって、あっさり振られたのは。彼にとって、私の存在はそんなに大きくなかったのかもしれない」

　今思えば、自分自身思いやりに欠けていた気がする。そんな大事なことを、真斗さんと付き合うまで分かっていなかった自分が情けない。

「由依子にとって、彼は本当に好きな人だったんだな。分かっていても、やっぱり妬けるよ」

　愛おしく髪をなでてくれる真斗さんに、私は笑顔を浮かべた。

「うん、好きだった。でも今は、勇一よりずっと好きになれる人に出会えたから。真斗さんこそ、美織さんに未練はないの？」

　本気で思っているわけじゃないけど、自分への気持ちを再確認したい気持ちもあって、ちょっと意地悪な質問をすると、真斗さんは困ったように苦笑いした。

「いつかの耶恵ちゃんに見られたやつのことを言ってるんだろ？　美織の気持ちは分かってるけど、オレは彼女に未練はない。それはきっぱり言ったよ」

「だけど初めて会ったとき、振られたって言ってたよね？　あれは美織さんのことだと思ったけど……」

　確かにそう言ってた。だから、私と話せて楽しかったとも。あのときは、恋人と別れて寂しさがあるのかなと思ったんだけど……。

　すると、真斗さんは少し慌てたように弁解した。

「美織とは話し合いでお互い納得して別れたんだ。ただ、結果的には彼女からケリをつけたから、ああいう言い方をしただけでさ。未練があるとか、そんなんじゃないよ」

「ふうん。その割には、美織さんがピッタリくっついてたんだよね？」

　ニヤッとした私とは対照的に、真斗さんはどんどん小さくなるようにうなだれた。

「あれも、もちろん拒絶したさ。でも、どうも強引だったというか……。人前なのもあって、あまり派手に拒めないだろ？　やめろと振り払うわけにもいかないし……」

「そうだったんだ……。だけど、真斗さんって、案外そういう押しに弱いのね」

　これはさすがに意地悪すぎる発言だったかもしれない。この程度の返しくらい、真斗さんにはなんてことないはずなのに、すっかりしょげてしまっている。力なくベッドへ座り込んだ彼が少し心配になって、私も慌てて隣に座った。

「真斗さん……？」

　顔を覗き込んでも、こちらを見ようとしない。床に視線を落としたままの真斗さんが、ポツリとつぶやいた。

「自分に自信はあったほうなんだけどな。でも、由依子と付き合ってから、自己嫌悪に陥ることが多いよ」

「やだ、真斗さん。今さら、だから私と付き合いたくないとか言わないでよ？」

　そんな弱気な発言をされると不安になる。

　思わず真斗さんの腕を掴んだけれど、それでもこちらを見てくれない。

「由依子の気持ちだって、分かってるつもりなんだ。でも、秀一やタケシくんが絡むと、自分を見失うし……」

　気落ちした真斗さんを、とてもまともに見ていられない。軽々しく茶化したように言ったことを反省する。きっと、真斗さんのプライドを傷つけてしまった。

「ごめんね、真斗さん。そんなに気にするとは思わなくて。私だって一緒だよ？　真斗さんのことを考えると、まともな思考回路にならないもん。だから、顔を上げて」

　顔を覗き込むように近づけると、真斗さんがニッと笑った。その変わりように一瞬、戸惑う。

「少し仕返し。大丈夫、なにも気にしてないから」

「え!?　まさか、わざとだったの？　ひどい、心配したのに」

　やっぱり、真斗さんは私より上手だ。

　唇を尖らせると、彼がポンポンと私の頭を叩いた。

「ごめん、ごめん。だって、由依子がいじめるからさ。オレは、とにかく由依子に会いたくて来たのに」

　そう言った真斗さんは、私を優しく抱きしめた。温かくて大きな手に包み込まれると、鼓動がどんどん速くなる。

　ほのかに匂う甘いコロンの香りを感じながら、そっと体を預けた。

「だけど、仕事を切り上げたわけじゃないから。ちゃんと終えてから来たんだ。誤解しないように」

　笑いを含ませた真斗さんに、私もクスッと笑う。

「うん、分かってる。美織さんに会ったりするのは複雑だけど、真斗さんにはこれからも立派な弁護士であってほしいから……」

「期待に応えられるようにがんばるよ」

　雑誌に載るほどのやり手弁護士が恋人だなんて、つくづく信じられない。

　だけど真斗さんとの恋愛に、ステイタスなんて関係なかった。

「ねえ、真斗さん。私、真斗さんの肩書きが大事なわけじゃないから。弁護士だろうがなんだろうが、真斗さんが側にいてくれたらいいの……」

　タケシくんの店で会った日、真斗さんに誤解をされたみたいで不本意だった。本気でそう受け取ったわけじゃないと信じてはいたけど、自分の口からきちんと伝えたい。

　そんな想いに応えてくれるように、真斗さんは体を離してそっとキスをした。

　あんなに会話をしたいと思っていたのに、結局じれったく服を脱いだ自分に呆れる。だけど、真斗さんのキスは優しくて、でも少し刺激的で、気を緩めたら抵抗する気なんて失せていた。ベッドの上で体を重ね合いながら、彼の優しい愛撫に声がもれる。

「あっ……真斗……さん」

　汗ばむ真斗さんの体を抱きしめて、こんな夜を過ごせる幸せを改めて感じていた。










真斗の想い




　シングルベッドでふたり並ぶのは狭いから、体を重ねた後は、抱きしめ合っていた。ベランダ側の窓から心地よい風が吹いてきて、火照った体を冷やしてくれている。

「由依子、さっきのオレの力になりたいって言葉。本当はどういう意味だったんだ？」

　真斗さんのぬくもりに浸っていた私は、そう聞かれてあれこれ想像を始めた。

「うーん……。例えば、真斗さんが着てるスーツをクリーニングに出してあげたいとか、掃除をしたいとか、ご飯を作りたいとか……。仕事以外でもたくさん」

　会社の外でも、それくらい真斗さんと一緒にいたいと思ってしまう。

　たいしたことは言えてないかもしれないけど、気持ちが伝わったらいい……。

　すると、真斗さんが私の髪を優しくなでながら言った。

「まるで奥さんみたいだな」

「えっ!?　お、奥さん!?」

　ビックリした私は、思わず起き上がる。

　そんなつもりじゃなかったけど、言われてみれば納得だ。

　なんの自覚もなくさらりと口にした自分に驚いて、目を丸くしながら真斗さんを見下ろしていると、彼がキョトンと私を見ている。

「なにをそんなに驚いてるんだよ？」

「だって、すごいことを言っちゃったなって思って……。そういうつもりじゃなかったんだけど……」

　顔から火が出そうとは、こういうことを言うに違いない。真斗さんがどう受け止めたのか気になって仕方なかった。引いていなかったらいいけど……。

「オレは、そういうつもりで言ってくれたのかと思ったんだけど」

「そんなんじゃないよ……」

　本気で言っているのかどうなのか、少なくとも引いてはいないみたいでホッとする。

　そして、気が抜けると同時に、また彼の胸へ体を預けた。

「なあ、由依子」

「なに？」

　再び真斗さんに髪をなでられながら、その居心地のよさに目を閉じる。

　こうやって癒されているから、私も真斗さんを癒したい、そう思うのだけど……。

「一緒に暮らしてみないか？」

　またもや真斗さんのビックリ発言に、私は今度こそ飛び起きた。

「一緒に暮らすってどういうこと!?」

　真斗さんも起き上がって、頭が混乱状態の私にシャツを羽織らせた。

「一応、真面目に話してるつもりだから」

　確かに、真っ裸で会話もないけど、そういう真斗さんだって服を着ていない。それでも真剣な表情をして言った。

「オレは由依子ともっと長く一緒にいたい。ここをいきなり引き払ってっていうのは強引だから、オレのマンションに来てみないか？　試しに一カ月だけとか……」

　十分強引な誘いだけど、真斗さんの想いに胸は高鳴った。

　それに私だって、もっと一緒にいたい。

　同じ気持ちだったことが嬉しくて、戸惑いはすぐに消えて頷いていた。

「たくさん力になりたい。真斗さんを支えられる存在に……」

　そう言った私を見て、真斗さんは嬉しそうに目を細めると、痛いくらいに抱きしめてくれた。




『プチ同棲ってとこかな？』

　真斗さんは冗談めかした言い方で、その夜のうちに合鍵を渡してくれた。

　カード型の鍵は、もともと二枚あるものらしい。それを持っていたということは、最初から同棲の話をするつもりだったということだ。

　真斗さんにそれを言ってみると、照れくさそうに認めた。

　仕事では、アシスタントを外されたことが恨めしかったけど、それが逆によかったのかもしれない。真斗さんはそれが思いのほか寂しくて、同棲を考えついたと言っていたから……。そう思うと、来島先生の提案も感謝だ。




　＊　＊　＊




「今日はやけに機嫌がいいんだな」

　ふと来島先生の声がして我に返った私は、ごまかすように笑った。

　今日は、先生とふたりで裁判所へ来ている。といっても、裁判があったわけではなく書類提出のため。本来は、ふたりで来るほどのことではないのだけど、資料作成に必要な文献を探すために一緒にやってきた。

「真斗とうまくやってるんだろ？　よかったじゃないか」

　嫌みのかけらもない口調で、来島先生はそう言った。

　先生からの私への気持ちは胸にしまって、こんなふうに話を振られたときは、素直に答えることに決めていた。きっと余計な気遣いは、先生も嬉しくないだろうから。

「そうなんですよ。実は、真斗さんから合鍵をもらっちゃって……」

　自然と顔が緩みそうになるのを、必死で抑える。すると、先生は驚いたように目を見開いた。

「もうそんなに話が進んでたのか。だけど、どおりで納得だよ」

　裁判所の長い廊下をゆっくりと歩きながら、先生は小さくため息をついた。

「どおりでって、なにかあったんですか？」

　含みのある言い方に、怪訝な顔を向けた。そんな私に、先生は呆れたように言った。

「今夜は、同期会をする予定なんだけど断わられたから。由依子ちゃんが帰ってくるんじゃ、仕方ないか」

「えっ？　そうなんですか？　同期会って大事なものですよね……」

　まさか、本当に私が理由で断ったの？

　そこまでして、私との時間を作ってくれる必要はないと思ってしまって複雑だ。真斗さんには、自分の時間も持っていてほしい。

「いや、同期会っていっても恒例の司法修習時代の仲間で集まるだけだから。また次の機会で大丈夫だよ」

　来島先生にそう言われ、ますます複雑になる。

「それって、美織さんも来る集まりですよね？　勉強をしたりする……」

　確認のために聞いてみると、来島先生は小さく頷き、「だからって気にする必要はないから。真斗は、美織には未練なんてないよ」とフォローしてくれる。

　だけど、私が気にしているのはそんなことじゃない。美織さんにいつか言われたことが甦ってきて、とても素直に聞き流せなかった。

　同期会って、勉強会や情報交換なんかもするんじゃないの……？　どうして、行かないんだろう。

　モヤモヤした気持ちのまま、裁判所を出る直前だった。

「あ、秀一。それに……」

　正面からやってきたのは美織さんだった。ダークグレーのパンツスーツに身を包み、髪は後ろで結んでいる。スーツが知的さを際立てていて、視線が合うだけで圧倒されそうだ。

「蒼井さん……。本当、どこまでも真斗の足を引っ張るのね」

「えっ？」

　美織さんから憎々しげに見つめられて、今夜の集まりのことを言っているのだろうと分かった。だから、悔しい気持ちはあるのに言い返せない。

　すると、私の半歩前へ出た来島先生が、美織さんに硬い口調で言った。

「そういう言い方は、子供じみてるんじゃないか？　行くか行かないか、判断するのは真斗だろう？」

　先生が私をかばってくれているのが分かって、胸が締めつけられるようだった。ただ黙って先生の後ろに立っていることしかできないのが悔しい……。

「そういう決断をさせてるのは、彼女の存在でしょ？　どこまで真斗の足を引っ張るつもり？」

　え？　私の存在……？

　私の存在そのものが、真斗さんの足を引っ張ってるっていうの？

　美織さんに心の中ですら反論する気力を失ってしまい、ただ来島先生の後ろで黙っていた。すると、先生の手がスッと伸びてきて、私の手を優しく包み込んだ。

「美織、お前が真斗のプライベートをごちゃごちゃ言う権利なんてないだろ？　あいつのプライベートは、由依子ちゃんのものだ」

　そう言って先生は、私の手を引き、その場を足早に過ぎ去った。

　すれ違う間際、美織さんが私を憎らしげに見ているのに気付いたけど、目をそむけることしかできなかった。

　やっぱり私が真斗さんの足を引っ張っているの……？

　その不安がまた頭をもたげてきて、今夜から真斗さんのマンションへ行く予定なのに、少し気分が落ち込んでしまった。

　真斗さんに会ったらどんな顔をすればいいのだろう。同期会を断ったことを聞かされたのを、黙っていたほうがいいのか、それがどうしても分からない。

「来島先生、ありがとうございました。私ひとりだったら、なにも言い返せなかったと思います」

　しばらく歩いた後、お礼を言った私に、先生は優しく微笑んだ。




　その日は、私も真斗さんも外出が多く、事務所で顔を合わせる機会がほとんどなかった。だから、こうして彼のマンションに帰ることができるのは、本来なら嬉しいことのはずなのに……。

「なんか、憂鬱……」

　あらかじめ教えてもらったパスワードをエントランスで入力し、真斗さんのマンションに入る。ここからまたエレベーターに乗って部屋へ向かうことになる。

　エレベーターには同乗者がいた。四十代くらいのスーツを着た男性で、ビシッとして男前だけど、真斗さんと違って冷たそう……。乗り込むときに会釈をしたのに無視をされてしまった。その男性が途中のフロアで降りていくとき、背筋を伸ばして颯爽と歩く姿を見て、きっと真斗さんと同じエリートだと思わせられた。

　そもそも、このタワーマンション自体が高級なのだから、そういう人がたくさんいてもおかしくない。しみじみ、自分がここにいることを不思議に感じてしまった。

　最上階に着くと、慣れないカードキーを使って、部屋に入る。玄関ホールは自動で明かりがつくけれど、奥のリビングは真っ暗だった。

「まだ帰ってるわけないか」

　廊下の電気をつけて、リビングに向かう。

　そして部屋の電気をつけようとして、ふと窓から見える夜景が目に飛び込んできた。

「キレイ……」

　初めて来たときも思ったけど、キラキラ輝く街のネオンが、まるで宝石のように見える。

　バルコニーの天井部分には小さなライトが付いていて、明かりは適度に保たれていた。その薄暗さが非日常感を醸し出し、リアルを少し忘れさせてくれる。だから、リビングの電気はつけないまま、バルコニーに出て夜景を眺めることにした。

「ロマンチック……。真斗さん、本当は美織さんと見たかったのかな……」

　美織さんが、このマンションに来たことがないだろうことは、初対面のときに気がついている。なぜなら彼女は、真斗さんがこのマンションに住んでいることを知らないような口ぶりだったから。とはいえ、こんな高級マンションをひとり暮らしのために買うのか、それが最初の頃から疑問だったけど……。

「違うよ」

　ひとりで思いをめぐらせていると真斗さんの声がして、驚いて振り向いた。

「真斗さん、いつの間に帰ってたの？」

　どうやら玄関が開く音すら聞こえないくらいに、考え込んでしまっていたらしい。

　スーツ姿の真斗さんは、穏やかな笑みを浮かべて私の隣へやってきた。

「昼間、美織に嫌みを言われたんだろ？　秀一から聞いた」

「えっ？　来島先生から？」

　突然、昼間の話を振られて目が泳ぐほどに動揺する。

　来島先生ってば、いつの間に話したんだろう。

「そう、秀一から。ごめん、由依子に嫌な思いをさせたよな」

　真斗さんはそう言って、私を優しく抱きしめた。

　それが嬉しくてドキドキする反面、複雑な思いが込み上げてくる。

「真斗さんが謝ることじゃないと思うけど……。どうして、美織さんの代わりに謝るの？」

　そういうところが、ふたりの過去の関係を見せつけられているみたいでおもしろくない。いくら未練はないと言っても、好きだった人には変わらないだろうから……。

　体を離して少し膨れっ面をした私に、真斗さんは首を横に振った。

「違う。代わりに謝ったんじゃない。由依子の気持ちを混乱させたと思って、それを謝ったんだ」

「どういうこと……？」

　私の頬を軽くつまんだ真斗さんは、苦笑いをした。

「今から説明するから、ほらそんなに頬を膨らませるなよ」

　彼の笑顔と仕草に胸がキュンとする。

　そんな気持ちの高鳴りを隠して、真斗さんを見上げた。

「オレは、由依子と付き合って、やっと本当に欲しかったものを手に入れられたんだ」

「え……？」

　まっすぐ真剣な真斗さんの瞳に、まるで吸い込まれそうになる。……ううん。もう吸い込まれているのかもしれない。だって彼から一瞬も、目をそらせないから。

「今までのオレは、弁護士という職業柄、一匹狼的なところがあったと思う」

　私が小さく頷くと、真斗さんは続けた。

「周りを頼ったり甘えたり、支えになる存在なんて必要ないと思ってた。恋愛では特に。そんなオレが美織と付き合ったきっかけは、同志のように感じたからだったんだ」

「ドーシ？」

「ああ。同じ司法の世界を目指す同志として、きっとうまくいくと思ってた。美織は頭がいいから、弁護士として高みを目指すオレには、刺激を与える存在になってくれると……」

　真斗さんの説明で、それが〝同志〟と分かったけど、司法の世界で生きるふたりの絆を見せつけられたようで、素直に受け取れない。

　嫉妬を感じながらも、彼の説明を頷きながら聞いていた。

「だけどな、美織と付き合って気付いたんだよ。本当は、安らげる相手が欲しかったんだって」

「安らげる相手……？」

　それは、美織さんではなかったってこと？

　疑問に感じながら真斗さんを見つめていると、彼は小さく頷いた。

「美織とは切せっ磋さ琢たく磨まし合える仲だったけど、そこに安らぎはなかった。いつの間にか、お互いの意見を主張し合うばかりになってたんだ」

　それを聞いて、来島先生の言葉を思い出していた。美織さんのことを『ワガママ』と言っていたはず。もしかして、そういうところを表現していたのかもしれない。

「だけど、自分の意見を言うのは、悪いことじゃないと思うけど……」

　私だって意見したいときもある。だから、〝自己主張〟を嫌がられると、複雑だった。

「もちろん、そうだよ。だけどオレたちの場合は、お互いを主張しすぎた。しまいには、言葉の揚げ足を取るようになってきて、言い争いが増えていったんだ」

　ちょっと苦笑いの真斗さんは、「だから美織とは、口ゲンカが絶えなくなって疲れたんだ」と言った。

　お互いの意見を主張し合うのも、状況によってはプラスに働くこともあるのだろうけど、ふたりには違っていたらしい。

「だから美織とは、裁判でやりあうのが一番いい関係なんだと思ったよ」

「それなら私は、真斗さんを安らげる存在になっていると思っていいの……？」

　美織さんの言う、足を引っ張る存在だけにはなりたくない。もし本当に安らげる存在になれるのなら、真斗さんの隣にいることに、だいぶ自信が持てそうだ。

「当たり前だろ？　初めて会った夜、飾らない雰囲気の由依子に好感を持った。こういう人と一緒にいたら、きっと自然体でいられるんじゃないかなって思ったんだ」

「真斗さん……。私のことを、そういうふうに見てくれていたんだ」

　夜景はすっかり目に入らなくて、私には真斗さんだけしか見えなくなっていた。

　ふわりと頬をかすめる温かい夜風とともに、真斗さんがもう一度私を抱きしめた。

「だから、由依子の側にたくさんいたいと思うんだ。由依子が側にいてくれれば、仕事だって今まで以上にがんばれるから……」

「うん……。真斗さん、私いっぱい側にいるから。約束する」

　彼の背中に手を回して、そのぬくもりを確かめていると、熱い想いが込み上げてくる。愛おしい気持ちが溢れてきて、私の胸は締めつけられるほどに痛い。

「由依子、愛してる」

　耳元でそう言った真斗さんは、私を抱き上げ、唇を優しく重ねた。

「真斗さんってば……。なんだか、恥ずかしい……」

　いわゆる〝お姫様抱っこ〟をされたまま、さらにキスまでされて、気分はどこまでも高揚してくる。顔が熱くなるのを感じていると、真斗さんが優しく微笑んだ。

「由依子が帰らなくていい、そう思うだけでこんなに嬉しいもんなんだな。なんだか、気がはやる」

「真斗さん……」

　私が安らぎを与えることができるなら、いくらでも真斗さんを癒したい。

　今夜、真斗さんが同期会を断ったことは、もう問い詰めないでおこう。仕事そっちのけで、私に会いたいわけじゃないんだと、話をしてくれて分かったから。

　毎日、神経がすり減る仕事をしている真斗さんを、たくさん癒したい。

　そんな気持ちでいっぱいになった。

「私も愛してる。真斗さん……」

　恥ずかしさを我慢して、精いっぱいの気持ちで伝えた私を、真斗さんは優しく、そして愛おしそうに、ベッドの上で抱いてくれた。
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「ん……。まぶしい……」

　目を閉じていても、光が差し込んでいるのが分かる。カーテンを閉め忘れたかなと、ぼんやりする頭で考えていると、ハッと我に返った。

「そうだ！　ここ、真斗さんのマンションだったんだ……」

　反射的に隣に目を向けると、気持ちよさそうに真斗さんが眠っている。

「真斗さんって、眠るとタレ目な感じになるのよね」

　普段と違う無防備な寝姿に、クスッと笑ってしまった。

　それにしても、真斗さんって寝ていてもキレイな顔……。

　つい見とれていると彼の目が開き、聞かれてもいないのに慌てて弁解をしてしまった。

「見てたわけじゃないの。私も今、目が覚めたばかりで……」

　すると、真斗さんはまだ少し眠たそうに、口角を上げて微笑んだ。

「それって、オレを見てたって言ってるようなもんじゃん」

「う……、そうかな……」

　不自然な言い訳も、真斗さんにはお見通しみたい。

　どこかバツが悪い私は、ベッドから出ようとした。けれど……。

「ちょっと待って由依子。忘れてるよ」

　真斗さんに腕を引っ張られた私は、そのまま抱きしめられ、そしてキスをされた。

「真斗さん……、遅刻しちゃう……よ」

　舌を絡ませるキスを、真斗さんはどれくらい続ける気だろう。今日は仕事があるから、もう起きないといけないのに。

　そう思っても、抱きしめてくれる真斗さんの胸の温かさが心地よくて、自分から離れることができない。

　すると、ようやく真斗さんは唇を離して、すねたような顔をした。

「本当はもっと由依子を抱きしめていたかったけど、起きるか。仕事に行かないとな」

「う、うん。そうだね」

　真斗さんのこういう子供っぽいところもかなり好きで、同じく名残惜しさを感じつつも、ベッドから降りる。チラッと振り向くと、真斗さんはまだベッドに座って、両手を広げてあくびをしていた。

　彼氏と同棲なんて初めてで、自分でも大胆なことを簡単に受け入れたと思う。

　だけど、仕事では見ることのない素の真斗さんが見られるだけで、こんなにも温かい幸せを感じるんだと、改めて実感した。

「真斗さん、朝ご飯作るね。先に支度しておいて」

「ありがとう、由依子。楽しみにしておく」

「うん……」

　こんなささやかな会話にすら、顔がニヤけそうだ。

　すっかりこの部屋にも、真斗さんにも馴染んだような口をきいたけど、同棲をして迎える最初の朝。キッチンに入るのも初めてで、固まってしまった。

「どこに、なにがあるんだろう。ていうか、勝手に探しちゃっていいの？」

　今まで住んでいたアパートはまだ引き払っていないため、荷物は最低限の物しか持ってきていない。だから、真斗さんの家にあるキッチン道具を使わないといけないのだけど、配置がよく分からなかった。

「いいよ、勝手に探して」

　クスクスという笑いと共に、背後から真斗さんの声が聞こえてきた。

「あ……。聞いてた？」

　独り言が聞かれていて、ちょっと恥ずかしい。

　それに、真斗さんの準備は早く、もうワイシャツに着替えてきている。

「聞こえてた。キッチンも遠慮することないよ。どうせなら、一緒に作る？」

「えっ!?　一緒に？」

　ニヤッと笑った真斗さんは、手際よくキッチンボードの横に掛かっていたエプロンを二枚手に取った。それは濃紺のチェック柄と黒の無地で、真斗さんはチェック柄のほうを私に渡すと、さっさとエプロンをつけている。

「真斗さん、料理できるの……？」

　エプロンのつけ方がかなり慣れている感じで、おずおずと聞いてみた。

「ああ、するよ。毎日ってわけじゃないけど、留学時代なんかは休みの日に、小さなパーティをしたりしたから」

「パ、パーティ？」

　私の人生の中では、まるで聞きなれない単語に、驚きで目を丸くした。

　そんな私を見て、真斗さんは楽しそうに小さく笑いながら、冷蔵庫から食品を取り出している。

「由依子が想像するような大げさなものじゃないよ。海外では珍しくない、ホームパーティだから」

「へえ……。そうなんだ。素敵……」

　真斗さんがパーティをするなんて、〝一匹狼〟とはイメージが違っていて意外。包丁さばきがかなり上手なことに驚きつつ、朝のほんの数分で真斗さんの新たな面を発見できて、胸がときめくような嬉しさがあった。

「真斗さんが作ってくれたお味噌汁おいしい。出汁をとるのも上手なのね」

　結局、朝ご飯のほとんどを真斗さんが作ってくれて、私は言われた通りに火加減や水の量を調整しただけだ。

　味噌汁に鮭の焼き物、卵焼きにご飯と純和食のメニュー。どれもこれも適度に薄味でおいしい。

　だけど、やっぱり自分で作れなかったのが残念で、テンションが上がらない。

「今朝は、ほとんど真斗さんにやってもらったから、今度は私が作るね」

　ダイニングテーブルで向かい合って座っている真斗さんに、リベンジのつもりで言うと、苦笑いされてしまった。

「ごめん、由依子が作るって言ってくれてたのに、つい調子に乗ってしまった」

「ううん。それは、いいのよ。むしろ、真斗さんの手料理が食べられて嬉しいもの」

　それは本当だけど、彼氏に作らせてしまうのは女子としてどうなんだろう……。

　そんな自己嫌悪に陥りながら伏し目がちになっていると、ふいに唇が重なった。慌てて顔を上げると、真斗さんがテーブルに身を乗り出して、控えめな笑顔を浮かべていた。

「由依子とふたりで料理なんて嬉しすぎてさ、つい夢中になってた」

「真斗さんってば……」

　油断しているときのキスはいつも以上にドキドキする。

　顔の火照りを感じながら呆然とする私に、真斗さんは笑みを向けて座り直した。そして、なにごともなかったように食事を続ける。その大人な余裕に、自分の子供っぽさを痛感して反省だ。

「そうよね、ふたりでいることが大切なんだわ」

　こうやって、真斗さんと一緒にいられるということで、十分満足なはずなのに。自分がなにかをしなきゃって、少し気負っていたかもしれない。

　独り言のようにつぶやいた言葉だったけど、真斗さんは応えてくれた。

「そうだよ。ふたりでいるってことが大事なんだ」

　それもまるで独り言みたいだったけど、私は自然と表情が緩んでいた。




　ふたりで食べた朝ご飯は、ことのほかおいしくて、仕事に行くという制限さえなければ、もっとゆっくり話しながら時間を過ごしたかった。でも、職場でも真斗さんと一緒にいられるし、気持ちを切り替えて行かなくてはいけない。

「よし、行こうか由依子」

「うん」

　車のキーを手に取った真斗さんは、私の腕を軽く掴んで引き寄せた。

「だけど、その前に……」

「え？」

　なんだろうと思ったのと同時に、真斗さんの唇が重なった。ギュッと強く抱きしめて、真斗さんはキスを続ける。

　事務所までは車で十分だから、すぐに着くと言えば着くけど……。こんなにゆっくり、キスをしてる場合じゃないと思う。

「真斗さん、そろそろ行かなきゃ……」

　なんとか隙を見計らって、真斗さんの体を押し返すと、彼はニッと微笑んだ。

「そうだな。充電完了。じゃあ、行こうか」

　私の手を取った真斗さんは、車までずっとその手を離さなかった。それだけのことでも、心は温かくなって恋する気持ちも加速する。

　だけど、キスをされてすっかりのぼせたようになった私と違って、余裕な表情の真斗さんが少し悔しかった。

　いつだったか、来島先生は真斗さんを恋愛初心者だと言っていたけど、少なくとも私はそれを上回ることだけは、間違いない。だって、手をつなぐだけでこんなにも鼓動が高鳴っていくのだから……。




「今日は、いつにも増してやる気満々だな」

　頭の中は真斗さんでいっぱいでも、手は速く動いていたらしい。来島先生と小部屋で資料作成をしていたら、そんなふうに突っ込まれて肩をすくめた。

「すみません……。本当は、真斗さんのことばかり考えてました」

　仕事中は考えないようにしようと思ってみても、無意識に思い出しているからいけない。いくら手を動かしていても、心ここにあらずではミスをしてしまう。そうなれば、来島先生に迷惑をかけるのだから、気を引き締めないといけない。

「すみませんでした、先生。集中し直しますので」

　一度軽く深呼吸をし、ペンを握り直したときだった。

「真斗のことを考えてた割には、真剣な表情だったけどな。ニヤけてる感じは、全然なかったよ」

　来島先生にそう言われた。

「そ、そうですか……？」

　仕事を進めるつもりだった私は、先生のその言葉にどこか力が抜けた。

　真斗さんが絡んだ話を続けられるとは思っていなくて、ペンをいったん置く。

　すると、来島先生はフッと笑って言った。

「同棲を始めたのが、いい刺激になってるのかな？　真斗も、今日はいつも以上に張り切っていたし」

「そんなふうに映ってたんですね……。ちょっと恥ずかしいですけど」

　確かに、今朝の真斗さんはいつにも増してキビキビしていた気がする。まだ顧問弁護士を務める裁判が落ち着いていなくて、忙しそうに外出していったけど……。

「そんなことないよ。いいことじゃないか。昨日も同期会で、由依子ちゃんの話になったよ」

「えっ!?　私のですか？」

　弁護士先生や、美織さんもいる輪の中で、いったいどんな話をされたんだろう。まさか〝足手まといの存在〟だなんて噂されていないかが心配だ。

　不安に思いながら、来島先生からの返事を待っていると、それを見透かされたように笑われてしまった。

「そんなに身構えなくても大丈夫だよ。他の弁護士の奴らがね、真斗がそれほどのめり込む由依子ちゃんを見てみたいって言ってたんだ」

「ええっ！」

　それはそれで、かなりのプレッシャーな気がして、途端に私は小さくなる。

　自分の知らないところで、自分が話題になるのは、かなり気恥ずかしいものがあった。

　真斗さんの弁護士仲間の先生たちは、私をどんなふうに想像してるんだろう。きっと、真斗さんと美織さんとの関係だって知っているはずだから、彼女と比べられているとしたら、とても会えそうにない。

　エリート弁護士集団の中で、私はどんなふうに映るだろう……。

「由依子ちゃん、そんなに眉間にシワを寄せなくてもいいよ」

　来島先生が苦笑いをする。そっと自分の眉間を触ると、確かに深いシワができていて、表情に出ていたのかとますます恥ずかしくなった。

「だけど先生。皆さん、真斗さんと美織さんの関係を知ってるんですよね？　そういう方たちから見たら、私はどう映るか不安で……」

　だいたい、同期会で私の話題が出るなんて、美織さんの神経を逆なでしたんじゃないかと怖くもなる。

「それに美織さんだって、いい気はしなかったと思いますよ。私の話題なんて……」

　昨日の美織さんとの一件を思い出して、落ち込んでしまう。

　すると、来島先生がいたって普通に話した。

「あ、昨夜は美織、参加してないんだよ。あいつ、なんだかんだで真斗と別れてから参加率が悪いっていうか……」

「えっ？　そうなんですか？」

　私には、真斗さんの足を引っ張るなと非難していたくせに。

　そんな恨み節を心の中でつぶやきながら呆気にとられていると、来島先生がなにかを思いついたように目を見開いて笑顔を向けた。

「そうだ！　今度、由依子ちゃんも参加してみないか？　みんなも喜ぶだろうし」

「わ、私がですか？　無理です、絶対に無理！」

　思わず両手を振り、慌てて断る。

　いくら真斗さんや来島先生の知り合いでも、弁護士先生たちの集まりになんて行けるわけがない。だいたい、先生たちは勉強会や情報交換で集まっているのに、素人の私が入ったのでは邪魔なだけだ。それに〝真斗さんの彼女〟だから参加するっていうのも、図々しい気がする……。

　だけど、来島先生はまったく気にする素振りりを見せず、むしろ含みのある笑顔を浮かべた。口角を上げて、トレードマークである黒ぶち眼鏡に手をかけている。

「由依子ちゃんってさ、真斗と結婚を考えたりしないのか？」

　突然出てきた『結婚』という言葉に、口を開けたまま絶句してしまった。マヌケな姿だと分かってはいても、パニック状態に陥ってしまって、すぐに言葉が出てこない。

「す、するわけないですよ。だいたい、私たちはまだ付き合ったばかりですし……」

　結婚なんて考えたこともない。

　それでも恥ずかしさと、リアル感のなさから、弱々しい声になっていた。

　だけど先生は、首をかしげて納得していないようだ。

「なんで？　あいつとそんな話しないの？」

　さらに突っ込んだ質問に、私はますます混乱する。

「しないですよ。来島先生はなんでそんなことを聞くんですか？」

　早くこの話題を終わらせてしまいたい、そんな気持ちに駆られながら言うと、先生は本当に理解できないといった様子で答えてくれた。

「だって真斗、結婚願望が強いだろ？」

「ええっ!?　し、知りません……」

　さっきから、叫ぶばかりの私も私だけど、来島先生もすっかり辞書を閉じて、休憩モードになっている。

　それにしても、真斗さんに結婚願望があったなんてビックリで、心臓がバクバクするくらい動揺している。

　まさか、私があんな有名なエリート弁護士先生と結婚するだなんて……。

　とてもリアルには感じられなくて、落ち着きなく目を泳がせていた。そんな私に、来島先生は「ふうん……。なにも聞いてないんだ？」と意味ありげに言ったきり、再び資料に目を落とす。私も動揺したまま先生に合わせて仕事を再開した。

　含みのある言い方をされただけで、本当かどうか分からないけれど、考えてみれば、真斗さんはあんな高級マンションを買っている。いくら弁護士先生でも、ひとり暮らしにはあまりに贅沢な印象だ。だから、真斗さんがいずれは家族と……と考えていたとしても納得できる。

　だけど……、あのマンションは出会ったときにはすでに買っていたのだから、私との将来を考えていたわけじゃないのは一目瞭然。ということは、まさか美織さんと？

　またも、心がざわつく考えに行き着いて、気持ちはまるで落ち着かなくなった。




　来島先生がいきなり結婚なんて言い出したせいで、美織さんのことを真斗さんに伝えてくれたお礼を言うのを忘れてしまっていた。もし先生が気を回してくれなければ、私からは彼女から嫌みを言われただなんて切り出せなかった。なんとなく告げ口をするみたいで抵抗がある。

　でも、それに思い当たったのは真斗さんのマンションへ戻ってきてからで、必ずいつかお礼は言おうと心に決め、キッチンで夕飯の準備に取りかかる。

　真斗さんが何時に帰ってくるのか分からないけど、ご飯は用意しておきたい。そう思って、味噌汁を作り始めたものの、意識は違うところへ飛んでいた。

「結婚かぁ……。想像つかないなぁ」

　同棲を始めて、〝奥さん〟なんて言葉に胸を踊らせた瞬間もあったけど、まさか本気で考えていたわけじゃない。

　だいたい、付き合い始めたばかりなのに、そんなに早く結婚って考えるもの？　来島先生はああ言ったけど、もし真斗さんの結婚願望がなくなっていたら？

　それを想像したら、本人にはとても気持ちを聞けない。私のほうが結婚したがっていると勘違いされて引かれたら最悪だ。

　そんな思いをめぐらせながら料理をしていると、玄関のドアが開く音がして、真斗さんの「ただいま」という声が聞こえてきた。

「真斗さん！」

　彼の声を聞くと、反射的にテンションが上がってくる。

　エプロンのまま廊下へ駆けて行くと、真斗さんが笑顔を浮かべた。

「ただいま、由依子」

「お帰りなさい、真斗さん」

　自然と顔がほころび、そしてどこか照れくさい。こんなやりとりもまるで〝新婚〟みたいだ。

　来島先生の言葉が気にかかって、真斗さんを無意識に見つめてしまう。すると彼はクスッと笑った。

「なに、そんなにボーッと見てるの？」

　真斗さんにそう言われて、ハッと我に返った私は、恥ずかしさで顔が熱くなった。

「ううん、ごめんね。なんでもない」

〝結婚〟を、私が意識してどうするんだろう。真斗さんから言われたわけでもないのに、ひとりで緊張したりしてバカみたいだ。

　このマンションで、本当は誰と暮らしていきたかったのか、そして今はどう思っているのか、それは今知る必要はない気がする。私たちはまだ付き合い始めたばかりなのだから、先の将来より今の時間を大切に過ごすことが大事なはず……。

「それより真斗さん、今ね、ご飯を作ってたの」

　気を取り直して、キッチンに戻ろうとしたときだった。

「ちょっと待って、由依子」

　真斗さんに呼び止められ、腕を掴んで引き寄せられる。『なに？』と聞くより早く、真斗さんは唇を重ねてきた。そして体に優しく手を回し、唇を離したり重ねたりを繰り返す。

　突然のキスに戸惑ったのは一瞬で、彼のぬくもりに安心感と愛おしさを感じて、受け入れていた。廊下でお互いを抱きしめ合いながら交わすキスに、時間を忘れてしまいそうになる。

「帰ってきたら由依子がいるって、こんなに幸せを感じるものなんだな。着替えてくる。手作りご飯、食べさせて」

　唇を離した真斗さんは、なにごともなかったかのように微笑んでそう言うと、部屋へ向かった。

「こういうの……ただいまのキスっていうのかな」

　ドキドキと高鳴る鼓動を抑えて、彼が部屋に入ったのを見送った私は、キッチンへと戻る。そして、夕飯を仕上げにかかった。




　夕飯は、魚の煮付けや野菜の煮物などの和食にした。

　ちょうど料理を並べ終えたとき、ルームウエア姿の真斗さんがやってきた。テーブルの料理を見て、満面の笑みを浮かべている。

「うまそうだな。由依子は料理が得意なんだ？」

　真斗さんが、思った以上に喜んでくれているのが嬉しいけど、そんなに期待されるレベルじゃない。気恥ずかしさを感じつつ、ダイニングチェアに座った。

「そんなに上手じゃないのは、今朝分かってくれたと思ったけど……」

　手際のよさから包丁さばきまで、真斗さんのほうがレベルは上だ。だけど、真斗さんにおいしいものを食べさせてあげたくて、自分なりにがんばったつもりだ。

　すると、煮物の野菜を一口食べた真斗さんが「本当においしいって」と言って、煮物を掴んだ箸を私に向けた。

「え？　な、なに？」

　突然のことに意味が分からなかったけれど、真斗さんのいたずらっ子のような笑みに反射的に身構える。すると、彼は箸をさらに差し出して言った。

「由依子、あーんして」

　その予想もしていない言葉に、思いきりたじろいた。

「ま、真斗さんなに言ってるの？」

　うろたえる私を見て、真斗さんはさらに楽しそうに笑っている。

「由依子の料理が、本当においしいってこと、分からせてあげようかと思って」

「だ、大丈夫……。私も煮物あるし……」

　サラッと『食べる？』って聞いてくれれば、意識しないで口を開けられた。でも、改まって『あーんして』なんて要求されると、照れくさくてできるわけがない。

　すると、真斗さんのため息交じりの声がした。

「ダメかぁ。由依子と、こういうことするのが夢だったんだけどな」

　そう言われて、ハッと来島先生の言葉を思い出す。

　真斗さんの結婚願望って、こういう端々に出ているのかな……？

　肩を落としてがっかりしている真斗さんを見ていると、恥ずかしがっている自分のほうが、悪いことをしている気がしてくる。

「ご、ごめんね真斗さん。食べさせて……？」

　そんなふうに考えたら、ここは素直に応じようと思い、恥ずかしさを隠しながら口を開けた。すると、真斗さんは一瞬意外そうに目を見開き、そして笑顔を戻した。

「ありがとう、由依子」

　真斗さんはそう言いながら、なぜか食器を持って椅子を隣に移動させてくる。てっきり食べさせてくれるのかと思っていた私は、頭の中が『？』マークでいっぱいになった。そんな私に、真斗さんは優しく言った。

「本当は、隣同士で食べたかったんだ。ほら、今度こそあーんして」

　右手は箸を、左手は私の手を握って、真斗さんは穏やかに微笑んでいる。さっきよりも、ずっと近くにある真斗さんの顔を見ているだけでドキドキしてきた。

　だけど、もう恥ずかしがってばかりじゃいけない。

　ゆっくり口を開けると、一口サイズの小芋が入ってくる。

「な？　おいしいだろ？」

　言われてみれば、味見をしたときより、ずいぶん味が染み込んでいる。作っているときはイマイチに思っていたけど、これ以上手を加えると失敗しそうでできなかった。これまで何度か濃い味付けになり、後悔したことがあったから。

「ホントだ……。作り立てよりおいしくなってる」

　笑顔を向けると、真斗さんも優しく微笑み返してくれた。

「なあ、由依子。知ってるか？　向かい合って座ると、無意識に相手に対して攻撃的になったりするんだよ」

　そう言われて、彼をきょとんと見つめる。話題が突然変わって、真斗さんの言いたいことがすぐに分からない。

「知らなかった……」

『だから？』と聞きたいところだけど、もう少し彼の言いたいことを聞いてからにしよう。それが、元カレの勇一に振られてから、私なりに改善した部分だ。

　勇一と付き合っていた頃は、相手の話を聞くより、自分の話をしてばかりだった。今思えば、もっと勇一のことを分かってあげようとすればよかったのかもしれないと反省している。相手の言葉に反応するのは悪いことではないけど、いつも『なに？』『だから？』『私はね……』と遮ってばかりで、勇一の話をほとんど聞いていなかった。

　真斗さんや夏帆は、私を『癒される』と言っていたけど、本当はそんなんじゃない。自分を抑えているから、そう見えるだけなのかも……。

　そんなこともあり、真斗さんの言葉を待っていると、彼が続けてくれた。

「だから、オレは由依子とできるだけ隣にいたいんだよな。特に、自宅くらいは」

「そっか……。そうよね、ケンカだってしたくないもんね」

　だからなのかと、ようやく納得できた。

　それにしても、真斗さんの想いを知るたびに、胸が高鳴るほど嬉しい。

　無意識に顔がほころびながら、彼を見つめるとゆっくり首を振られた。

「オレは由依子とケンカもしたい」

「え？　でも、隣に座るのってそういうためなんでしょ？」

　向かい合って座ると攻撃的になるからと言っていたのは真斗さんのほうなのに。そう理解したつもりだけど違った？

　私が首をかしげると、真斗さんは優しく手を取った。

「ときどきは、意見のぶつけ合いも必要だと思う。由依子は少し遠慮するところがあるから」

「あ……、気付いてたの……？」

　ついさっき、心で思っていたことを言われて、驚きと感心が入り交じる。

「他の男が絡むと冷静さを失うけど、そうでなければ、由依子の気持ちを汲み取る自信はあるよ」

　少し得意げな感じで、真斗さんは握っている私の手の甲へキスをした。

「唇じゃないのにドキドキする……」

　真斗さんがしてくれることはすべて、私の胸をときめかせる。

「本当は唇にしたいな。由依子は？」

「えっ!?　わ、私？」

　話が変な方向に進んでる……と思いながらも、真斗さんを見つめながら言葉に詰まる。返事は決まってるけど、恥ずかしくてすぐには答えられない。ここですんなり自分の気持ちを言えたほうが、真斗さんも嬉しいだろうけど……やっぱり無理だ。

「えっと……。あの……」

　年甲斐もなく照れるばかりの私に、彼はクスッと小さく笑った。

「恥ずかしがってる由依子も好きだよ。そういう飾らない姿に、本当にホッとする」

　そう言った真斗さんは、私を優しく抱きしめた。ご飯を食べることをすっかり忘れ、私も彼の胸に顔を埋める。そのぬくもりに安心しきって目を閉じていると、真斗さんの低くも聞き取りやすい色気のある声が聞こえてきた。

「拒まないなら、キスしていいって思うよ？」

「……うん」

　耳元でささやくような言葉に、私は小さく頷いた。

　そっか……、ケンカをしたっていいんだ。真斗さんには、ありのままの自分を出していいってことなんだ……。

　自分を受け入れてくれる言葉に、心が温かくなるのを感じていると、真斗さんが軽く私の顎を引き上げた。

「由依子、好きだよ……」

　真斗さんはささやくようにそう言って、私に唇を重ねた。




　ひとときのキスの後、夕飯を終えた私たちは、お風呂も済ませて寝支度を整える。リビングの電気を消し、寝室のドアを開けると真斗さんの姿はなかった。

「あれ？　真斗さん？」

　廊下を見回すと、斜め前のドアが少しだけ開いていた。

　そこは真斗さんが書斎として使っている部屋。両サイドの壁一面に本棚があり、六法全書をはじめとした本がビッシリと並んでいた。それらに挟まれるように窓に向かって机が置いてあって、第二の真斗さんの仕事場になっている。

　ドアの隙間からこぼれる光に吸い寄せられるように、書斎を覗き込んだ。

「真斗さん、いた。まさか、これから仕事なの？」

　寝るものだと思っていた真斗さんは机に向かっていて、私が声をかけると肩越しに振り向いた。

「ああ、どうしても今日中に片付けたいものがあってさ」

　苦笑いの彼を見て、少し心配になってくる。

　予想はしていたけど、本当に帰ってきてからも仕事をしているなんて……。

　机の上の書類の量からみても、すぐに終わりそうもない。

「私も手伝うよ？　ひとりじゃ大変でしょ？」

　こういうとき、同じ業界の仕事をしていてよかったと思う。だって、彼を助けてあげられるから。真斗さんが大変なときは、それを少しでもいいから分かち合いたいと本気で思っていた。

　すると、真斗さんはゆっくり立ち上がると、ドア付近に立っている私の側へ来て、いつもの優しい笑みで見つめて言った。

「ありがとう、由依子。でも、今回は少し複雑なんだ。教えてあげたいけど時間はないし、気持ちだけ受け取っておく」

「えっ？」

　一瞬茫然とする私の唇にキスをした真斗さんは「おやすみ」とだけ言って、机へ戻った。辞書を開き始めた彼を見て、そっと部屋を出る。

　邪魔はできないから、仕方なく寝室のベッドへ入ったけれど、とても眠れそうになかった。

　せっかく、真斗さんと同じ法律事務所に勤めていて、しかも法学部まで出ていて、さらに同棲までしているのに力になれないなんて……。

　自分の力のなさにショックを受けて考え込んでしまう。

「複雑って言ってたし、単に私の勉強不足なのかも」

　そう思ったら、ふと来島先生に誘われたことを思い出していた。

　真斗さんたちの同期会、とても行くつもりになれなかったけど、やっぱり行ってみようかな……。もしかしたら、私にとってもいい勉強になるかもしれない。










真斗の決意




　同棲生活を始めてから、真斗さんが思っていた以上にプライベートでも仕事に追われていることが分かって、彼の行動が今まで以上に気になるようになった。

　彼は常に裁判を抱えていて忙しい。比較的短期間で終わるものばかりだけど、案件が重なるときは事務所で顔を見ない日もあるくらいだ。顧問弁護士の仕事も山場を迎えていたから、私とふたりきりのときもピリピリしていた。

　そんな彼を支えきれていない自分に、どこかもどかしさを感じながらも、今夜はようやく仕事が一区切りついた真斗さんと、久しぶりにまともに会話ができそうだった。

「真斗さん、本当にお疲れ様。一カ月近く、ほとんど仕事づくめだったものね」

　リビングのソファでくつろぎながら、テレビを見ていた真斗さんの隣に腰を下ろす。お風呂を先に終えていた彼は、すっかりオフモードになっていて、私を見ると優しく微笑んでくれた。

「ありがとう。タケシくんのところの裁判も、なんとか和解にもっていけたからホッとしたよ」

　昨日までの張り詰めていた表情はなくなり、いつもの穏やかな顔に戻っている。それまでは、家に帰ってきてからも書斎にこもってばかり。今まで見たことがないくらいに話しかけにくいオーラを発していて、かなり近寄り難かった。

　でもそれもそのはずで、今回の仕事は企業の裁判だけあって、長期化も噂されていたほど。だけど真斗さんの手腕で、予想より早く双方納得のいく結論に至ったと、事務所内でも先生たちから感嘆の声が上がっていた。

「さすが真斗さん。来島先生もね、業界内でもみんな噂してるって言ってた」

　弁護士としての〝手柄〟だけが、真斗さんの魅力ではないと感じてほしいから、なるべく興奮を抑えて言ったつもりだったけど……。無意識に彼の腕を掴んで、体を近づけていた私に、真斗さんは苦笑いをした。

「そう興奮するなって。それにしても、秀一がそんなことを言ってたのか。また、みんなで集まってるのかな」

　その『みんな』が、同期の人たちのことを言っていると分かった。思いがけず同期会の話ができそうな流れになり、少し緊張しながらも話してみることにした。

「あのね、真斗さん……。同期会の集まりなんだけど、私も行っちゃダメかな？」

　ただそれだけのことなのに、これほど言いにくさを感じるのは、真斗さんのプライベートな領域に踏み込むことになるから。少しでも真斗さんの役に立てるように勉強になればと思うけど、それすら迷惑かもと想像すると、オドオドとした言い方になってしてしまった。

　すると案の定、真斗さんは表情を険しくした。笑顔は消え、眉間にシワが寄っていて、私は一気に縮こまる。

「あ、あのね、来島先生が誘ってくれたの。来てみないかって……。やっぱり、真斗さんは迷惑？」

　快く思っていないのは一目瞭然だったから、来島先生は賛成してくれていると伝えたかったのだけど、真斗さんはますますシワを深くした。

「秀一の誘いをまともに受けるなよ。ただの社交辞令だ。だいたい、由依子がそんな場所へ行く必要ないだろ？」

「でも……」

　真斗さんの力になりたいと言いたかったけど、それすら否定されたらかなり落ち込みそうだ。家でも会社でも一緒なのに、仕事仲間と会う場所まで私に来られたのでは重荷なのかもしれない。

「由依子は余計なことを考えず、ここにいればいいんだよ」

　真斗さんはそう言うと、私の額にキスをして軽々と抱き上げた。

「そんな、余計なことだなんて……」

　側にいるだけじゃ、もどかしいっていう気持ちを、どう伝えたらいいんだろう。

　同棲を始めたばかりの頃は、仕事以外でも彼を支えられたらいいと思っていた。だけど実際に一緒にいると、真斗さんにとって一日のほとんどが仕事で埋められていることに気付いてしまった。それならば、私がもっともっと助けになれたら……と考えたけれど、真斗さんには必要のないことだったんだ。

　それを改めて思い知らされて、心にモヤモヤしたものが生まれてきた。

「それより由依子、今夜は久しぶりにゆっくりできるんだ。秀一たちのことなんて考えないで、オレだけを見ていてほしい」

　真斗さんは私の唇にキスをすると、リビングの電気を消して寝室へ向かった。ダウンライトだけの明かりの中で、私をゆっくりベッドに降ろすと、さっきよりも強く唇をふさいでくる。

「ん……、真斗さん……」

　苦しいくらいにキスをされ、もう同期会の話どころじゃない。まだ未練はあるけれど、服を脱がされてしまって、それ以上は会話を続けることができなかった。




　＊　＊　＊




　真斗さんとの夢のような夜は本当にあっという間に終わって、事務所に行けばすれ違いの一日が始まる。昨夜の甘い余韻も感じつつ、来島先生を目の前に、思いきりため息をついてしまった。

「どうした？　オレとの仕事は、そんなに憂鬱？」

　今は、小さな会議室でふたりきりで打ち合わせをしている。そんな私に、先生は苦笑いを向けた。

「えっ!?　ち、違います！　すみません……。実は同期会の話、ちょっといいなって思ったんですけど……」

　フォローしようとして慌てて言うと、先生は少し身を乗り出してきた。

「だろ？　由依子ちゃんが、真斗との将来を真剣に考えてるなら、顔を出してみるのもアリだと思うんだ。いい勉強になるし」

　どうやら、来島先生は私の参加に乗り気みたいだ。そんな先生に若干戸惑いを感じつつも、昨夜の真斗さんの反応を話してみた。というより、真斗さんに抵抗感のある反応を示されたショックが大きくて話さずにはいられなかった。

「なるほどなぁ。あいつらしいって言えば、あいつらしい反応だけど……。なんなら、オレから頼んであげようか？」

「えっ、来島先生からですか？　いえ、大丈夫です。たかだか私が参加するかどうかの話ですし……」

　わざわざ先生から頼んでもらうなんて大げさだと思う。

　さすがに申し訳なくて、両手を顔の前で不自然なくらいに振っていた。だけど、来島先生はいたって真面目な顔つきで座り直すと、わざとらしい咳払いをひとつした。

「もしこの先、由依子ちゃんが真斗と結婚したら……」

「け、結婚!?　まだ、そんな話出ていません！」

　動揺を隠せず言葉を遮ると、先生に睨まれてしまい小さくなる。

「絶対にないとは言い切れないだろ？　もしふたりが結婚すれば、いつかはこの事務所は由依子ちゃんのものにもなるんだ」

「私のもの……？」

　途端にスケールが大きくなった気がして息をのむ。すると、来島先生は大きく頷いて続けた。

「だってそうだろ？　真斗はいずれ、この事務所を継いでいくわけだし。だったら、ここの仕事をしっかり覚えていかないとな」

「勉強はしたいと思ってますけど……」

　来島先生はそう言ってくれるけれど、結婚の話さえ出ていないのに、事務所が自分のものになるなんて想像がつかない。まさか、真斗さんに結婚後の話を持ち出して、説得するわけではないだろうけど……。

　一抹の不安を感じるも、来島先生はどこか興奮気味に「オレに任せておけ」と言い切って、それ以上なにも言わせない雰囲気だった。とはいえ、来島先生も仕事に追われているし、私の同期会参加の話をそこまで優先的に考えるわけはないだろうと思い込んでいた。けれど、それは私の油断だったかもしれない……。

　その日の夜。珍しく真斗さんと退社のタイミングが同じになり、会社の駐車場で落ち合ったとき、来島先生に声をかけられ、ふたりで驚いてしまった。

「そんなに驚くことはないだろ？　だいたい見つかって困るなら、一緒に帰らなければいいじゃないか」

　先生はどこかムッとした顔で言い、真斗さんは言い返せずにバツが悪そうに黙ったままだった。

　私たちの関係は、真斗さんの希望で、事務所内では相変わらず秘密になっている。それでも、こうやって周りの目をかいくぐって一緒に帰るのは……それも真斗さんの希望だから。

『帰れるときは一緒に帰りたい』

　そう彼に言われたら拒む理由なんてない。

　だから、来島先生の言い分も、真斗さんが言い返せないのも分かる。分かるからこそ、ここは私がフォローしよう。

「あの……、来島先生。どうかしましたか？　なにかお話でも……？」

　用事もなく声をかけてきた雰囲気じゃない。少し息切れもしていて、私たちを追いかけてきたようにも見える。

「ああ。ほら、昼間の話。真斗に言おうかと思ってさ」

「えっ!?　それって……」

　同期会の話のこと？

　まさか本気だったとは思わず、うろたえる私を真斗さんは怪訝な顔で見た。

「昼間の話ってなに？」

「えっと……あの……」

　あきらかに不快そうな真斗さんを前にますます動揺していると、来島先生がサラッと言ってのけた。

「同期会だよ。どうして由依子ちゃんが行くのに反対なんだよ？　みんな会いたがってたし、連れてきてあげればいいだろ？」

「えっ？　いや、どうしてって言われても……」

　真斗さんらしくない歯切れの悪い返事に、来島先生はたたみかけるように続ける。

「来週、また集まろうって話があるんだ。美織は来ないから、由依子ちゃんを連れてこいよ。そのほうが、彼女にもいい勉強になる」

　来島先生はそれだけ言うと、「分かったな？」と念押しをして事務所へ走っていった。

「ふぅん……。昼間、秀一にそんな相談してたんだ？」

　呆然としながら先生を見送っていた私の横から、真斗さんの低い声が聞こえてくる。それは機嫌の悪い証拠で、ビクビクしながら彼のほうを振り向いた。

「相談ってほどでもないんだけど、話の流れで言っちゃったっていうか……」

　まさか、わざわざ追いかけてきてまで話されるとは予想していなかっただけに、私の動揺もかなりのものだ。

　どこか落ち着きなくそわそわする私が、真斗さんには余計に不審に映ったのか、私を一瞥しただけで彼は車に乗り込んだ。その後を追うように助手席に乗ると、シートベルトを締めたタイミングで真斗さんは車を走らせ始めた。いつもより荒い運転に、ますます緊張感が増してくる。

「真斗さん……、怒ってる？」

　半分は間違いないと思いつつ尋ねてみると、真斗さんはハンドルを握り、前を向いたまま素っ気なく言った。

「怒ってはない……」

「ほ、ほんとに？」

　絶対に嘘だと思うのに、そう言われたら黙るしかない。空気が重苦しくて、言葉はなにも出てきそうになかった。

　マンションまでの距離がいつもより長く感じる。真斗さんの様子をチラチラ窺っても、仏頂面で運転するだけで、なにも話そうとしない。そんな空気に胃がキリキリ痛むのを感じながら、マンションに着いてからも、黙って彼の後を歩くだけだった。

　部屋に入り、リビングの電気をつけた真斗さんの背中越しに、とうとういたたまれなくなった私は声をかけていた。

「同期会、真斗さんがそんなに嫌なら行かないから……。やっぱり怒ってるんでしょ？　迷惑なら迷惑って、そう言って……」

　泣きそうになる気持ちを抑えながらそう言うと、やっと真斗さんは振り向いてくれた。まだ表情は硬いけれど、そっと私を抱きしめる。

「はっきり言って来てほしくないけど、それは迷惑だからじゃない」

「迷惑じゃない……？　じゃあ、なんで？」

　真斗さんのぬくもりを感じて、ようやく少し安心できた。

　それなのに、彼の気持ちが分からないなんて切ない。

　だから教えてほしい、そう思っていると、真斗さんがボソッと言った。

「だって、嫌なんだよ。あいつら、由依子に会いたいって、そればっかり……」

「えっ……？　どういうこと？」

　思わず体を離した私は、目を丸くして真斗さんを見上げる。

　子供のようにすねた言い方は、難しい裁判をやりきった弁護士先生とは思えない。

　少し呆気にとられていると、その様子に気がついた真斗さんがみるみる顔を赤くして、バツが悪そうに私を見下ろす。

「気がつけば、いつも由依子を独り占めしたいと思ってる。たとえ相手が仲間でも、興味を持たれることが嫌だというか……」

　そこまで言うと、真斗さんは大きなため息をついてソファに座り込んだ。私も呆気にとられながら、ゆっくりと隣に座る。真斗さんはガックリと肩を落としたかと思うと、私に目を向けて、なにを言うでもなくただ黙って見つめている。

「な、なに？」

　見れば見るほど整った顔立ちに、高鳴る気持ちが加速し始めた。吸い込まれそうなくらいにキレイな瞳で見られて、だんだん恥ずかしくもなってくる。

「今度から、秀一じゃなくてオレに話して。言いたいことを我慢しなくていいから。じゃないとオレ、ますます由依子を束縛しそう……」

「束縛だなんて。真斗さんは、全然そんなことしてないのに」

　むしろ、仕事が忙しくなると素っ気なさすぎるほどだ。

　だけど、真斗さんは首を横に振った。それも、自己嫌悪に陥っているみたいで、力なく弱々しい。そんな真斗さんの姿に戸惑いを覚えながら、彼のうつむきかけた顔を覗き込む。すると、真斗さんは私を頼りなさげな目で見た。

「違う。本来なら、仲間ぐらいなら由依子を会わせたっていいんだ。それなのに、それすら許せないなんて、やっぱりどうかしてるよな……」

　深いため息をつく真斗さんを見ながら、自然と笑みがこぼれていた。

　私が同期会に行くことが迷惑だったんじゃない、単なる嫉妬だったんだと分かっただけで心が晴れて、気分はどんどん軽やかになっていった。

「私は嬉しいよ、真斗さん。ヤキモチを妬くほど私を好きってことでしょ？　そんなに嫌なら、私は行かないから。だから、いつもの真斗さんに戻って」

　そっと彼の手に自分の手を重ねる。

　真斗さんは少しの間、唇をかみしめて私を見つめていると思ったら、ふいに抱きしめてきた。ギュッと力強く、吐息が耳にかかるほど、顔を私に埋めている。

　そんな行動にドキドキしながら、私も真斗さんの背中に手を回した。

「そう、ヤキモチ。自分がこんなふうに、恋に振り回されるタイプだとは思わなかったよ。由依子を想えば想うほど、どんどん自分が変わっていくみたいだ」

「真斗さん……」

　彼の言葉が信じられないくらいに嬉しくて、目を閉じて幸せをかみしめる。

　少しでも仕事の手伝いができるようになりたくて、同期会に行ってみたかったけど、それはもうやめよう。真斗さんが嫌がることを無理強いする必要はない。こんなふうに、私にストレートに気持ちをぶつけてくれる真斗さんの想いが嬉しいから。

「嬉しい……。私のことを、そんなに好きだと思ってくれているのが。だから真斗さん、安心して。もう同期会に行きたいなんて、言わないから」

　抱きつく腕に力を入れたとき、ふと体を離され、真斗さんと目が合った。その目は真剣そのもので、戸惑いを覚える。

「真斗さん、どうかした？」

　安心してくれるかと思っていたのに、怖いくらいの真顔で、私は不安になってくる。

　すると、真斗さんはそっと私の頬に手を当てた。

「いや、一緒に行こう。仲間に、由依子を紹介するよ」

「え？　でも……。私のことなら、気を遣わなくていいんだよ」

　私には、いつだって本音で接してほしいもの。相手が真斗さんだと、よりそんなふうに思ってしまう。

「そんなんじゃないよ。ケジメはつけないといけないって、ずっと思ってたし……。だから、今度連れて行く」

　真斗さんはそう言うと、優しく唇を重ねた。ケジメってなんだろうと新たな気がかりが生まれたけど、それを言わせないくらいに真斗さんはキスを続けた。それは息も止まるほどで、私の気持ちを高鳴らせていった。










最後の恋




　あれから一週間、真斗さんの仕事は相変わらず忙しい。そして私は、来島先生や他の先生のアシスタント業務に追われていて、事務所内では真斗さんを気にする余裕もなかった。

　だけど、マンションへ戻れば真斗さんを考える時間はたくさんある。肝心の本人の帰宅は遅いけど、少しでも真斗さんを知りたくて、経済誌を買って帰ってきた。

「へぇ……。やっぱり真斗さんって、すごい人なんだわ。改めて、自分の彼氏なのが信じられない感じ……」

　本屋で見つけた、普段は見ない経済誌。以前見かけたものとは種類が違うけど、表紙に真斗さんの名前を見つけて買ってしまった。それも、トップページで紹介されていて、この前の顧問弁護士の仕事の成功が、華々しく書かれていた。掲載されている顔写真は、凛々しい笑顔でうっとりしてしまう。

　ダイニングテーブルでニヤけながら、真斗さんの写真を眺めていたときだった。

「なに見てんの？」

　彼の声がして、体が飛び跳ねそうになってしまった。振り向くと、真斗さんがネクタイを緩めながら入ってきた。

「真斗さん!?　おかえりなさい。帰ってきたの、全然気がつかなかった。ごめんね……」

　玄関のドアが開いた音すら聞こえなかったなんて、どれだけ夢中で雑誌を読んでたんだろう。

　ひとりで恥ずかしくなっていたところへ、真斗さんがテーブルを覗き込んだ。

「あれ？　この記事……」

　気付いた真斗さんが、ニヤッとした顔で私を見る。ますます恥ずかしくなった私は、慌てて雑誌を閉じた。

「たまたま見つけて。真斗さんが出てたから読んでたの」

　……なんて、本当はたまたま見つけたわけじゃない。きっと真斗さんなら、なにかの雑誌に出ているかもしれないと思って、探し当てたものだとは、恥ずかしくて言えない。だけど、どうやら真斗さんには見透かされているらしく、外したネクタイを無造作に放り投げると、私の腰に両手を回した。

「多分違うだろ？　普段から、経済誌なんて興味持ってないじゃないか」

　真斗さんは不敵な笑みを浮かべて、私を引き寄せた。

「そ、それは、真斗さんの支えに少しでもなりたくて、勉強しようかなぁって……」

　いつにも増して余裕な雰囲気の真斗さんに、こちらはタジタジだ。なにかいいことがあったのかと思うくらいに、表情は明るく口調も軽やかだった。

「ふぅん……。勉強ねぇ。この雑誌、オレのページ以外は、まるで弁護士とは関係のない内容ばっかりなんだけど」

　額と額をくっつけて、真斗さんは微笑みを近づける。そんな彼にドキッとしながら「えっと……だから……」と言い訳を考えていると、そのまま唇が重なった。

「ま、真斗さん……」

　息もできないくらいに抱きしめられながら、真斗さんは舌を絡ませてくる。

「ん……」

　苦しい反面、胸が高鳴るほどのキスにしばらく酔いしれていると、真斗さんがゆっくりと唇を離した。

「オレが帰ってるのに、気がつかないんだもんな。なにを夢中になって読んでるのかと思えば……」

　真斗さんは言いかけて声を殺して笑っている。キスの余韻が残る私は、恥ずかしさもあってか素直になれず、ムッとしてしまった。

「もう、真斗さんってば、なんで笑ってるの？」

　頬を膨らますと、指で突かれてしまった。真斗さんは目に涙をうっすら浮かべて、笑いをなんとか抑えている。いったいなにがそんなにおかしいのだろう。

「ごめん、ごめん。そんなに膨れるなよ。由依子があまりにもかわいすぎただけ。普通、女の子ってそんなにいじらしいものなのかな？」

「え、どういう意味？」

　もう少しくらいすねてみようかと思っていたけど、真斗さんの言葉に思わず聞き返していた。すると、真斗さんは息をひとつ吐き、私を改めて見つめた。

「いつでもオレを想ってくれるってこと。こんな記事にも夢中になる由依子の気持ちが嬉しくて、子供みたいにテンションが上がった。そうしたら、笑いがこぼれてたよ」

「真斗さん……。私は、いつだって真斗さんを想ってる。当たり前よ」

　自然と、彼に飛びつくように首に手を回す。そんな私を受け止めるかのように、彼は強く抱きしめてくれた。

「愛してる、由依子」

　真剣な口調でそう言われて、涙が自然と込み上げてきた。

　真斗さんはいつも、私を愛情いっぱいで包み込んでくれている。それを分かっているつもりでも、ときどき見失いかけることがあった。だけど、こうやって言葉にしてくれることで、胸に熱いものを感じて涙が溢れてくる。

　鼻をすする音で気がついたのか、真斗さんが優しい笑みで顔を覗き込んできた。

「由依子、なんで泣いてるんだよ。喜んでくれるかと思ったんだけどな」

　指でそっと涙を拭ってくれて、まぶたにキスをする。

　真斗さんの想いを感じれば感じるほど、心がどんどん満たされてくる。

「真斗さんも、さっき笑ったでしょ？　それと一緒。私も、嬉しくて感動して泣いたの」

　なんとか涙を抑えつつ、少しクリアになった視界で真斗さんを笑顔で見つめた。

「それなら安心した。週末、同期の奴らで集まるんだ。由依子も連れて行ってあげるから。ただ、行く前にちょっと伝えたいことがある」

「伝えたいことって？」

　行く前でなければ都合が悪いのか、どうして今ではいけないのか。

　そんな疑問が頭に浮かんだけど、真斗さんはそれ以上その話には触れなかった。その代わり、私の手を持ち、ささやくように言った。

「シャツのボタン、外してくれる？」

　わざわざ前もって言ったくらいだから、きっと大事なことなんだろう。そう思うと余計に気になるけど、真斗さんのその言葉に、気持ちは封印した。

　ちょっとドキドキしながら言われた通りにしていくと、真斗さんは唇を重ねてくる。

「ちょ……、真斗さんってばできないよ」

　手首を掴まれ、キスを続ける真斗さんに言うと、彼は唇を離し私を抱き上げた。

「だって待ちきれなかったから。続きはベッドでして」

　そしてもう一度キスをした真斗さんは、そのまま寝室へと向かい、優しくベッドへ私を下ろす。

　聞きたいことは山ほどあるのに、真斗さんとベッドの上じゃそれもできない。

　シャツのボタンを外すと、真斗さんはそれを脱ぎ捨て、私に唇を重ねた。

「真斗さん……」

　彼のキスが唇から首筋、そして体へと移動しながら、大事なことを忘れていたと気付く。

　そうだ……。私、真斗さんに愛してるって言ってなかった。




　＊　＊　＊




「みんな、おはよう！　今朝はひとつ伝達事項があるから集まって」

　珍しく、大先生が朝から声を張り上げている。普段めったにない朝礼に、先生たちもお互い顔を見合わせていた。真斗さんも怪訝そうに大先生の指示する場所へ向かっている。

「なんだろうね、由依子ちゃん。珍しい……」

　不思議そうな耶恵さんの言葉に黙って頷くと、私も輪の中へ近づいた。

　すると、大先生は穏やかな口調で言った。

「今日は、来島先生のアメリカ留学が決まったので、それを伝えようと思ったんだ」

「ええ!?　留学？」

　私は思わず大きな声を上げてしまい、驚いた様子の大先生に気がついて、すぐに小さくなった。すると、大先生はケラケラ笑って、来島先生を手招きしている。

「由依ちゃんがそんなに驚くとは思わなかったな。来島先生、挨拶して」

「す、すみません……」

　無意識に真斗さんへ目が向いてしまったけれど、呆れたような顔をされてしまい、居心地が悪かった。

　それにしても、来島先生までアメリカへ行くなんて、予想もしていなくて、ショックを受ける自分がいる。

　その先生は大先生の横に立つと、いつもの落ち着いた雰囲気で言った。

「こちらの仕事も一段落したので、秋にはアメリカに行こうと思います。わがままを言いますが、ご理解いただけたら幸いです」

　来島先生らしい堅い挨拶を聞いた後のことは、あまり覚えていない。大先生が『留学に行く先生が増えて嬉しい』というようなことを言って、それに来島先生も笑顔で応えていた気がする。そんな掛け合いを、ボーッとした頭で眺めているだけだった。

　いつも側にいて、仕事を教えてくれた来島先生がいなくなってしまうなんて、まるで想像もしていなかった。秋からのことを考えたら、無性に寂しくて仕方なかった。




　＊　＊　＊




　街のネオンが見下ろせる高台からは、暖かく少し木々の匂いのする夜風が吹いてくる。車も人通りもほとんどないこの場所に、私は同期会に向かう前に真斗さんに連れてこられた。

　車を脇に停め、真斗さんに促されるまま外に出る。ガードレールの向こう側には、キラキラ輝く夜の街が見下ろせた。でも、その夜景を堪能できずにいる。

　一昨日の来島先生の留学の話が衝撃すぎて、どこか心ここにあらずだ。しかも、当の先生はずっと挨拶回りに行っていて、まともに話ができていない。

「なに考えてるんだよ？」

　隣の真斗さんにふと呼びかけられて我に返ると、ぎこちない笑顔を作った。

「ううん、なんでもない。それにしても、ここって景色がキレイなのね」

　まさか、来島先生のことを考えていたなんて言えない。別に先生に対して恋愛感情があるわけではないけど、真斗さんと出会うまでは一番気さくに話ができた人だけに別れは寂しい。

　そんな気持ちから、真斗さんが変に誤解しないように、はぐらかしたのだけど……。

「秀一のことを考えてたんだろ？」

　仏頂面の真斗さんに、私はビクッとしてしまい、思わず言葉を失った。すると真斗さんは大きくため息をついた。

「秀一の留学話に、一番驚いてたもんな。オレも知らなかったから、ビックリだったけど……。そんなに寂しい？　あいつがいなくなるの」

　まっすぐ私を見つめる真斗さんの目があまりに真剣で息をのむ。

　小さく首を横に振ると、真斗さんは唇を噛み締め、一瞬目をそらした。

　そして、おもむろにジャケットの内ポケットからなにかを取り出した。それは白い小さな四角い箱で、まるで指輪のケースのようだった。

「真斗さん、それは？」

　まさか、指輪なわけはないだろうし、いったいなんだろう。

　すると、真斗さんはそれを開ける前に改まったように私に向き直ると言った。

「由依子、オレと結婚してくれないか？」

「えっ？　け、結婚……？」

　突然の予想もしていないプロポーズに動揺を隠せない。

　これが現実なのかも疑いたくなるほど、リアルな感じがまるでしなかった。返事をすることも忘れて、真斗さんをただ見つめていた。

　そんな私に、真斗さんは真面目な顔つきで箱を開けた。そこには輝くダイヤの指輪があり、彼はそれを手に取ると、私の左手薬指にそっとはめた。指輪をもらうなんて初めてなのに、サイズがピッタリだ。

「オレは、由依子に他の男が接するだけで子供じみた嫉妬をするし、それなのに仕事が忙しかったらかまってもあげられない」

　私の左手を優しく持ったまま、真斗さんはゆっくりと言った。

　私は、言葉にならない気持ちで黙って聞いている。それが感動なのか分からないほど頭は混乱していたけど、今までにないくらいの胸の高鳴りを感じていた。

「だけど由依子には、ずっと側にいてほしいと思ってる。君がいてくれるだけで、オレはどんな大変なこともがんばれるから」

　真斗さんのその言葉は、私の心に大きく響いて、気がついたら涙がひとつふたつと落ちていた。

「真斗さん……。ありがとう……」

　側にいるだけでいいと、真斗さんは幾度となく言ってくれた。彼のその気持ちのおかげで、過去の恋愛の傷もすっかり癒えていた。いつの間にか私には、真斗さん以外の男性が心に入る隙なんてなくなっていたのだと、こんなときに実感してしまった。

「ありがとうって言ってくれたってことは、プロポーズをＯＫしてくれたって思っていいんだよな？」

「えっと……」

　涙を拭って真斗さんを見上げると、穏やかに微笑んでいる。

　心の準備はまるでできていないけど、彼の想いはしっかり伝わった。今度は私がそれを受け止める番だ。

　薬指の指輪を一度見つめ、そして真斗さんをまっすぐ見た。

「私が真斗さんの支えになれるのなら、ずっと側にいさせてください」

　ドキドキも最高潮になり、足が小さく震えてくる。緊張でいっぱいの私を、真斗さんは満面の笑みを浮かべて抱きしめた。

「ありがとう、由依子。絶対に幸せにするよ」

　誰もいない高台で、しばらく私たちは抱きしめ合っていた。夜風の気持ちよさと真斗さんの胸のぬくもりに満たされ、このままずっとこうしていたいと思ってしまう。だけど、これから向かう場所を思い出して、ふと問いかけていた。

「同期会、始まっちゃうんじゃない？　早く行かなきゃ……」

　もう少し余韻に浸っていたいというのが本音だけど、そういうわけにはいかない。真斗さんはそっと体を離すと、目を細めて微笑んだ。

「そうだな。そろそろ行こう。みんなにも由依子を改めて紹介したいから」

「改めてって？」

　改めてもなにも、真斗さんの友達には会ったことがない。

　その言い回しを不思議に思っていると、真斗さんはクスッと笑った。

「オレの結婚相手としてってこと。親父には由依子にプロポーズをするって報告済みなんだ。あとは仲間たちだけだから……」

「そ、そうだったの？　でも、同期会には来島先生もいるし、事務所の先生たちにバレちゃうかもよ？」

　他の先生たちには、私との付き合いを内緒にしておきたかったはず……。

　そんな私を真斗さんは今度はアハハと笑った。

「バレたっていいよ。由依子は嫌？」

「ううん、全然嫌じゃない。だけど、真斗さんにとっては都合が悪いんだと思ってたから……」

　すると、真斗さんはゆっくり首を横に振った。

「都合が悪いんじゃないよ。きちんとケジメをつけて、みんなに報告したかったんだ」

「ケジメって……。え？　そんな付き合い始めから、私との結婚を考えてくれてたってこと？」

　まさか、そんなことはないかと思ってすぐ、来島先生から聞いた真斗さんの結婚願望論を思い出した。

「真斗さんって、実は結婚願望が強かったのね……」

　思わず気持ちが口に出てしまうと、真斗さんは一気に恥ずかしそうに目を泳がせている。さっき、プロポーズをしてくれたときより照れくさそうだ。

「憧れだったんだよ。温かい家庭を作ることが……」

　ボソッと言われたそのセリフに、私は頬が緩んだ。

「うん。真斗さん、ありがとう」

　その夢に、自分がパートナーとして選ばれたことが、なにより嬉しくて、込み上げる涙を抑えた。

　ここは泣くより微笑むところ、そう思ったから。




　同期会は、中心部にあるフレンチレストランの個室で開かれていた。テレビや雑誌にも登場する有名シェフの店で、予約が二年待ちという人気店だったはず。

　そんな場所を簡単に確保できる真斗さんたちに驚きつつ、案内されるがまま彼の後をついていく。個室のドアの前に立って真斗さんがノックしかけたとき、とっさにその腕を掴んでいた。

「どうかしたか？」

　きょとんとした顔の真斗さんに、私は不安な表情を隠せない。

「なんだか、急に緊張して……」

　改めて考えてみると、中で待っているのは弁護士先生たち。真斗さんや来島先生は気さくな人だけど、みんながそうでないのは知っている。ひと癖もふた癖もある先生のほうが多いのだから。

　そんなことが頭をかすめてしまい、途端に怖気づいてしまった。

「大丈夫だよ、由依子。オレが側にいる」

　でも、真斗さんの心強い言葉が返ってきて、緊張がスッと薄れていった。

「うん、ありがとう。真斗さん……」

　そうだ、私は真斗さんと結婚するのだから。これからは、いつだって真斗さんが側にいてくれる。それだけで、今までよりずっと自分自身が強くなっていく気がする。

　彼にエスコートされるように部屋へ入った瞬間、思わず固まってしまった。

　白いテーブルクロスが、明かりで艶を光らせているその一番手前の席に座っていたのは、なんと美織さんだったから。

　テーブルには他に来島先生を含む四人の先生たちがいて、雑談をしているようだった。私たちが入ってきたことに気付いて、みんな一斉にこちらに目を向ける。

　確か、来島先生は美織さんを呼ばないと言っていたはず。それなのに彼女がいたことに動揺してしまった。

「おお、真斗。待ってたよ。彼女が由依子ちゃんだろ？　かわいいな」

　先生のひとりが、愛想のいい笑顔を浮かべながら私たちの側までやってきた。

　だけど私には、彼の背後に見える美織さんが気になって仕方ない。彼女は険しい顔で私を見ている……というより睨んでいる。その姿に、さっき芽生えた強気な自分は、どこかへ隠れてしまった。

「そうだよ。彼女というか、婚約者と言ったほうが正解だな」

　ニッと口角を上げた真斗さんの言葉に、先生たちは一斉に驚きの声を上げた。それは来島先生も同じで、勢いづいて立ち上がっている。

「本当なのか？」

　来島先生は目を丸くしつつも、真斗さんの頷く姿を見て、安心したような笑顔を浮かべて座り直した。

　すると、最初に声をかけてきてくれた先生が、優しい笑顔で私に目を向けた。

「それはおめでとう。じゃあ、未来の真斗の奥さんに自己紹介を。オレは、桜さくら田だ直なお樹きです。よろしく」

「よ、よろしくお願いします。蒼井由依子です」

　緊張しつつ挨拶を返しながら、この先生も目鼻立ちの整ったルックスをしていると、感心してしまっていた。

　それからは、他の先生たちも自己紹介をしてくれた。

　みんなスーツをきっちりと着こなしていて、見た目だけだととっつきにくそうな雰囲気があるけれど、言葉を交わしてみると親しみやすかった。

　そんな弁護士先生たちを見ていて、真斗さんの人柄のよさを改めて感じる。

　そして、ひと通り挨拶が終わったところで、美織さんが無愛想な顔で立ち上がった。

「わざわざそのご報告で、私を呼んだってわけね」

　嫌みたっぷりの口調で、彼女はそう言って真斗さんを睨みつけていた。

　それまでの先生たちの冷やかし半分の会話も消え、室内はしんと静まり返った。せっかく和やかな雰囲気になっていたのに、突然張り詰めた空気にたじろいていると……。

「そうだよ。こうでもしないと、美織はまともに話を聞かないだろ？」

　まるで冷ややかな真斗さんの声が聞こえてきて、私はさらに血の気が引く。

　挨拶ばかりで座る機会を失い、いまだ入口付近に立ったままの私たち。修羅場から逃げたい気持ちすら芽生え始めると、美織さんは速い歩調でこちらにやってきた。そして、真斗さんの目の前で立ち止まり、口を固く閉ざして眉間にシワを寄せて睨みつける。

　ふたりから目を離せない私は、ハラハラしながら真斗さんの隣に立っていた。

　すると……。静かな部屋に突然響いた乾いた音に、私は思わず口を開いた。なぜなら美織さんの右手が、思いきり真斗さんの頬を叩いたからだ。他の先生たちも、呆気にとられてこちらを見ている。

　だけど当の真斗さんはまるで動揺する素振りもなく、興奮気味に顔を赤くしている美織さんを無言で見つめていた。

「最低よ、真斗」

　声を震わせる美織さんは、泣き顔こそ作っていないけど、普段見せている〝デキる女〟の面影はみじんもなかった。

「美織にどんなふうに恨まれたっていい。だけど、お前とふたりで会うわけにはいかないから」

　素っ気ない真斗さんの言い方に、相手が美織さんといえど気の毒になってくる。美織さんはどんな反応を見せるのだろうと気にかかり、彼女から視線を外せなかった。

「どうしてなの？　いくらなんでも、みんなの前でなんて、あまりにもひどすぎるじゃない……」

　さすが美織さんはそれ以上感情的にはならず、少し口調が落ち着いてきた。

　個人的には嫌な印象しかない美織さんだけど、そんな部分は素直に感心してしまう。

「由依子に、誤解をされると困るから」

「蒼井さんに？」

　きっぱりと言いのけた真斗さんに、不謹慎ながらもときめいてしまった。きっと今の言葉は、いつか耶恵さんがカフェでふたりを目撃した、あの出来事を意識して言ってくれたと思うから。

「そうだよ、由依子に。もうこれ以上は、言わなくても分かるだろ？　最終的に別れを望んだのは、美織だったはずだ。もう、昔のオレたちには戻れない」

　はっきりと言い放った真斗さんを、美織さんはほんの少しの間見つめていた。

　その表情は、ついさっきまでの未練を覗かせていたものではなく、力強い目つきで、まるで真斗さんを挑発しているようにも見える。

「ええ、分かったわ。だけど、これからは真斗は私のライバルよ。あなたを潰すくらいの気持ちでやっていくから」

　美織さんはそう言うと、私には目もくれず、さっさと部屋を出ていった。

　その瞬間、先生たちの安堵のため息が聞こえてきて、私もどこか力が抜けていく。真斗さんはそんな私の肩を優しく抱いて、穏やかな笑顔を向けてくれた。

「ようやく落ち着けるな。ほら、席に着こう」

「う、うん……。でも、美織さん大丈夫かな？」

　いくらなんでも、他の先生たちもいる前で、かなりの修羅場だったと思う。真斗さんからあんなに拒絶されて、美織さんのプライドはズタボロなんじゃないかと、さすがに心配になってきた。

　それに〝潰す〟なんて、穏やかじゃない言葉も出てきていたし……。

　だけど真斗さんは、叩かれた頬と同じく、美織さんをまるで気に留めていないみたいで、私の肩を優しく抱くと、先生たちのテーブルへ促した。

「大丈夫だよ。美織ははっきり言ってやらないといけないタイプだから。気を遣って遠回しに言うほうが、彼女のプライドを傷つける」

「そうなんだ……」

　私にはハラハラする会話に聞こえたけど、真斗さんがそう言うなら納得しよう。

　先生たちは私と真斗さんが並んで座れるように席を移動してくれた。

　席につくと、隣の桜田先生が笑顔で声をかけてきた。

「そうそう、美織のことは気にしない。それより由依子ちゃん、これからオレたちとも長い付き合いになるからよろしく」

「は、はい。よろしくお願いします」

　緊張を感じながらお辞儀をすると、他の先生たちからもいろいろな質問を受けた。ふたりきりのときの真斗さんの様子や、第一印象などを聞かれていると、ごく普通の男の人たちの集まりに思えてくる。だけどホッとしたのもつかの間、だんだん裁判などの難しい話になり、ついていくだけで必死だった。




「はあ……疲れた……」

　化粧室から出た瞬間に、無意識に言葉にしていると、タイミングよく通りかかった来島先生にしっかり聞かれていた。

「ハハハ。疲れたか。でも、これからは頻繁にあるから、覚悟しておかないと」

　苦笑いの来島先生に、私は小さくなるしかない。

「だって、話が難しいんですから。それにみなさん会話のテンポが早くて、ついていくだけで精いっぱいでした」

　ため息交じりに言うと、先生の表情は苦笑いから優しい微笑みに変わった。

「そのうち慣れるよ。それに、いつだって真斗が側にいてくれるだろ？」

　その言葉の裏には、〝自分はいなくなるけど〟が含まれている気がして、途端に寂しさが込み上げてくる。

「先生はアメリカに行っちゃうんですよね？　急な話でビックリしました。真斗さんも知らなかったんですよね？」

　しんみり見上げると、先生は笑顔を崩さず小さく頷いた。

「だけど、ずっと前から考えていたことなんだ。由依子ちゃんに告白したときから、アメリカ行きは決めてた」

「えっ？　そうだったんですか？」

　思いがけない先生の胸の内を聞いて、驚きでしばらく唖然とした。

　まさか先生が、それを考えて私に告白していたなんて……。

「自分でも分かってたんだ。由依子ちゃんに振り向いてもらえないことは。だけど、やらずに後悔するのは嫌いだから、君に想いを伝えた」

「先生……」

　そういうところは先生らしくもある。じわりと心が温かくなった。

「それに、もし奇跡的に由依子ちゃんに告白を受け止めてもらえたら、アメリカに一緒についてきてもらおうと考えてたんだ」

「そ、そうだったんですか!?」

　さらに驚きで絶句していると、先生はクスッと笑った。

「もちろん、その可能性はほとんどないことは分かってたよ。それにしても、真斗との婚約、本当におめでとう」

「ありがとうございます。婚約といっても、プロポーズされたのは、ついさっきなんですよ」

　照れくささをごまかしながら笑ったのは、きっと驚かれるだろうと思ったから。プロポーズされたときは感動でいっぱいだったけど、少し冷静になったらかなり恥ずかしい。

　すると想像通り、来島先生は唖然としていた。

「やっぱり……驚きましたよね？」

　おずおず聞くと、先生はなぜだかニヤッとして頷いた。

「驚いた。本当に真斗は、オレの思った通りに動くんだなって」

「えっ？　どういう意味ですか？」

　来島先生の不敵な笑みに、私の頭の中は『？』マークでいっぱいだ。

「ねえ、由依子ちゃん。不自然に思わなかった？　オレが、真斗のアシスタントから外したこと……」

「えっと。そうですね……。なんでだろうとは思いましたけど」

　すっかり今の状況に慣れてしまい、疑問に思っていたことすら忘れていた。だけど、なんでそんな話を今さら……と不思議に思っていると、来島先生が楽しそうに答えてくれた。

「それくらい強行手段に出れば、あいつもさすがに焦って動くだろうなと思ったから」

「え？　じゃあ、先生の計算の上で……？　なんでそこまで……」

　そんなに深い意味があるとは思わなかったから、呆気にとられる。

　だいたい先生は、なぜそこまで私たちのことに必死になってくれるのだろう。

「あいつさ、恋愛に関しては肝心なところで決断が遅いから。これで安心してアメリカに行ける」

　そう言う先生の表情はどこか清々しくて、私はただ微笑み返していた。




　途中までは同期会の時間を長く思っていたのに、終わってみたら名残惜しく感じるから不思議だ。

　緊張しながらも高級フレンチのフルコースを堪能した後は、先生たちは仕事があるため、二次会はなくそのままお開きになった。

　思っていたより気さくな先生たちの中でも、より親しみやすかった桜田先生が帰り際に声をかけてくれた。

「由依子ちゃん、またね。ふたりの結婚式には必ず行くから」

「は、はい。ありがとうございます」

　ニコッと笑う先生に、私はぎこちない笑顔を浮かべるだけ。

　照れくささと緊張でいっぱいの同期会だったけど、真斗さんとふたりきりになれてようやく落ち着けた。

　マンションに戻ったのは二十三時前で、寝支度を整えた私たちは、ベッドのヘッドボードにもたれかかって座っていた。

「桜田先生に結婚式の話をされて、ちょっとビックリしちゃった。プロポーズされたばかりなのにね」

　他の人から〝結婚式〟という言葉を出されると妙に照れくさくて、思い出しては苦笑いを抑えられない。当然、真斗さんも笑ってくれるだろうと思っていたのに、意外にも仏頂面だ。

「真斗さん……。なんだか、機嫌が悪い？」

　お店を出る少し前から、どこか不快そうな顔をしているな、とは思っていた。こうやってふたりきりになっても、まだ機嫌が戻らないということは、なにか機嫌を損ねるようなことをしてしまったのか。

　不安に思いながら返事を待っていると、真斗さんがぶっきらぼうに言った。

「途中、席を外してたとき、秀一となにを話してたんだ？」

「え？」

　それはきっと、お手洗いに行っていたときのことを聞いているんだと分かった。でも、真斗さんの機嫌の悪さに怯んだ私は、言葉を選んでしまってなかなか返事ができないでいた。

　すると、私が答えるより早く、真斗さんが口を開いた。

「ごめん。こんなふうに、問い詰められるような話し方をされると嫌だよな。本当、ごめん……」

　真斗さんが肩を落とす。私は膝の上に置かれている彼の手に、そっと自分の手を重ねた。

　こういうときの真斗さんへのフォローは、なんとなく分かってきた気がする。ヤキモチを妬いてくれて、でもそれに自己嫌悪を感じて落ち込んで……。そんな真斗さんを愛おしく思うから。こういうのを〝相手を理解する〟っていうのかもしれない。

「あのね真斗さん。来島先生と、真斗さんの話をしたんだよ」

「オレの話……？」

「うん、真斗さんの話」

　戸惑い気味の真斗さんに、来島先生との会話を伝えた。

　アシスタントを外された真意を話すと、真斗さんは負けず嫌いの一面が出てきたのか、強がったように言った。

「それくらい分かってたよ。なめられてるのかな、オレ……」

　ブツブツと「いや、秀一ならそれもお見通しか」とつぶやいている。それがおかしくて、思わず笑ってしまった。そして、気がついたら真斗さんの手を握りしめていた。

「真斗さんと来島先生って、本当に分かり合えてる友達同士なのね。それなのに、また離れ離れになっちゃうなんて寂しいわね」

　思い返してみれば、今の事務所に最初からいたのは来島先生だ。それだけ真斗さんとの絆も、深いに違いない。

　そんなことをしみじみ考えていると、真斗さんが手を握り返してきた。

「確かに秀一は信頼できる友達だけど、離れて寂しいってことはないかな。そんな気持ち、想像すると気持ち悪い」

　苦笑いの真斗さんは、握った手をそのまま引っ張り、私を抱き寄せた。

「ま、真斗さん……」

　突然優しく抱きしめられて、ドキドキと胸が高鳴る。同期会の余韻は吹っ飛び、甘いふたりの時間に頭がいっぱいになってきた。

「由依子とさえ離れ離れにならなければ、オレには寂しいものなんてないよ」

　耳元でささやく真斗さんに、私は目を閉じ、小さく頷く。

　プロポーズはまだ夢見心地だけど、このぬくもりがこの先ずっと自分の側にある、そう思うだけで私の心は幸せで満ち溢れていた。

「私、この先もずっと真斗さんに恋してる。真斗さんが、最後の恋の相手だよ……」

「由依子……。それは、オレも同じだ」

　真斗さんは私の顎を引き上げると、その唇をふさいだ。息もできないくらいに強く、いつまでもいつまでも……。お互いの唇を重ね合っていた。










幸せな未来へ




　プロポーズをされてすぐの週末、私たちは両家へ挨拶に行った。

　初めて行った真斗さんの実家は、中心部から車で十分ほどの高級住宅街にある。高い塀で囲まれた家々が連なっていて、どれもヨーロピアン調の垢抜けた建物ばかり。真斗さんの実家も、オフホワイトが基調の清潔感のある家だった。それも、一般的な一戸建ての倍以上はありそうな広さで、完全に圧倒されてしまった。

　しかも、結婚の挨拶で訪れたのだから、緊張感は半端ない。

　大先生とは毎日顔を合わせているし、付き合っていることは理解してもらっているから安心だったけど……。特に緊張したのは、真斗さんのお母さんに会ったときだ。

　どんな方かも知らないから不安があったけど、実際に会ってみると気さくなうえにかわいい方でホッとした。結婚も快諾してくれて、「娘ができて嬉しいわ」と言ってくれたとき、不覚にも涙が出てしまった。そんな私の頭を、真斗さんは苦笑いをしながら優しく叩いてくれて、その彼の優しさにますます心を高鳴らせていた。

　そして、私の両親への挨拶は、内野家のとき以上にスムーズに終わった。それもそのはずで、〝エリート弁護士〟との結婚に、両親が反対するはずもない。さらに、真斗さんはその肩書き以上に、誠実な人柄が私の両親を安心させていた。

　こうして私たちは、晴れて親公認の婚約者になったわけだけど……。

「なんだか、ドッと疲れちゃった」

　明日からはまた通常通りの仕事が始まるし、事務所の先生たちへの挨拶もある。それを考えると、さすがにため息がもれてソファへ座り込んでしまった。

「そんなため息をつかれると傷つくな」

　真斗さんは優しく言いながら、ゆっくりと私の隣に腰を下ろす。そんな彼に気まずい思いを持ちつつ、彼に寄り添った。

「ごめんなさい。だって、緊張しっぱなしの休日だったから。それに、明日は先生たちに報告でしょ？　それを考えたら、ますます疲れてきちゃって……」

　そう、真斗さんは事務所の先生たちへの報告は、両家の挨拶を済ませてからと考えていた。その思いは来島先生も分かっていて、他言はしないでくれている。

　だから、あの同期会で真斗さんがみんなに私との結婚を話した重みを、改めて感じてしまった。私には、やっぱり緊張する先生たちだけど、真斗さんにとっては、大事な人たちなんだと思ったら、身も引き締まる。

「まあ、確かに報告するけど、そんなに緊張する必要はないだろ？　これから結納もあるのに、今からそれじゃ身がもたないって」

　真斗さんの苦笑いに、私はさらにため息がもれた。自分が想像以上にプレッシャーに弱いことが、今回のことでよく分かる。

「また、ため息ついてる。オレとの結婚、後悔してる？」

「そ、そんなわけないよ。真斗さんとの結婚を、後悔するわけないじゃない」

　思いがけない問いかけに、私は慌てて座り直すと、真斗さんに弁解した。さすがに幸せの絶頂で、ため息の連続はなかったと後悔する。

　だけど真斗さんは、少しムッとしたように顔を横に向けた。

「どうだかな。ため息ばかりついてるし、本当は嫌なんじゃないのか？　オレとの結婚」

「え……。違うって、真斗さん……」

　まさか、本気で怒らせてしまった？

　すっかりパニック気味になり、じわりと涙が浮かんできたところで、真斗さんがニヤリとした顔で私を見た。

「これでおあいこかな？　由依子のため息、けっこう傷ついたから」

「もう、真斗さんってば。本気で驚いたじゃない」

　頬を膨らませる私に、真斗さんはアハハと笑っている。私がますます口を尖らせると、真斗さんは真顔になって言った。

「秀一が変な気を回さなくったって、オレは由依子にプロポーズしてたよ」

「真斗さん……。そうなの？」

　さっきまで、からかうように笑っていたくせに、急に真面目な話になるから私はドキドキだ。そんな私とは反対に、真斗さんは余裕で笑みを浮かべた。

「そうだよ。前にも言ったろ？　温かい家庭を作るのが夢だって。その夢を、由依子に出会って初めてリアルに感じられたから」

　そう言ってくれた真斗さんの想いが嬉しくて、私は彼の胸に顔を埋めた。

「ありがとう、真斗さん。私、本当に嬉しい……。こんなに幸せを感じることは、今までになかったから」

　すると、真斗さんも私をギュッと抱きしめた。

「幸せにしたい、由依子を。いつまでも、オレが側にいるよ」

「うん。私も、絶対に真斗さんの手を離したりしないから」

　あの夜、偶然にバーで出会ったのが、真斗さんとのすべての始まりだった。入口で転びそうになったとき、助けてくれたのが真斗さんで、思えばあの日から私の側には真斗さんがいてくれた。

「由依子、愛してる。早くオレだけのものにしたいよ」

「私もよ。真斗さん、愛してる……」

　本当に、出会いって不思議。最初は、こんなに真斗さんを好きになることも、好きになってもらえることも想像できなかったから……。

　でももしかしたら、私たちの出会いは偶然じゃなくて、運命だったのかな。

　だから、こんなに惹かれ合うのかもしれない。

　きっと、そうだ。

　私たちの出会いは、運命だった……。




　＊　＊　＊




「由依子ちゃんが、内野先生の恋人だったなんて、ビックリしたよ。それも、婚約まで……」

　週明けの昼間、来島先生の同行の帰りに、タケシくんの勤務するショップへ寄らせてもらって話をした。タケシくんとは曖昧なままだったので、気持ちに応えられないことをきちんと伝えたかったからだ。

　真斗さんとの結婚が決まったことを話すのと同時に、今まで連絡をしなかったことも謝罪した。タケシくんは、前日の私の電話の様子から、あまりいい話ではないと気付いていたらしく、真斗さんとのことは驚きを見せつつ納得してくれた。

「ごめんね、タケシくん。仕事の合間に呼び出したのが、こんな話で。もっと早く伝えるべきだったのに……」

　ビルの非常階段の踊り場で、私は気まずい気持ちでタケシくんに頭を下げた。

「ううん、直接会いたいと言ったのはオレだよ。それに、内野先生とのことは、由依子ちゃんが謝ることじゃない。周りの先生たちにも内緒だったんなら、オレに言えるわけないし」

「ありがとう……」

　タケシくんには、出会ったときから、嫌な思いをさせてばかりで、心から申し訳なく感じている。彼の気持ちに応えられないなら、せめて早く言うべきだった。タケシくんは優しく許してくれたけど、罪悪感でいっぱいの私は頭を上げられないでいる。

　すると、彼の穏やかな声が聞こえてきた。

「コンパの夜、由依子ちゃんを帰したオレの負けだったってことか」

「え？」

　いったい、なんの話だろうと思わず顔を上げると、タケシくんは小さくため息をついていた。

「内野先生と出会ったのは、その後だったんだろ？　もしあの日、オレが由依子ちゃんを引き止めていたら、なにかが違っていたかもしれないんだなって思ってさ」

「タケシくん……」

　そう言われると、余計に切なくなってくる。『もし、あのとき……』と考える後悔は、私も幾度となくしてきたから。

「だけどオレは、由依子ちゃんを引き止めるどころか、傷つける言葉を吐いた。それなのに、かたや内野先生はつまずいた由依子ちゃんを助けた。話を聞いていて、完敗したと思ったよ」

「タケシくん、それは私にも悪いところがあったから……」

　そう言いかけた私を、タケシくんは手で優しく制した。そして「婚約おめでとう」と祝福してくれた。




　事務所では、真斗さんとの婚約報告で先生たちからからかわれたり、祝福されたりと今日は落ち着かなかった。

　耶恵さんもとにかく驚いていて、いつか目撃した真斗さんと美織さんのツーショットの一件について『余計なことを話してしまった』と謝られてしまった。

　でも今となれば、それもよかったと思っている。お互いの気持ちを伝え合う、いいきっかけになった気がするから……。




「はぁ……」

　それにしても、一日中先生たちの視線を感じて、妙に疲れてしまった。

「また、ため息ついてる。プロポーズしてから、由依子はため息ばかりだな」

　仕事が終わり、真斗さんと部屋で過ごすのがなによりの癒しなのに、そんなツッコミをされて申し訳なくなる。

「ごめんなさい。なんだか気疲れしちゃって……」

「由依子は変に気を回しすぎなんだよ。難しく考えなくていいから、いつもの明るい癒しの由依子でいてほしいな」

　真斗さんは、そう言って私の額にキスをすると、軽々と抱きかかえた。

「ま、真斗さん？」

　今までも、こんなふうにお姫様抱っこをされたことはあるけど、まるで不意打ちみたいで驚く。

　甘い雰囲気なんてなかったはずなのに、真斗さんは小さな笑顔を浮かべ、抱きかかえたまま私をベッドルームへ連れて行った。ダウンライトの明かりだけの部屋で、私をベッドへ寝かせると、そのまま見下ろした。

「由依子の緊張をとってあげたい」

「うん、ありがとう。真斗さん……」

　優しく唇をふさがれて、ゆっくり目を閉じる。

　真斗さんは毎日仕事に忙しくても、ちゃんと私を見てくれ、気にかけてくれる。真斗さんと一緒にいると、大きな愛で包まれているのを感じる。

　彼への愛おしさでいっぱいになり、両手を背中へ回したときだった。真斗さんが、キスをしていた唇を離して思い出したように言った。

「秀一が、オレたちの結婚式のときは帰国してくれるって」

「そうなの？　すごく嬉しい」

　来島先生の留学は、やっぱり寂しい。頼りにしていた先生がいなくなることで不安もあったから、その言葉を聞いてつい表情も緩む。

　すると、真斗さんがムッとした顔をした。

「結婚式の日取りはまだ決めてないけど、絶対早めにしような」

「え？　な、なんで？」

　ほんの数秒前まで笑顔を浮かべていたのに、仏頂面の真斗さんに、私はすっかり戸惑っていた。

「だって、由依子は秀一の話をすると、本当に嬉しそうじゃないか。早く自分のものにしないと、心配で仕方ない」

「やだ、真斗さんってば。変な嫉妬をしないでよ。私にとっては、真斗さんがすべてなの。真斗さんのためなら、どんなことでもがんばろうって思えるから」

　そう、ただでさえ仕事が忙しいんだから、私のことで気を回さないでほしい。私は真斗さんの支えでありたい、その気持ちはこれからも変わらないから。

　すると、真斗さんは少し恥ずかしそうな顔をして、私をそっと抱きしめた。

「ごめん。やっぱり、由依子のことになると、冷静になれない自分がいるな。だけど、由依子を離さない、それだけはこれからもずっと言い続けるから」

「うん、真斗さん。私をずっと離さないで……」

　愛している、その溢れる気持ちを感じながら、真斗さんの背中に回した手に力を込める。

　出会いは、本当に些細なものだった。

　あの夜出会わなくても、私たちは同じ職場で顔を合わせていたわけだけど、バーでの時間があったからこそ、私たちは近づけた。そう思っている。

　きっとあの夜、運命が真斗さんに呼び寄せてくれたんだと、信じているから。

「愛してるよ、由依子」

「私も、真斗さん……」

　ずっと、伝え続ける。真斗さんへの愛を……。





ＥＮＤ












あとがき




　本書を手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございます。

　今回の作品は、いかがでしたか？

　さて、今回は恋愛は理屈だけでは語れないことを書いてみました。

　ヒーローの真斗は、ヒロインの由衣子と偶然に出会い、一目惚れをします。そして再会することで、ふたりの恋愛はどんどん加速していくのです。

　そのなかで由衣子は、相手がエリート弁護士ということから、自分が釣り合うのか不安を抱きます。だけど、真斗の気持ちは一度も揺らぐことはありません。

　彼にとっての由衣子は、日ごろ仕事で闘っている自分を癒してくれる存在なのです。

　恋愛は、そうやって理屈というよりは、心で感じるものなんじゃないかなと思い、作品を書いてみました。

　私は、恋愛は人の数だけドラマがあって、その馴れ初めや考え方もたくさんあると思っています。出会い方も様々で、どんなハプニングが未来につながっているか分かりません。今回のふたりもバーで偶然出会ったわけですが、それが運命の出会いだった。それを考えると、私たちの日々の人との出会いも特別なものに見えてきませんか？　それが恋愛だとなおさらワクワクです。これからもそんな素敵な出会いとともに、胸がキュンとするようなお話を作っていきたいなと思います。

　最後になりましたが、作品をより輝かせるために親身に考えてくださったライターの妹尾様、素敵なカバーで作品を彩ってくださったイラストレーターの青井レミ様、そして常に私を励まし支えてくださる担当の倉持様、本当にありがとうございます。

　そしてなにより、本書を手に取ってくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。こうやって応援をしてくださることで、私の作品は生まれていきます。これからも、皆様が胸をときめかせるような作品を書いていきますので、よろしくお願いします。




　それでは、またお会いできる日を祈って。失礼します。





花か音のん莉り亜あ









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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